

3 アダプタとOracle Application Serverコンポーネントの統合


この章では、アダプタをOracle SOA SuiteおよびOracle WebLogic Serverと統合する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
アダプタとOracle WebLogic Serverの統合


	
アダプタとOracle Fusion Middlewareの統合


	
監視








3.1 アダプタとOracle WebLogic Serverの統合


Oracle JCAアダプタはJ2CA 1.5仕様に基づいており、Oracle WebLogic Serverにデプロイされます。リソース・アダプタは、Fusion Middlewareと同じJava仮想マシン(JVM)で実行されます。この項では、Oracle WebLogic Serverの概要と、アダプタとの設計時および実行時の統合について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
Oracle WebLogic Serverの概要


	
Oracle WebLogic Serverとアダプタの統合








3.1.1 Oracle WebLogic Serverの概要


Oracle WebLogic Serverは、スケーラブルなエンタープライズ対応のJavaプラットフォームであり、Enterprise Edition(Java EE)のアプリケーション・サーバーです。WebLogic Serverインフラストラクチャは、様々なタイプの分散アプリケーションのデプロイをサポートしています。サービス指向アーキテクチャ(SOA)に基づくアプリケーションを構築する上で理想的な基盤です。

すべてのクライアント・アプリケーションは、Oracle WebLogic Server環境で実行されます。Oracle WebLogic Serverクライアント・アプリケーションをリソース・アダプタと統合するには、Common Client Interface (CCI)を使用します。Oracle WebLogic Serverアダプタ・クライアントには、CCIアプリケーション・プログラム・インタフェース(API)を実装するサーブレット、EJBまたはJavaアプリケーション・クライアントがあります。CCIでは、アプリケーション・コンポーネントがバックエンド・アプリケーションにアクセスするための標準的なクライアントAPIが定義されます。

これに対して、Oracle WebLogic Serverコンテナとリソース・アダプタの間の規定は、サービス・プロバイダ・インタフェース(SPI)により定義されます。規定により、Oracle WebLogic Serverとアダプタの間の標準が定義されます。これらの規定はシステムにより自動的に処理され、アプリケーション開発者から隠されます。図3-1に、CCIとSPIの規定を示します。


図3-1 Oracle WebLogic Serverとリソース・アダプタの間の規定

[image: 図3-1の説明が続きます]



Oracle WebLogic Serverアーキテクチャには、次に示すシステム・レベルの一連の規定が含まれています。

	
接続管理: アプリケーション・コンポーネントがバックエンド・アプリケーションに接続して、Oracle WebLogic Serverコンテナの接続プーリング・サポート機能を利用できるようにします。これにより、バックエンド・アプリケーションへのアクセスを必要とする多数のコンポーネントをサポートできるスケーラブルで効果的な環境が得られます。詳細は、「アダプタ・コネクション・ファクトリの追加」を参照してください。


	
トランザクション管理: アプリケーション・サーバーがトランザクション・マネージャを使用して、複数のリソース・マネージャ間のトランザクションを管理できるようにします。ほとんどのアダプタではローカル・トランザクション(1フェーズ・コミット)のみがサポートされ、XAトランザクション(2フェーズ・コミット)はサポートされていません。詳細は、「メッセージの損失がないことをOracle JCAアダプタで保証する方法」を参照してください。

すべてのOracle JCAアダプタはトランザクションについて適切な値を使用して事前に構成されており、この構成はOracle WebLogic Server管理コンソールで変更しないでください。


	
セキュリティ管理: WebLogic Serverのセキュリティ・アーキテクチャは、Web上でアプリケーションを使用可能にするというセキュリティ上の課題に対処するように設計された包括的で柔軟なセキュリティ・インフラストラクチャを提供します。WebLogicのセキュリティは、スタンドアロンで使用してWebLogic Serverアプリケーションを保護したり、最良のセキュリティ管理ソリューションを表すエンタープライズ単位のセキュリティ管理システムの一部として使用できます。










3.1.2 Oracle WebLogic Serverとアダプタの統合


Oracle JCAアダプタはJ2CA 1.5仕様に基づいており、このリリースではOracle WebLogic ServerコンテナにJ2CAリソース・アダプタとしてデプロイされます。J2CAリソース・アダプタは、Javaアーカイブ(JAR)フォーマットを使用してリソース・アダプタ・アーカイブ(RAR)にパッケージされます。RARファイルには、適切にフォーマットされたデプロイメント・ディスクリプタ(/META-INF/ra.xml)が含まれています。さらに、Oracle WebLogic Serverとリソース・アダプタの間の規定に関する宣言情報も含まれています。

Oracle WebLogic Serverでは、J2CAアダプタのデプロイメント中に対応するweblogic-ra.xmlファイルが生成されます。weblogic-ra.xmlファイルは、リソース・アダプタ用のデプロイメント・ディスクリプタです。これにはリソース・アダプタをOracle WebLogic Serverにデプロイするためのデプロイ構成が含まれています。これには、リソース・アダプタのデプロイメント・ディスクリプタで指定されたバックエンド・アプリケーションの接続情報、使用するJava Naming and Directory Interface (JNDI)名、接続プーリング・パラメータ、リソースのプリンシパル・マッピング・メカニズムおよび構成などが含まれます。





3.1.2.1 設計時


アダプタ設計時ツールを使用して、アダプタのリクエスト-レスポンス・サービス用のWSLD、XSDおよびJCAアーティファクトを生成します。これらのアーティファクトに含まれる情報は、JCA相互作用の作成時に使用されます。Oracle WebLogic Serverクライアントでは、これらのXSDファイルが実行時に使用されて、J2CAアウトバウンド相互作用がコールされます。

パッケージ・アプリケーション・アダプタでは、OracleAS Adapter Application Explorer (アプリケーション・エクスプローラ)が使用され、レガシー・アダプタではOracleAS Studioが使用され、テクノロジ・アダプタではOracle JDeveloper (JDeveloper)が使用されます。

詳細は、「設計時」を参照してください。







3.1.2.2 実行時


Oracle JCAアダプタは、J2CA 1.5リソース・アダプタとしてOracle WebLogic Serverコンテナにデプロイされます。J2CA 1.5仕様は、ライフサイクル管理、メッセージ・インフロー(アダプタ・イベントのパブリッシュ用)および作業管理の規定に対処しています。











3.2 アダプタとOracle Fusion Middlewareの統合


アダプタによりOracle Fusion MiddlewareプラットフォームのJCAバインディング・コンポーネントが統合されます。これにより、Oracle BPEL Process Manager (Oracle BPEL PM)やOracle Mediatorなどのサービス・エンジンがシームレスに統合されます。

図3-2に、Oracle JCAアダプタのアーキテクチャを示します。


図3-2 Oracle Fusion MiddlewareにおけるOracleアダプタのアーキテクチャ

[image: 図3-2の説明が続きます]



アダプタ構成ウィザードでは、特に、対応するサービスのバインディング情報を含むWSDLとJCAプロパティ・ファイルが生成されます。

Oracleテクノロジ・アダプタでは、処理するすべてのインバウンドおよびアウトバウンド・メッセージの統計を収集およびパブリッシュします。詳細は、「監視」を参照してください。

アダプタとOracle Service Busの使用の詳細は、『Oracle® Fusion Middleware Oracle Service Bus開発者ガイド』のアダプタの使用に関する説明を参照してください。Open Service Bus (OSB)では、.jcaファイルがcomposite.xml自体によって参照されるのではなく、プロキシ/ビジネス・サービスによって参照されることが唯一の違いです。

この項には、次の項目が含まれます。

	
Oracle BPEL Process Managerの概要


	
Oracle Mediatoの概要


	
Oracle Fusion Middlewareとアダプタの統合


	
Oracle SOAコンポジットとアダプタの統合








3.2.1 Oracle BPEL Process Managerの概要


Oracle BPEL PMは、Oracle BPEL PMビジネス・プロセスを作成、デプロイおよび管理するための包括的なソリューションです。Oracle BPEL PMはサービス指向アーキテクチャ(SOA)に基づいており、柔軟性、相互運用性、再利用性、拡張性および迅速な実装を提供します。Oracle BPEL PMにより、既存のビジネス・プロセスの管理、変更、拡張および再デプロイに伴う全体のコストが削減されます。各ビジネス・アクティビティは自己完結型でわかりやすいモジュラ・アプリケーションであり、WSDLファイルにより定義されるインタフェースと、Webサービスとしてモデル化されるビジネス・プロセスを備えています。







3.2.2 Oracle Mediatorの概要


Oracle Mediatorは、サービスおよびイベントの各種プロデューサとコンシューマ間を仲介するための軽量フレームワークを提供します。ほとんどのビジネス環境では、顧客データは、取引先、レガシー・アプリケーション、エンタープライズ・アプリケーション、データベース、カスタム・アプリケーションなど、様々なソースに点在しています。このデータを統合するというチャレンジは、Oracle Mediatorを使用して、同じデータが更新対象や共通の注目対象となる全アプリケーションに適切なリアルタイム・データ・アクセスを提供することで満たすことができます。たとえば、メディエータはアプリケーションやサービスからテキスト・ファイルに含まれたデータを受け入れ、顧客リポジトリとして機能するデータベースの更新に適したフォーマットに変換し、そのデータベースにルーティングして配信できます。







3.2.3 Oracle Fusion Middlewareとアダプタの統合


J2CA 1.5リソース・アダプタとOracle BPEL PMおよびOracle Mediatorを双方向で統合するために、JCAバインディング・コンポーネントが使用されています。Oracle JCAアダプタによりWSDLファイルとJCAバインディングが生成され、基礎となる相互作用がWebサービスとして公開されます。

アダプタ・サービスへのインタフェース(入力/出力XML要素)は、WSDLファイルを介して記述されます。ただし、リリース11gでは、バインディング要素が削除され、WSDLファイルが抽象になっています。かわりに、JCAバインディング・コンポーネント(以前のリリースにおけるアダプタ・フレームワーク)とアダプタが特定のEIS上で特定のコールについて起動するために必要とするバインディング情報は、個別のbinding.jcaファイルに格納されます。

この項では、次の内容について説明します。

	
設計時


	
実行時


	
使用例: Oracle BPEL Process Managerの統合


	
Oracle SOAコンポジットの概要


	
アダプタとOracle SOAコンポジットの統合








3.2.3.1 設計時


アダプタをOracle BPEL PMおよびOracle Mediatorと統合する間に、基礎となるアダプタ・サービスがJ2CA拡張を使用するWSDLファイルとして公開されます。次の表に、各種アダプタ用のWSDLファイルとJCAファイルの生成に使用する設計時ツールを示します。




	アダプタ	ツール
	
Oracleテクノロジ・アダプタ

	
Oracle JDeveloper


	
メインフレームおよびTPモニター・アダプタ

	
Oracle Studio


	
パッケージ・アプリケーション・アダプタ

	
アプリケーション・エクスプローラ


	
Oracle Applications用のOracleアダプタ

	
Oracle JDeveloper








WSDLファイルは、アダプタのリクエスト-レスポンス・サービスとイベント通知サービスの両方について作成されます。J2CA拡張には、JCAバインディング・コンポーネントで実行時にWebサービス・メッセージをJ2CA相互作用との間で変換するために必要なJ2CA要素が含まれています。J2CAのWSDL拡張要素には、JCAバインディング・コンポーネントでリクエスト-レスポンス・サービスをコールし、インバウンドJ2CA 1.5エンドポイントをアクティブ化してインバウンド・イベントを受信するためのメタデータが含まれています。リクエスト-レスポンス・サービス用のJ2CA拡張要素には、アウトバウンド相互作用をコールするためのJNDIロケーションとInteractionSpecの詳細が含まれています。イベント通知サービス用のJ2CA拡張要素には、J2CAインバウンド相互作用を介してアダプタ・イベントをパブリッシュするための、リソース・アダプタ・クラス名とActivationSpecパラメータが含まれています。

図3-3に、Oracle JCAアダプタで使用される設計時ツールのJDeveloperを示します。


図3-3 テクノロジ・アダプタの設計時構成

[image: 図3-3の説明が続きます]



図3-4に、パッケージ・アプリケーション・アダプタの構成に使用する設計時ツールを示します。この図では、設計時ツールを使用して、アダプタ・メタデータがWSDLファイルとして公開されています。WSDLファイルは、実行時にBPEL Process Managerにより消費されます。


図3-4 パッケージ・アプリケーション・アダプタの構成

[image: 図3-4の説明が続きます]








3.2.3.2 実行時


Oracle Application ServerアダプタはJ2CA 1.5仕様に基づいており、BPELはOracle WebLogic Serverで実行時にデプロイされます。JCAバインディング・コンポーネントは、実行時に標準のJ2CA 1.5リソース・アダプタをOracle BPEL Process ManagerおよびOracle Mediatorと結び付けて統合するレイヤーとして機能します。

BPEL Invokeアクティビティにより開始されたWebサービスの呼出しはJ2CA CCIアウトバウンド相互作用に変換され、J2CAレスポンスはWebサービス・レスポンスに変換されます。







3.2.3.3 使用例: Oracle BPEL Process Managerの統合



図3-5に示すように、Oracle BPEL PMの「パートナ・リンク」ダイアログから、Oracle BPEL PMで提供されているアダプタにアクセスできます。


図3-5 「パートナ・リンク」ダイアログ・ボックス

[image: 図3-5の説明が続きます]



図3-6に示すように「サービスの定義」アイコンをクリックし、「サービスまたはアダプタの設定」ダイアログにアクセスします。


図3-6 アダプタの定義

[image: 図3-6の説明が続きます]



このダイアログを使用すると、Oracle BPELプロセスで使用するアダプタ・タイプ(図3-7を参照)を設定できます。


図3-7 アダプタ・タイプ

[image: 図3-7の説明が続きます]



アダプタ・タイプ(この例では「AQアダプタ」)を選択して「OK」をクリックすると、図3-8に示すアダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。


図3-8 「アダプタ構成ウィザード - ようこそ」ページ

[image: 図3-8の説明が続きます]



「次へ」をクリックすると、図3-9に示す「サービス名」ページが表示されます。サービス名の入力を要求されます。

この例では、図3-7に示すように「AQアダプタ」が選択されています。ウィザードが完了すると、BPELプロセスの「アプリケーション・ナビゲータ」にこのサービス名のWSDLファイルが表示されます(この例では、「DequeueDemo.wsdl」という名前です)。このファイルには、このウィザードで指定したアダプタ構成設定が含まれます。その他の構成ファイル(ヘッダー・プロパティやアダプタ固有のファイルなど)も作成され、「アプリケーション・ナビゲータ」に表示されます。


図3-9 「アダプタ構成ウィザード - サービス名」ページ

[image: 図3-9の説明が続きます]



「サービス名」ウィンドウ以降に表示されるアダプタ構成ウィザードのウィンドウは、選択したアダプタ・タイプによって異なります。これらの構成ウィンドウや指定する情報については、このガイドの後続の章で説明します。











3.2.4 Oracle SOAコンポジットとアダプタの統合


Oracle JCAアダプタは、Oracle SOA Suiteと統合できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
Oracle SOAコンポジットの概要


	
アダプタとOracle SOAコンポジットの統合








3.2.4.1 Oracle SOAコンポジットの概要


SOAコンポジット・アプリケーションは、ビジネス・ニーズを満たすために設計されてデプロイされるサービス、サービス・コンポーネント、参照およびワイヤのアセンブリです。

SOAは、接続済エンタープライズ・アプリケーションの構築をサポートするエンタープライズ・アーキテクチャを提供します。SOAは、統合と再利用が容易で、柔軟かつ順応性のあるITインフラストラクチャを作成するモジュール型ビジネスのWebサービスとして、エンタープライズ・アプリケーションの開発を促進します。







3.2.4.2 アダプタとOracle SOAコンポジットの統合


コンポジットは、設計されて単一アプリケーションにデプロイされるサービス、サービス・コンポーネント、ワイヤおよび参照のアセンブリです。コンポジットにより、メッセージに記述された情報が処理されます。

たとえば、コンポジットには、インバウンド・サービス・バインディング・コンポーネント(インバウンド・アダプタ)、BPELプロセス・サービス・コンポーネントおよびアウトバウンド参照バインディング・コンポーネント(アウトバウンド・アダプタ)が含まれます。このコンポジットの詳細は、composite.xmlファイルに格納されます。

通常、Oracle SOAコンポジットは、次の各部で構成されています。

	
バインディング・コンポーネント

バインディング・コンポーネントにより、SOAコンポジットと外部との接続性が確立されます。バインディング・コンポーネントには、次の2種類があります。

	
サービス・バインディング・コンポーネント

外部に対してSOAコンポジット・アプリケーションへのエントリ・ポイントを提供します。サービスのWSDLファイルにより、外部アプリケーションに機能が通知されます。これらの機能は、SOAコンポジット・アプリケーション・コンポーネントとの接続に使用されます。サービスのバインディング接続性により、Oracle JCAアダプタなどのサービスと通信できるプロトコルが記述されます。


	
参照バインディング・コンポーネント

SOAコンポジット・アプリケーションから外部にある外部サービスに送信するメッセージを有効にします。




Oracle SOA Suiteでは、サービスおよび参照をテクノロジ(データベース、ファイル・システム、FTPサーバー、メッセージング: JMS、IBM MQなど)およびアプリケーション(Oracle E-Business Suite、PeopleSoftなど)と統合するためのWebサービス(Oracle JCAアダプタなど)を提供します。これには、Oracle AQアダプタ、Oracleデータベース・アダプタ、Oracleファイル・アダプタ、Oracle FTPアダプタ、Oracle JMSアダプタ、Oracle MQ SeriesアダプタおよびOracleソケット・アダプタが含まれます。


	
サービス・インフラストラクチャ

内部メッセージ・トランスポートを提供します。たとえば、インバウンド・アダプタからメッセージを受信して、処理のためにBPELプロセス・サービス・エンジンにポストします。


	
サービス・エンジン(サービス・コンポーネントをホストするコンテナ)

サービス・コンポーネントのビジネス・ロジックまたは処理ルールをホストします。各サービス・コンポーネントには固有のサービス・エンジンがあります。たとえば、Oracle BPELプロセス・エンジンやOracle Mediatorコンポーネントなどです。

アダプタとサービス・エンジンの統合の詳細は、「アダプタとOracle Fusion Middlewareの統合」を参照してください。


	
UDDIとMDS

MDS(メタデータ・サービス)リポジトリには、使用可能なサービスの記述が格納されます。UDDIでは、これらのサービスが通知され、実行時における検出と動的バインディングを可能にします。


	
SOAアーカイブ: コンポジット

コンポジット・アプリケーションを記述するデプロイメント・ユニット。




コンポジットは、設計されて単一アプリケーションにデプロイされるサービス(インバウンド・アダプタなど)、サービス・コンポーネント、ワイヤおよび参照(アウトバウンド・アダプタなど)のアセンブリです。コンポジットにより、メッセージに記述された情報が処理されます。SOAプロジェクトを作成すると、composite.xmlファイルが自動的に作成されます。このファイルでは、サービス、サービス・コンポーネント、参照およびワイヤのコンポジット・アセンブリ全体が記述されます。つまり、composite.xmlファイルではSOAコンポジット全体が記述されます。

composite.xmlのサンプルの詳細は、次の例を参照してください。

例 - composite.xmlファイル


Composite.xml (JCA Bindings)<?xml version="1.0" 
encoding="UTF-8" ?>
<!-- Generated by Oracle SOA Modeler version
<! -- 1.0 at [2/23/09 3:02 PM]. -->
<composite name="MediatorFlatStructure"
   revision="1.0"
   label="2009-02-23_15-02-00_374"
   mode="active"
   state="on"
   xmlns="http://xmlns.oracle.com/sca/1.0"
   xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
   xmlns:wsp="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/09/policy"
   xmlns:orawsp="http://schemas.oracle.com/ws/2006/01/policy"
   xmlns:ui="http://xmlns.oracle.com/soa/designer/">
    <import namespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/
         adapter/file/SOA-FlatStructure/
         MediatorFlatStructure/MedFlatIn%2F" 
        location="MedFlatIn.wsdl" importType="wsdl"/>
    <import namespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/
          adapter/file/SOA-FlatStructure/
          MediatorFlatStructure/MedFlatOut%2F" 
          location="MedFlatOut.wsdl" importType="wsdl"/>
    <service name="MedFlatIn" 
           ui:wsdlLocation="MedFlatIn.wsdl">
        <interface.wsdl interface=
                "http://xmlns.oracle.com/pcbpel/
          adapter/file/SOA-FlatStructure/
          MediatorFlatStructure/MedFlatIn%2F#wsdl.
          interface(Read_ptt)"/>
        <binding.jca config="MedFlatIn_file.jca"/>
    </service>
    <component name="MediatorFlat">
        <implementation.mediator
                src="MediatorFlat.mplan"/>
    </component>
    <reference name="MedFlatOut" 
                ui:wsdlLocation="MedFlatOut.wsdl">
        <interface.wsdl interface=
          "http://xmlns.oracle.com/pcbpel/
      adapter/file/SOA-FlatStructure/
      MediatorFlatStructure/
          MedFlatOut%2F#wsdl.interface(Write_ptt)"/>
        <binding.jca config="MedFlatOut_file.jca"/>
    </reference>
    <wire>
        <source.uri>MedFlatIn</source.uri>
        <target.uri>
             MediatorFlat/MediatorFlat</target.uri>
    </wire>
    <wire>
        <source.uri>MediatorFlat/MedFlatOut</source.uri>         <target.uri>MedFlatOut</target.uri>
    </wire>
</composite>


Oracle SOAコンポジット、およびその各種サービスとの統合の詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』を参照してください。











3.3 Oracle JCAアダプタの監視



Oracle BPEL Process ManagerおよびOracle Mediatorには、Oracle JCAアダプタ(ファイル、JMSおよびデータベースなど)があり、それぞれがインバウンドまたはアウトバウンドで処理するすべてのメッセージの統計が収集され、パブリッシュされます。統計は、カテゴリと個別タスクにわかれています。次の例に、アウトバウンド(参照)プロセス内で統計がどのようにわかれているかを示します。





	
アダプタの前処理

	
InteractionSpecの準備





	
アダプタの処理

	
コール可能な文の設定


	
データベースの起動


	
結果の解析





	
アダプタの後処理




アダプタ統計は、Fusion Middleware Controlコンソールで表示できます。アダプタ統計を表示する手順は、次のとおりです。




	http://servername:portnumber/emにナビゲートします。
	「ターゲット・ナビゲーション・ツリー」(左端のペイン)のSOAフォルダにあるsoa_infraをクリックします。

「soa-infra」ページが表示されます。




	「soa-infra」ページの「SOAインフラストラクチャ」メニューで「サービスと参照」をクリックします。


図3-10 診断レポートを使用したFusion Middleware Controlコンソールでのアダプタ統計の表示

[image: 図3-10の説明が続きます]



図3-11に示すように、「SOAインフラストラクチャ・ホーム > インタフェース」ページが表示されます。

このページには、現在アクティブなすべてのアダプタのインバウンド相互作用(サービス)およびアウトバウンド相互作用(参照)のリストと、各アダプタで実行される各種ステップの平均実行時間が表示されます。


図3-11 「SOAインフラストラクチャ・ホーム」ページ

[image: 図3-11の説明が続きます]



このリリースの新機能であるアダプタ・レポートなど、SOAアダプタの監視および構成の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suite管理者ガイド』の、特に「Oracle JCAアダプタの監視」と「Oracle JCAアダプタの構成」の各章を参照してください。「SOAコンポジット・アプリケーションの問題の診断」の章には、アダプタに関連するSOAコンポジット・アプリケーションの問題の診断に役立つアダプタ・ログの使用方法が記載されています。















7 Oracle JCA Adapter for AQ


この章では、Oracle BPEL Process Manager (Oracle BPEL PM)またはOracle Mediatorによるシングル・コンシューマまたはマルチ・コンシューマ・キューの操作を可能にする、Oracle JCA Adapter for AQ (Oracle AQアダプタ)の使用方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle JCA Adapter for AQの概要


	
Oracle JCA Adapter for AQの機能


	
Oracle JCA Adapter for AQのデプロイメント


	
Oracle JCA Adapter for AQの使用例








7.1 Oracle AQアダプタの概要


Oracle Streams Advanced Queuing (AQ)では、関連するアプリケーション間の双方向の非同期通信用に柔軟なメカニズムが提供されています。アドバンスト・キューはOracleデータベースの機能であるため、高いスケーラビリティと信頼性を備えています。バックアップとリカバリ(Point-in-Timeリカバリも含む)、ロギング、トランザクション・サービスおよびシステム管理など、Oracleデータベースの他の機能もアドバンスト・キューによって継承されます。また、単一のアプリケーションを複数のキューで処理できるため、メッセージを様々な方法で分割したり、ロード・バランシングを介して別のレベルのスケーラビリティを提供したりできます。

この節の内容は以下のとおりです。

	
Oracle AQアダプタとOracle BPEL Process ManagerおよびOracle Mediatorの統合


	
Oracle Mediatorとの統合




Oracle AQの詳細は、『Oracle Streamsアドバンスト・キューイング・ユーザーズ・ガイド』のOracle Streams AQの概要に関する項を参照してください。





7.1.1 Oracle AQアダプタとOracle BPEL Process ManagerおよびOracle Mediatorの統合


JCA 1.5リソース・アダプタとOracle BPEL Process ManagerおよびOracle Mediatorを双方向で統合するために、JCAバインディング・コンポーネントが使用されています。JCAバインディング・コンポーネントは規格に準拠しており、基盤となるJCA相互作用をWebサービスとして公開するためのWeb Service Invocation Framework (WSIF)テクノロジが使用されています。

Oracle AQアダプタのアーキテクチャ、アダプタとOracle BPEL Process ManagerおよびOracle Mediatorの統合およびアダプタのデプロイの詳細は、アダプタとOracle Application Serverコンポーネントの統合を参照してください。







7.1.2 Oracle AQアダプタとOracle Mediatorの統合


メディエータ・サーバーはOracle AQアダプタをサポートしており、それぞれのインバウンドおよびアウトバウンドのアダプタ・サービスを定義できます。インバウンド・アダプタ・サービスでは、Oracle AQアダプタからデータが受信されてXMLメッセージに変換されます。アウトバウンド・アダプタ・サービスでは、XMLメッセージが特定のアダプタのネイティブ・フォーマットに変換され、データがターゲット・アプリケーションに送信されます。

メディエータ・サーバーを使用すると、Oracle Advanced Queuingのシングル・コンシューマ・キューまたはマルチ・コンシューマ・キューとの間でメッセージを送受信できます。


注意:

メディエータはOracle BPEL PMの後継であり、このガイドのほとんどの部分およびサンプルはOracle BPEL PMを使用することを想定しています。ただし、Oracle AQアダプタの動作はOracle BPEL PMでもメディエータでも同じです。ここでOracle BPEL PMに言及している箇所は、メディエータで置き換えてかまいません。











7.2 Oracle AQアダプタの機能


Oracle AQアダプタは、AQメッセージのプロデューサでもありコンシューマでもあります。エンキュー操作は、JCAアウトバウンド相互作用として公開されています。デキュー操作は、JCAインバウンド相互作用として公開されています。

Oracle AQアダプタでは、ペイロードとしてADT (Oracleオブジェクト・タイプ)、XMLTypeおよびRAWキューをサポートしています。また、1つのADTメンバー列からのペイロードの抽出もサポートしています。

Oracle AQアダプタでは、エンキューおよびデキュー操作用として正規化されたプロパティがサポートされています。

Oracle AQアダプタでサポートされているプロパティの詳細は、「Oracle AQアダプタのプロパティ」を参照してください。

Oracle AQアダプタのサンプルを入手するには、Oracle SOA Sample Codeサイトにアクセスします。

この項には次のトピックが含まれます:

	
エンキュー固有の機能(メッセージ生成)


	
デキューおよびエンキューの機能


	
同期リクエスト/レスポンス


	
同期デキュー


	
サポートされているADTペイロード・タイプ


	
ネイティブ・フォーマット・ビルダー・ウィザード


	
正規化されたメッセージのサポート


	
DOM2準拠


	
メッセージ・サイズ対応


	
複数の受信者スレッド


	
DequeueTimeoutプロパティ


	
デキュー・タイムアウトおよび複数のインバウンド・ポーリング・スレッドの制御


	
ストリーム・ペイロードのサポート


	
インバウンドの再試行


	
エラー処理のサポート


	
パフォーマンス・チューニング








7.2.1 エンキュー固有の機能(メッセージ生成)


Oracle AQアダプタでは、Oracle Streams AQの次の機能をサポートしています。

	
相関識別子

アダプタ構成ウィザードでは、特定メッセージの取得に使用するエンキュー操作の定義時に相関識別子を指定できます。


	
マルチ・コンシューマ・キュー

Oracle Streams AQでは、複数のコンシューマで1つのメッセージの処理と消費を実行できます。この機能を使用するには、マルチ・コンシューマ・キューを作成し、そのキューにメッセージをエンキューする必要があります。この構成では、デフォルトのサブスクリプション・リストまたはオーバーライド受信者リストのいずれかを使用して、単一のメッセージが複数のAQコンシューマによって消費(デキュー操作)されます。このシナリオでは、指定したすべてのコンシューマ・エージェントによって消費されるまで、メッセージはキューに残ります。Oracle AQアダプタのエンキュー・ヘッダー・プロパティ(jca.aq.RecipientList)を使用すると、キューからのメッセージ取得が可能なオーバーライド受信者リスト(カンマ区切りの文字列値)を指定できます。サブスクライバとしてマルチ・コンシューマ・キューに追加されたすべてのコンシューマでは、Recipientパラメータに一意の値が必要です。2つのサブスクライバでNAME、ADDRESSおよびPROTOCOL属性に同じ値を使用することはできません。


	
メッセージの優先度

エンキュー済のメッセージに優先度を指定すると、メッセージは優先度に従ってデキューされます。2つのメッセージの優先度が同じ場合、デキューの順番はエンキュー時間で決定されます。また、メッセージのソート順としてエンキュー時間の優先度を指定することで、優先度が格納順の取出し(FIFO)のキューを作成することもできます。この優先度は、Oracle AQアダプタのエンキュー・ヘッダーのプロパティです。エンキュー時間は、基礎となるAQアプリケーションによって自動的に設定されます。

次に、FIFOキューの作成方法の例を示します。


EXECUTE DBMS_AQADM.CREATE_QUEUE_TABLE( \
queue_table => 'OE_orders_pr_mqtab', \
sort_list =>'priority,enq_time', \
comment => 'Order Entry Priority \
MultiConsumer Orders queue table',\
multiple_consumers => TRUE, \
queue_payload_type => 'BOLADM.order_typ', \
compatible => '8.1', \
primary_instance => 2, \
secondary_instance => 1);
EXECUTE DBMS_AQADM.CREATE_QUEUE ( \
queue_name => 'OE_bookedorders_que', \
queue_table => 'OE_orders_pr_mqtab');


	
時間の指定とスケジュール

Oracle Streams AQでは、遅延間隔と有効期限の間隔を指定できます。遅延間隔は、メッセージのエンキュー後に、エンキュー済のメッセージがデキュー元で使用可能とマークされる時期を決定します。遅延時間の設定されたメッセージがエンキューされると、メッセージはWAIT状態とマークされます。WAIT状態のメッセージは、デフォルトのデキュー・コールからマスクされます。有効期限のプロパティは有効期限の指定に使用され、メッセージが有効期限の前に消費されない場合、メッセージは自動的に例外キューに移動されます。










7.2.2 デキューおよびエンキューの機能


Oracle Streams AQには、次のデキュー・オプションがあります。

	
ポーリング・オプション


	
通知オプション




ポーリング・オプションは、着信の都度のメッセージの処理や、メッセージの継続的なポーリングに関連します。Oracle AQアダプタでは、AQメッセージ消費のポーリング・メカニズムをサポートしています。

Oracle AQアダプタでは、Oracle Streams AQの次の機能をサポートしています。

	
マルチ・コンシューマ・キュー

Oracle AQアダプタは、マルチ・コンシューマ・キューからメッセージを取得できます。


	
デキュー処理用のメッセージの移動

メッセージをエンキューと同じ順序でデキューする必要はありません。相関識別子を使用してデキューの順序を指定できます。アダプタ構成ウィザードで、デキュー操作の相関IDを定義できます。


	
遅延を伴う再試行

再試行回数は、Oracle AQアダプタのデキュー・ヘッダーのプロパティです。再試行回数が制限を超えると、メッセージは指定の例外キューに移動されます。この例外キューは、Oracle AQアダプタのエンキュー・ヘッダーのプロパティです。


	
ルールベースのサブスクリプション

Oracle Streams AQでは、コンテンツベースおよびサブジェクトベースのメッセージのフィルタ処理が可能です。ルールには、そのルールに一致するメッセージのサブスクライブを目的とした1つ以上のコンシューマが定義されます。サブジェクトベースのルールの場合、SQL問合せのWHERE句に似た構文を使用してブール式を指定します。このブール式には、メッセージ・プロパティの条件(現状では優先度と相関ID)、ユーザー・データ・プロパティ(オブジェクト・ペイロードのみ)および関数(SQL問合せのWHERE句の指定と同様)を含めることができます。


	
Oracle AQアダプタのヘッダー・プロパティ

Oracle AQアダプタのヘッダー・プロパティの詳細は、「Oracle AQアダプタのプロパティ」を参照してください。


	
デキュー条件

デキュー条件は、Oracle AQアダプタで使用されるアドバンスト・キューイング製品の機能です。デキュー条件が指定され、指定された条件を満たすメッセージがない場合は、デキューが実行されません。

デキュー条件要素は、SQL問合せのWHERE句に似た構文を使用するブール式です。このブール式には、メッセージ・プロパティ、ユーザー・オブジェクトのペイロード・データ・プロパティおよびPL/SQLまたはSQL関数に関する条件を含めることができます。メッセージ・プロパティには、priority、corridおよびキュー表の他の列などがあります。

マルチ・サブスクライバ・キューでデキューが実行される際には、メッセージを選別して特定の条件を満たすもののみを着信することが必要な場合があります。これらの条件は、優先度1のメッセージのみを選択する場合などはヘッダー情報に、$100,000を超えるローン・アプリケーションのみを選択する場合などはメッセージ・ペイロードの一部に関係します。

マルチ・サブスクライバ・キューを選択した場合は、ステップ15で「メッセージ・セレクタ・ルール」フィールドが表示されます。priority = 1またはTAB.USER_DATA.amount > 1000など、SQLのWHERE句に似た構文を使用したブール式でサブスクリプション・ルールを入力します。アダプタにより、このブール式がtrueのメッセージのみがデキューされます。

ヘッダー情報にアクセスするには、「ペイロード以外のフィールドへのアクセスも必要」チェック・ボックスを選択する必要があります。

このチェック・ボックスを選択すると、生成されるWSDLファイルのtypeセクションにコードが追加されます。


<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?>
<?binding.jca Inbound_aq.jca?>
<definitions name="Inbound"   targetNamespace="http://xmlns.oracle.
   com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/" xmlns:tns="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns:plt="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2003/05/partner-link/" xmlns:obj1="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT" xmlns:imp1="http://www.oracle.com/ipdemo">
    <types>
        <schema attributeFormDefault="qualified" elementFormDefault="qualified" targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:tns="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns:hdr="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/inbound/" xmlns:obj1="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT">
            <import namespace="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT" schemaLocation="xsd/SCOTT_MAGAZINE_TYPE.xsd"/>
            <import namespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/inbound/" schemaLocation="xsd/aqAdapterInboundHeader.xsd"/>
            <complexType name="HeaderCType">
                <sequence>
                    <element name="QueueHeader" 
                             type="hdr:HeaderType"/>
                    <element name="PayloadHeader" 
                        type="obj1:MAGAZINE_TYPE"/>
                </sequence>
            </complexType>
            <element name="Header" type="tns:HeaderCType"/>
        </schema>
        <schema xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
            <import namespace="http://www.oracle.com/ipdemo" schemaLocation="xsd/simpleMagazine.xsd"/>
        </schema>
    </types>
    <message name="simpleMagazine_msg">
        <part name="simpleMagazine" 
                    element="imp1:simpleMagazine"/>
    </message>
    <message name="Header_msg">
        <part name="Header" element="tns:Header"/>
    </message>
    <portType name="Dequeue_ptt">
        <operation name="Dequeue">
            <input message="tns:simpleMagazine_msg"/>
        </operation>
    </portType>
    <plt:partnerLinkType name="Dequeue_plt">
        <plt:role name="Dequeue_role">
            <plt:portType name="tns:Dequeue_ptt"/>
        </plt:role>
    </plt:partnerLinkType>
</definitions>


PayloadHeaderは、キューのADT全体のタイプであることに注意してください。ペイロードには選択したペイロード・フィールドのみが含まれます。「ペイロード以外のフィールドへのアクセスも必要」を選択した場合、PayloadHeader(. jca.aq.HeaderDocument)にはADT全体が含まれます(ヘッダーにも存在しアダプタでは無視されるペイロード・フィールドも含まれます)。

Oracle AQアダプタのアーキテクチャ、アダプタとOracle BPEL Process ManagerおよびOracle Mediatorの統合およびアダプタのデプロイの詳細は、「Oracle JCAアダプタの概要」を参照してください。










7.2.3 同期リクエスト/レスポンス


AQアダプタ構成ウィザードを使用すると、Oracle AQアダプタを同期リクエスト/レスポンス相互作用パターンに使用できるプロセスをモデル化できます。

このシナリオでは、Oracle AQアダプタはリクエスト・キューにリクエストを送信し、リプライ・キューからのレスポンスを待ってから実行を継続します。内部では、Oracle AQアダプタにより新規の相互作用パターンAQRequestReplyInteractionSpecが使用されます。この相互作用の仕様では、リクエストとリプライの宛先名を構成できます。

バリエーションにより、リプライ・キューの一部として一時的な宛先を使用できます。その後、アダプタはAQReplyToヘッダーをリプライの宛先に設定します。





7.2.3.1 AQ同期リクエスト/レスポンス相互作用パターンの構成ウィザード・フロー



次の手順に従って、AQアダプタ構成ウィザードを使用して、同期リクエスト/レスポンス用にAQアダプタを構成します。




	AQアダプタ構成ウィザードを開き、各初期手順に進みます。AQアダプタの「操作」ページで、「エンキュー/デキュー」を選択します。ページの「操作名」セクションは有効です。

「同期」を選択し、指定された操作名Enqueue_Dequeueを使用するか、独自の名前に変更します。


図7-1 「エンキュー/デキュー」と「同期」操作が選択されたAQアダプタ構成ウィザードの「操作」画面

[image: 図7-1の説明が続きます]





	「キュー名」画面で、「アウトバウンド・キュー情報」および「インバウンド・キュー情報」を指定します。データベース・スキーマを参照して適切な「キュー名」を選択するか、デフォルト・スキーマを使用して、選択したデフォルト・スキーマで使用可能なリストから「キュー名」を選択します。
	「キュー・パラメータ」画面が表示されます。次の情報を指定してから、「次へ」を選択します。次の点に注意してください

	
「コンシューマ」フィールドで、マルチ・コンシューマ・キューのコンシューマ名を指定します。


	
「メッセージ・セレクタ・ルール」フィールドで、メッセージ・セレクタ・ルールを指定します。メッセージ・セレクタ・ルールの使用方法の詳細は、「デキューおよびエンキューの機能」を参照してください。


	
「デキュー条件」で、メッセージに関する条件を指定します。デキュー条件の使用方法の詳細は、「デキューおよびエンキューの機能」を参照してください。







	AQアダプタ構成ウィザードの「オブジェクト・ペイロード」画面が表示されます。この画面では、インバウンド・キューとアウトバウンド・キューの両方のオブジェクト・ペイロードに関する情報を入力できます。


図7-2 AQアダプタ構成ウィザードの「オブジェクト・ペイロード」画面

[image: 図7-2の説明が続きます]



	
上部のテキストは、構造化されたオブジェクト・ペイロードを指定します。残りのテキストは、ペイロードに関する追加情報を提供します。「ビジネス・ペイロード」の場合は、オブジェクト全体または「オブジェクト内のフィールド」です。


	
「オブジェクト内のフィールド」を選択した場合は、「ペイロード・フィールド・オプション」セクションが有効になります。ここで、直接入力するか、「参照」を選択して、フィールド名を入力します。

「参照」を選択した場合は、「ペイロード・フィールドの選択」ブラウザが開きます。ビジネス・ペイロードが含まれるフィールド(1つまたは複数)を選択し、「OK」をクリックして、「オブジェクト・ペイロード」画面でフィールド名を移入します。

「ペイロードの検証」を選択して、デキュー操作のペイロードを検証することもできます。このオプションが選択されている場合は、他の処理を行う前に、結果のXMLペイロードがスキーマに対して検証されます。失敗した場合、メッセージは拒否されます。


図7-3 AQアダプタ構成ウィザードの「ペイロード・フィールドの選択」ブラウザ

[image: 図7-3の説明が続きます]



スキーマがこれらのフィールドに生成されるようにする必要もある場合は、「ペイロード以外のフィールドへのアクセスが必要」チェック・ボックスを選択します。ADTオブジェクト属性がヘッダー・プロパティとして使用できるようにする場合は、このチェック・ボックスを選択します。たとえば、ペイロードがJPGイメージであるとします。ペイロード以外のフィールドで人物の名前を指定することが必要な場合があります。これにより、追加のヘッダー・スキーマ・ファイル(object_name.xsd、object_nameはキューで使用する構造化されたペイロード・オブジェクト)が生成されます。xsd名には、スキーマによって接頭辞が追加で付けられ、スキーマscottに接続すると、その名前はSCOTT_object_name.xsdになります。「オブジェクト」ページでADTフィールドを選択した場合、またはADT全体のペイロードが選択されている場合、スキーマを指定するための「メッセージ」ページが表示されます。構造化されたオブジェクト内のADTフィールドを指定した場合、アウトバウンドADTフィールド名はインバウンドADTフィールド名と同じである必要があります。


	
AQアダプタ構成ウィザードの「オブジェクト・ペイロード」画面の残り半分でのアウトバウンド・キューの場合と同じ方法で情報を入力します。


	
「Next」をクリックします。







	AQアダプタ構成ウィザードの「メッセージ」画面が表示されます。

	
この画面で、指定した両方のキューのフィールドに含まれるメッセージを定義するように求められます。このアダプタおよび他のアダプタの他のメッセージ画面と同様、メッセージが不透明であるかどうか、ネイティブ・フォーマット変換が必要であるかどうかを示したり、スキーマおよびURLとスキーマ要素を提供してスキーマを指定することができます。


	
「次へ」をクリックして、同期リクエスト/レスポンス相互作用パターンでのAQアダプタの構成を完了します。





図7-4 AQアダプタ構成ウィザードの「メッセージ」画面

[image: 図7-4の説明が続きます]











7.2.3.1.1 同期リクエスト/リプライ相互作用パターンを使用したAQアダプタの編集


SOAコンポジット・エディタを使用し、AQアダプタ・ウィザードを編集モードで起動して、前に構成したAQアダプタを選択することもできます。ただし、この方法を使用した場合、すでに定義している操作タイプは変更できませんが、選択したキューとキュー・パラメータの変更や、ペイロード・スキーマの変更は可能です。











7.2.4 同期デキュー



AQの「操作タイプ」ページで「同期デキュー」操作タイプを選択して、AQアダプタのアウトバウンド同期デキューを構成できます。







7.2.4.1 AQ同期デキューの構成ウィザード・フロー



次の手順に従って、AQアダプタ構成ウィザードを使用して、同期デキュー用にAQを構成します。




	操作タイプとして「同期デキュー」を選択します。同期デキューに付けられる操作名はデフォルトでSync_Dequeueに設定されます。ただし、必要な場合はこの名前を上書きできます。


図7-5 「同期デキュー」操作が選択され、「操作名」が「Sync_Dequeue Shown」のAQアダプタ構成ウィザードの「操作」画面

[image: 図7-5の説明が続きます]





	「次」を選択します。AQアダプタ構成ウィザードの「キュー名」画面が表示されます。この画面で、このサービスに使用されるデータベース・スキーマとインバウンドおよびアウトバウンド・キューを指定できます。「次へ」をクリックします。


図7-6 「データベース・スキーマ」がデフォルト設定され、「キュー名」が選択されたAQアダプタ構成ウィザードの「キュー名」画面

[image: 図7-6の説明が続きます]





	「キュー・パラメータ」画面では、デキュー操作(「コンシューマ」、「メッセージ・セレクタ・ルール」および「デキュー条件」)を指定し、「次へ」をクリックします。(マルチ・コンシューマ・キューを選択した場合にのみ、4つのフィールドを示すこの画面が表示されることに注意してください。)シングル・コンシューマ・キューのみを選択した場合は、2つのフィールド(「相関ID」と「デキュー条件」)のみが含まれた画面が表示されます。その場合、構成ウィザードに「コンシューマ」と「メッセージ・セレクタ・ルール」は表示されません。

	
コンシューマ: マルチ・コンシューマ・キューのコンシューマ名を指定します。


	
相関ID: 1文字から30文字までの長さでオプションの相関IDを入力します。


	
メッセージ・セレクタ・ルール: メッセージ・セレクタ・ルールを指定します。メッセージ・セレクタ・ルールの使用方法の詳細は、「デキューおよびエンキューの機能」を参照してください。


	
デキュー条件: 「操作」ページでデキューを選択した場合にのみ表示され、メッセージに関する条件を指定できます。デキュー条件の使用方法の詳細は、「デキューおよびエンキューの機能」を参照してください。





図7-7 AQアダプタ構成ウィザードの「キュー・パラメータ」画面

[image: 図7-7の説明が続きます]













7.2.4.2 同期リクエスト/リプライのJCAファイル


次の項では、同期リクエスト/リプライと同期デキューの両方のファイル・アーティファクトを指定します。次の例では、同期リクエスト/リプライ・シナリオのjcaファイルを示します。


<adapter-config name="AQService" adapter="AQ" wsdlLocation="../WSDLs/AQRequestReply.wsdl" xmlns="http://platform.integration.oracle/blocks/adapter/fw/metadata">
  <connection-factory location="eis/AQ/slc01gid" UIConnectionName="slc01gid"/>
  <endpoint-interaction portType="Enqueue_Dequeue_ptt" operation="Enqueue_Dequeue" UITransmissionPrimitive="Request-response">
    <interaction-spec className="oracle.tip.adapter.aq.v2.jca.AQRequestReplyInteractionSpec">
     <property name="EnqueueQueue" value="EDN_OAOO_QUEUE"/>
      <property name="RecipientList" value="recp1"/>
      <property name="DequueQueue" value="EDN_EVENT_QUEUE"/>
      <property name="ObjectFieldName" value="PAYLOAD"/>
     <property name="Consumer" value="cons1"/>
    </interaction-spec>
  </endpoint-interaction>
</adapter-config>







7.2.4.3 同期デキューのJCAファイル


次の例では、同期デキュー・シナリオのjcaファイルを示します。


<adapter-config name="AQSyncDequeue" adapter="AQ" wsdlLocation="../WSDLs/AQSyncDequeue.wsdl" xmlns="http://platform.integration.oracle/blocks/adapter/fw/metadata">
  <connection-factory location="eis/AQ/slc01gid" UIConnectionName="slc01gid"/>
  <endpoint-interaction portType="Sync_Dequeue_ptt" operation="Sync_Dequeue">
    <interaction-spec className="oracle.tip.adapter.aq.v2.jca.AQReceiveNoWaitInteractionSpec">
      <property name="Consumer" value="cons1"/>
      <property name="SchemaValidation" value="false"/>
      <property name="QueueName" value="EDN_OAOO_QUEUE"/>
      <property name="ObjectFieldName" value="PAYLOAD"/>
    </interaction-spec>
  </endpoint-interaction>
</adapter-config>









7.2.5 サポートされているADTペイロード・タイプ


Oracle AQアダプタでは、次のRAWタイプをサポートしています。

	
BLOB


	
CHAR


	
CLOB


	
DATE


	
DECIMAL


	
DOUBLE PRECISION


	
FLOAT


	
INTEGER


	
NUMBER


	
REAL


	
SMALLINT


	
TIMESTAMP


	
VARCHAR2




前述のリストに示したRAWタイプ以外にも、Oracle AQアダプタは、プリミティブ型およびオブジェクトの配列もサポートしています。


注意:

現在、Oracle AQアダプタではADT列のTIMESTAMP WITH LOCAL TIMEZONEデータ型およびTIMESTAMP WITH TIMEZONEデータ型がサポートされていません。



ADT全体ではなくペイロード・フィールドを選択する場合は、ペイロード・フィールドとして次のデータ型の1つを選択します。

	
CLOB (XSDまたは不透明(Opaque)スキーマのいずれか)


	
VARCHAR2 (XSDまたは不透明(Opaque)スキーマのいずれか)


	
BLOB(不透明(Opaque)スキーマのみ)


	
XMLTYPE (XSDまたは不透明(Opaque)スキーマのいずれか)










7.2.6 ネイティブ・フォーマット・ビルダー・ウィザード


JDeveloper BPELデザイナでは、ネイティブ・フォーマット・ビルダー・ウィザードを使用して、AQ RAWペイロード用のファイルを含む様々なフォーマットのXSDファイルを定義できます。

ネイティブ・フォーマット・ビルダー・ウィザードの詳細は、「ネイティブ・フォーマット・ビルダー・ウィザード」を参照してください。

ネイティブ・フォーマット・ビルダーの使用方法を示すサンプル・コードを取得するには、「開発者および管理者のサンプル・コード」ページの「ミドルウェアおよびツール」の下にある最新のSOAサンプル・コードにアクセスします。

ペイロード・スキーマ

ペイロード・スキーマはペイロード・タイプに依存します。ADT全体の場合、スキーマはアダプタ構成ウィザードによって完全に生成されます。ペイロードとしてBLOBが選択されたADTの場合、次のように定義された不透明(Opaque)スキーマを使用する必要があります。

<element name="opaqueElement" type="base64Binary" />

その他すべての場合には、表7-1に示すように、スキーマを指定するか不透明(Opaque)スキーマを使用できます。




表7-1 ペイロード・スキーマ

	ペイロード・タイプ	サポートされているスキーマ
	
RAW

	
ユーザー指定のスキーマまたは不透明(Opaque)スキーマ。


	
ADT全体

	
アダプタ構成ウィザードによって生成された、キュー構造に基づくスキーマを使用する必要があります。


	
ペイロードとしてVARCHAR2が選択されたADT

	
ユーザー指定のスキーマまたは不透明(Opaque)スキーマ。


	
ユーザー指定のスキーマまたは不透明(Opaque)スキーマのペイロードとしてCLOBが選択されたADT

	
ユーザー指定のスキーマまたは不透明(Opaque)スキーマ。


	
不透明(Opaque)スキーマのペイロードとしてBLOBが選択されたADT

	
不透明(Opaque)スキーマ。


	
XMLTYPE

	
ユーザー指定のスキーマまたは不透明(Opaque)スキーマ。








XSDファイルはないがペイロード・データが(カンマ区切り値(CSV)形式などで)書式設定されている場合は、ネイティブ・フォーマット・ビルダー・ウィザードを使用して適切なXSDを生成できます。アダプタ構成ウィザードは、ネイティブ・フォーマット・ビルダー・ウィザードと統合されています。「アダプタ構成ウィザード - メッセージ」ウィンドウで、「ネイティブ・フォーマットのスキーマの定義」をクリックしてネイティブ・フォーマット・ビルダー・ウィザードにアクセスします。







7.2.7 正規化されたメッセージのサポート


ヘッダーの操作と伝播は、重要なビジネス統合メッセージング要件です。Oracle BPEL PM、メディエータ、Oracle JCAおよびB2Bは、顧客の統合ニーズを解決する上でヘッダー・サポートに大きく依存しています。たとえば、メッセージ・ヘッダーを介してファイル名を伝播することで、そのファイル名をソース・ディレクトリからターゲット・ディレクトリに保存できます。Oracle BPEL PMとメディエータでは、様々なUIサポート・レベルでヘッダーにアクセスし、操作して設定できます。


注意:

リリース10.1.3でサポートされているAQアダプタのインバウンド・ヘッダーとアウトバウンド・ヘッダーは、リリース11gでは正規化されたメッセージ・プロパティを介してサポートされています。



詳細は、「アダプタ内での相関サポート」を参照してください

正規化されたメッセージのヘッダーの伝播

正規化されたメッセージは、プロパティとペイロードという2つの部分のみを持つように簡素化されています。通常、プロパティはスカラー型の名前/値ペアです。既存の複雑なヘッダーをプロパティに合せるために、プロパティはスカラー型にフラット化されています。

設計時のヘッダーの操作

複雑なプロパティは事前に決定されているため、設計時にヘッダーを操作する際のユーザー操作は合理化されています。メディエータまたはBPELデザイナでは、なんらかの予約済キーワードを使用してヘッダーを操作できます。たとえば、現在、メディエータでは、次の式を使用してインバウンド・ファイル・アダプタのfileNameヘッダーにアクセスできます。


$nmproperty.InboundFileHeaderType.fileName


ただし、この方法はユーザー入力に基づいて動的に生成されるプロパティに対処していません。たとえば、AQアダプタ・ウィザードでは、AQオブジェクトからの一部のフィールドをヘッダーとして伝播できます。選択内容に基づいてヘッダーが定義されます。これらの定義はあらかじめ決まらないため、あらかじめ決められたプロパティ定義のリストでは対応できません。動的プロパティが定義される前に、動的プロパティのヘッダー操作を設計することはできません。この制限に対応するには、必要なすべてのサービス(コンポジット・エントリ・ポイント)と参照を生成する必要があります。この制約は、動的プロパティを生成することが想定されるサービスに適用されます。動的プロパティが生成された後、コンポジットごとに格納される必要があります。その後にのみ、メディエータまたはBPELデザイナで動的プロパティを操作できます。

正規化されたメッセージのライフサイクル中に伝播する必要のあるプロパティの識別

プロパティには、メッセージのライフサイクル全体にわたって伝播される必要があるものもあれば、伝播されてはいけないものもあります。伝播される必要があるプロパティは伝播可能プロパティと呼ばれ、伝播されてはいけないプロパティは伝播不可プロパティと呼ばれます。







7.2.8 DOM2準拠


Oracle AQアダプタはDocument Object Model Level 2 (DOM 2)に準拠しているため、AQアダプタではDOM2仕様に準拠する文書オブジェクトを生成できます。







7.2.9 メッセージ・サイズ対応


Oracle AQアダプタはメッセージ・サイズ対応です。つまり、Oracle AQアダプタではメッセージ・サイズが計算され、サイズがJCAバインディング・コンポーネントにレポートされます。JCAバインディング・コンポーネントにより公開されるサイズ関連APIは、レポート目的に使用できます。







7.2.10 複数の受信者スレッド


Oracle AQアダプタは、アクティブ化エンドポイント・プロパティadapter.aq.dequeue.threadsをサポートしています。アダプタとエンタープライズ情報システム(EIS)間のインバウンド・メッセージ・フロー用として複数のスレッドを生成するには、このプロパティを設定することをお薦めします。Oracle AQアダプタの以前のバージョンでは、複数のエンドポイントを開始するためにJCAバインディング・コンポーネントによって使用されていたactivationInstancesに依存していました。







7.2.11 DequeueTimeoutプロパティ


DequeueTimeOutプロパティは、複数のインバウンド・デキュー・スレッドをサポートしています。このプロパティの値により、dequeue() APIがメッセージを待機する秒数が決まります。この秒数が経過すると、このAPIが返されて次のポーリング・サイクルが開始されます。

次の例に示すように、このプロパティをcomposite.xmlファイルに追加します。


<service name="Inbound" ui:wsdlLocation="Inbound.wsdl">
<interface.wsdl interface="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/AQ_InboundRetry_Mediator/AQ2JMSInboundRetry/Inbound%2F#wsdl.interface(Dequeue_ptt)"/>
<binding.jca config="Inbound_aq.jca">
<property name="DequeueTimeOut" type="xs:integer" many="false"override="may">10
</property>
</binding.jca>
</service>







7.2.12 デキュー・タイムアウトおよび複数のインバウンド・ポーリング・スレッドの制御


Oracle AQアダプタには、プロセスごとではなくJava仮想マシン(JVM)ごとにシステム全体単位でデキュー・タイムアウトおよび複数のインバウンド・ポーリング・スレッドを制御するためのシステム・プロパティが用意されています。

デキュー・タイムアウトを制御するためにOracle AQアダプタに用意されているシステム・プロパティは、oracle.adapter.aq.waitです。インバウンド・ポーリング・スレッドを制御するプロパティは、adapter.aq.dequeue.threadsです。







7.2.13 ストリーム・ペイロードのサポート


Oracle AQアダプタには、ストリーム・ペイロードのサポートが用意されています。この機能を有効化すると、ペイロードはメモリーDOM内のSOAランタイムで操作されるかわりにデータベースにストリーミングされます。この機能は、大きなペイロードの処理中に使用します。ストリーム・ペイロードのサポートを有効化するには、Oracle JDeveloper (JDeveloper)でデキュー操作パラメータを定義する際に「ストリーミングの有効化」チェック・ボックスを選択する必要があります。「ストリーミングの有効化」チェック・ボックスを選択すると、次の例に示すように、対応するブール・プロパティEnableStreamingがそれぞれの.jcaファイルに定義されているActivationSpecプロパティに追加されます。EnableStreamingプロパティが存在しない場合は、デフォルト値のfalseとみなされます。このプロパティは、Rawメッセージ、XMLTypeメッセージおよびADT属性を介してペイロードが指定されるADTタイプのメッセージを処理する際に適用可能です。


<activation-spec className="oracle.tip.adapter.aq.inbound.AQDequeueActivationSpec">
      <property name="QueueName" value="RAW_IN_QUEUE"/>
      <property name="DatabaseSchema" value="SCOTT"/>
      <property name="EnableStreaming" value="true"/>
</activation-spec>







7.2.14 Oracle AQアダプタのインバウンドの再試行


再試行可能な例外にjca.retry.countサービスのバインディング・プロパティを使用して6回以上再試行するように、Oracle AQアダプタのインバウンドの再試行を構成する場合は、キューの作成にjca.retry.countに使用される値よりも大きいmax_retries値が使用されることを確認してください。何も指定しなければ、キューはmax_retries値5を使用して作成されますが、これは、メッセージが5回の再試行後に例外キューに送られ、以降の処理のためにアダプタに配信されないことを意味します。5以下の値を使用してjca.retry.countを指定すれば、キューのmax_retriesプロパティを変更する必要はありません。

キューの作成時に、次のコードを使用してmax_retriesプロパティを変更します。


begin
DBMS_AQADM.CREATE_QUEUE_TABLE ( queue_table => 'RAW_IN_QUEUE_TABLE',queue_payload_type => 'RAW');
DBMS_AQADM.CREATE_QUEUE ( queue_name => 'RAW_IN_QUEUE',queue_table=> 'RAW_IN_QUEUE_TABLE', max_retries=>1500);
DBMS_AQADM.START_QUEUE ( queue_name => 'RAW_IN_QUEUE');
DBMS_AQADM.CREATE_QUEUE_TABLE ( queue_table => 'RAW_OUT_QUEUE_TABLE', queue_payload_type => 'RAW');
DBMS_AQADM.CREATE_QUEUE ( queue_name  => 'RAW_OUT_QUEUE', queue_table => 'RAW_OUT_QUEUE_TABLE');
DBMS_AQADM.START_QUEUE ( queue_name => 'RAW_OUT_QUEUE');
end;







7.2.15 エラー処理のサポート


エラー処理については、「エラー処理」を参照してください。







7.2.16 パフォーマンス・チューニング


Oracle AQアダプタでは、パフォーマンス・チューニング機能がサポートされています。

詳細は、「Oracle JCAアダプタ・チューニング・ガイド」および「Oracle JCAアダプタのプロパティ」を参照してください。









7.3 Oracle AQアダプタのデプロイメント


Oracle AQアダプタは、インストールの一部としてアプリケーション・サーバーにデプロイされます。これには、データソースjdbc/aqSampleを指す単一アダプタ・インスタンス・エントリeis/AQ/aqSampleが含まれています。データソースはインストールの一部として作成されないため、手動で作成する必要があります。データベースへの接続情報は、データソース定義内にあります。

インストールの時点で存在するOracle AQアダプタ・インスタンスeis/AQ/aqSampleを使用するSOAプロジェクトをデプロイする場合は、最初にデータソースjdbc/aqSampleを作成する必要があります。一方、新しいアダプタ・インスタンスを使用する場合は、新しいアダプタ・インスタンスを追加してアプリケーション・サーバーを再起動する必要があります。これは、既存のアダプタ・インスタンスjdbc/aqSampleで参照されるデータソースとは別のデータソースを指すようにする場合や、まだ存在しないアダプタ・インスタンスの名前を選択した場合などです。たとえば、JDeveloperでDBConnection1という名前の接続を作成した場合、図7-13に示すように、AQアダプタ・サービスはデフォルトでeis/AQ/DBConnection1を指します。

また、次のコード・スニペットに示すように.jca ファイルを確認することによって、サービスがどのアダプタ・インスタンスを指しているかを確認できます。


<connection-factory location="eis/AQ/aqSample" … />


前述の例では、場所は実行時のアダプタ・インスタンスのJNDI名です。

新しいAQアダプタ・インスタンスを作成するには、「アダプタ・コネクション・ファクトリの追加」の説明に従ってOracle WebLogic管理コンソールを使用するか、weblogic-ra.xmlファイルを直接編集します。weblogic-ra.xmlを編集する手順は、次のとおりです。

	
fmwhome/でAqAdapter.rarを検索します。


	
ファイルを解凍します。


	
META-INF/weblogic-ra.xml(および、場合によってはra.xml)を編集します。


	
このファイルから再びJARを作成します。


	
アプリケーション・サーバーを再起動します。




weblogic-ra.xmlに含まれるサンプルAQアダプタ・インスタンスを次に示します。

例 - weblogic-ra.xmlに含まれるサンプルAQアダプタ・インスタンス


<connection-instance>
  <jndi-name>eis/AQ/aqSample</jndi-name>
  <connection-properties>
    <properties>
      <property>
         <name>XADataSourceName</name>
         <value>jdbc/aqSample</value>
      </property>
      <property>
    <name>DataSourceName</name>
    <value></value>
      </property>
      <property>
    <name>ConnectionString</name>
    <value></value>
      </property>
      <property>
    <name>UserName</name>
    <value></value>
      </property>
      <property>
    <name>Password</name>
    <value></value>
      </property>
      <property>
    <name>DefaultNChar</name>
    <value>false</value>
      </property>
      <property>
    <name>UseDefaultConnectionManager</name>
    <value>false</value>
      </property>
    </properties>
  </connection-properties>
</connection-instance>


必須プロパティは、jndi-name、XADataSourceNameまたはDataSourceNameです。jndi-nameプロパティは、.jcaファイル内の場所属性に一致している必要があり、アダプタ・インスタンスの名前を表しています。XADataSourceNameまたはDataSourceNameプロパティは、基礎となるデータソース(接続情報が設定されている)の名前です。XADataSourceNameまたはDataSourceNameのいずれかのプロパティを指定します。使用方法は、シナリオに関与していてアダプタもグローバル・トランザクションに加える必要があるかどうか、またはローカル・トランザクション・セマンティクスが十分かどうかに応じて異なります。前者の場合にはXADataSourceNameを指定する必要があり、後者の場合にはDataSourceNameを指定する必要があります。XADataSourceNameプロパティを指定する場合は、プロパティによって参照される物理データソースでXAが有効化されていることを確認します。ただし、DataSourceNameプロパティを指定する場合は、プロパティによって参照される物理データソースでXAが有効化されている場合もされていない場合もあります。

最も一般的なミス

デプロイメントに関する最も一般的なミスとして、次の2つがあります。

	
.jcaファイル内の場所属性に一致するアダプタ・インスタンス・エントリが作成されていません(または、インスタンスが1つも作成されていません)。


	
.jcaファイル内の場所属性にデータソース名を直接設定しています。




後者の場合は、アダプタ・インスタンス名(eis/AQ/...)を指定し、このインスタンス名がデータソース・プール(jdbc/...)を指すというように間接的に指定する必要があります。一般的なミスは、このように間接的に指定せず、名前jdbc/...を場所属性に直接指定することです。

その他のアダプタ・インスタンス・プロパティ

AQアダプタ・インスタンスには、xADataSourceNameやdataSourceName以外にもプロパティがあります。

Oracle AQアダプタ・インスタンス・プロパティの詳細は、「Oracle AQアダプタのプロパティ」を参照してください。







7.4 Oracle AQアダプタの使用例


この項には次のトピックが含まれます:

	
一般的な使用例


	
ADTキュー


	
RAWキュー








7.4.1 一般的な使用例


次の使用例には、アダプタ構成ウィザードの概要が含まれ、様々な状況において通常の手順を変更する方法の例も示します。それぞれの例では、生成されるWSDLファイルとJCAファイルの関連部分を示しています。

この項には次のトピックが含まれます:

	
アダプタ構成ウィザードの概要


	
オブジェクトとADTペイロードのデキューおよびエンキュー


	
オブジェクト・ペイロードの1つの列のデキュー


	
エンキュー/デキュー操作タイプの構成


	
デキュー中のメッセージのフィルタ処理に対する相関IDの使用


	
マルチ・サブスクライバ・キューからのエンキューおよびデキュー








7.4.1.1 アダプタ構成ウィザードの概要



この例では、service_typeオブジェクト内の1つのフィールドであるペイロードとユーザー定義スキーマを設定して、メッセージをservice_in_queueキューにデキューするOracle AQアダプタ・サービスを作成します。

この項では、JDeveloperでアダプタ構成ウィザードを使用してOracle AQアダプタを構成する際の必須タスクについて説明します。

この項には次のトピックが含まれます:





	
前提条件の確認


	
アプリケーションおよびSOAプロジェクトの作成


	
サービスの定義


	
生成されたWSDLおよびJCAファイル










7.4.1.1.1 前提条件の確認


この例は、基本的なBPELコンストラクト(アクティビティやパートナ・リンクなど)と、BPELコンポジットを作成およびデプロイするJDeveloper環境をよく理解していることを前提としています。

SCOTTスキーマを持つデータベースへのアクセス権限が必要です。

この使用例を実行するには、adapters-aq-103-adtclobpayloadサンプルに含まれているartifacts.zipファイルの次のファイルが必要です。

	
artifacts/sql/setup_user.sql


	
artifacts/sql/create_type_service.sql


	
artifacts/sql/create_queues.sql


	
artifacts/sql/dequeue_service.sql


	
artifacts/sql/enqueue_service.sql




adapters-aq-103-adtclobpayloadサンプルを入手するには、Oracle Sample SOA Codeサイトにアクセスします。







7.4.1.1.2 アプリケーションおよびSOAプロジェクトの作成



SOAコンポジットを含んだJDeveloperアプリケーションを作成する必要があります。次の手順に従ってアプリケーションとSOAプロジェクトを作成します。




	JDeveloperを開きます。
	「アプリケーション・ナビゲータ」で、「新規アプリケーション」をクリックします。図7-8に示すように、「汎用アプリケーションの作成 - アプリケーションの名前付け」ページが表示されます。
	「アプリケーション名」フィールドにアプリケーションの名前を入力します。
	「アプリケーション・テンプレート」リストで、「汎用アプリケーション」を選択します。


図7-8 「汎用アプリケーションの作成 - アプリケーションの名前付け」ページ

[image: 図7-8の説明が続きます]





	「次へ」をクリックします。

図7-9に示すように、「汎用アプリケーションの作成 - プロジェクトの名前付け」ページが表示されます。




	「プロジェクト名」フィールドにわかりやすい名前を入力します。

例: SOAComposite。




	「プロジェクト・テクノロジ」タブの「選択可能」リストで「SOA」をダブルクリックし、「選択済」リストに移動します。


図7-9 「汎用アプリケーションの作成 - 汎用プロジェクトの名前付け」ページ

[image: 図7-9の説明が続きます]





	「次へ」をクリックします。

図7-10に示すように、「汎用アプリケーションの作成 - SOA設定の構成」ページが表示されます。


図7-10 「汎用アプリケーションの作成 - SOA設定の構成」ページ

[image: 図7-10の説明が続きます]





	「コンポジット・テンプレート」リストから「BPELを使用するコンポジット」を選択して、「終了」をクリックします。

新規アプリケーションおよびSOAプロジェクトが作成されました。これにより、SOAコンポジットが自動的に作成されます。

図7-11に示すように、「BPELプロセスの作成」ページが表示されます。


図7-11 「BPELプロセスの作成」ページ

[image: 図7-11の説明が続きます]





	「名前」フィールドにBPELプロセスの名前を入力します。たとえば、CustomerDetailsです。
	「テンプレート」リストで「サービスを後で定義」を選択し、「OK」をクリックします。

CustomerDetails BPELプロセスが作成されました。












7.4.1.1.3 Oracle AQアダプタ・サービスの定義



次のステップは、Oracle AQアダプタ・サービスを定義することです。次の手順に従ってOracle AQアダプタ・サービスを作成します。

	
「コンポーネント」ウィンドウで、「SOA」を選択します。


	
「サービス・アダプタ」リストから「AQアダプタ」を「composite.xml」ページの「公開されたサービス」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。

アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。


	
「Next」をクリックします。

図7-12に示すように、アダプタ構成ウィザードの「サービス名」ページが表示されます。


図7-12 「アダプタ構成ウィザード - サービス名」ページ

[image: 図7-12の説明が続きます]



	
サービス名を指定して「次へ」をクリックします。

図7-13に示すように、アダプタ構成ウィザードの「サービス接続」ページが表示されます。


図7-13 「アダプタ構成ウィザード - サービス接続」ページ

[image: 図7-13の説明が続きます]



	
プラス・アイコンをクリックしてデータベース接続を作成します。

「データベース接続の作成」ページが表示されます。


注意:

Oracle Applicationsを実行中のデータベースに接続する必要があります。




	
次の情報を入力します。

	
「接続の作成場所」で、「アプリケーション・リソース」を選択します。


	
「接続名」フィールドで、データベース接続に使用する一意の名前を指定します。

この例では、DBConnection1と入力します。


	
「接続タイプ」ボックスから「Oracle (JDBC)」を選択します。


	
「ユーザー名」フィールドで、データベースへのアクセスが認証されているユーザー名を指定します。

この例では、scottと入力します。


	
「ロール」フィールドで、必要に応じてロールを入力します。

これは、データベースに指定されているSYSDBAなどの特定のデータベース・ロールである必要があります。このフィールドはオプションです。この例では、「ロール」フィールドは空白にしておきます。


	
「パスワード」フィールドで、指定されたユーザー名に関連付けるパスワードを指定します。

この例では、tigerと入力します。


	
「パスワードの保存」と「パスワードのデプロイ」を順番に選択します。


	
「ドライバ」リストから「thin」を選択します。


	
「ホスト名」フィールドで、Oracleサーバーを実行するシステムを識別する値を入力します。

TCP/IPで解決できるIPアドレスまたはホスト名(myserverなど)を使用します。デフォルト値はlocalhostです。


	
「JDBCポート」フィールドで、TCP/IPポートを識別する値を入力します。デフォルトは1521です。


	
「SID」フィールドで、Oracleデータベース・インスタンスの一意のシステム識別子(SID)の値を入力します。

デフォルトはXEです。


	
「接続のテスト」をクリックし、指定した情報によりデータベースとの接続が確立されるかどうかを確認します。

成功メッセージが表示されます。


	
「OK」をクリックします。

作成した接続が「サービス名」ページの「接続」フィールドに表示されます。

データベース接続の作成を完了すると、「JNDI名」フィールドにJava Naming and Directory Interface (JNDI)名が移入されます。JNDI名は、サービスがBPELサーバーにデプロイされるときに使用される接続のプレースホルダとなります。JNDIをプレースホルダとして使用すると、開発とその後の本番に異なるデータベースを使用できます。

アダプタが管理モードで確実に実行されるように、JNDI名で指定した値がOracle AQアダプタのweblogic-ra.xmlファイルに存在する必要があります。デフォルトの接続インスタンスeis/AQ/aqSampleが用意されており、このフィールドのデフォルト値として使用できます。この接続インスタンスを使用するには、JNDI名jdbc/aqSampleを使用してデータソースを作成する必要もあります。





	
「Next」をクリックします。

図7-14に示すように、「アダプタ構成ウィザード - アダプタ・インタフェース」ページが表示されます。


	
「アダプタ・インタフェース」ページで、「操作およびスキーマから定義(後で指定)」を選択します。


図7-14 「アダプタ構成ウィザード - アダプタ・インタフェース」ページ

[image: 図7-14の説明が続きます]



	
「Next」をクリックします。

「操作」ページが表示されます。


	
Oracle AQアダプタでは、3つの操作をサポートしています。

	
デキュー: キューから受信するメッセージをポーリングします。


	
エンキュー: 発信メッセージをキューに置きます。


	
エンキュー/デキュー: 発信メッセージをキューに置き、キュー上でレスポンス・メッセージを待機します。




この例では、図7-15に示すように「デキュー」を選択します。

操作には、選択した操作名に基づいて名前が自動的に付けられます。ただし、「操作名」フィールドは編集できます。


図7-15 「アダプタ構成ウィザード - 操作」ページ

[image: 図7-15の説明が続きます]




注意:

ADT (Oracleオブジェクト)データ型に基づいてキューからデキューするインバウンドOracle AQアダプタを使用するSOAコンポジットを作成したときに、.jca構成ファイル内のSchemaValidationプロパティがtrueに設定されている場合は、デキューされたメッセージ内にADTペイロードの空(NULL)のメンバーが存在すると、AQ_INVALID_PAYLOADエラーが発生し、さらにはメッセージが拒否されることになります。メッセージが拒否されないようにするには、SchemaValidationプロパティをfalseに設定する必要があります。




	
「Next」をクリックします。

図7-16に示すように、アダプタ構成ウィザードの「キュー名」ページが表示されます。


図7-16 「アダプタ構成ウィザード - キュー名」ページ

[image: 図7-16の説明が続きます]



	
「データベース・スキーマ」リストからデータベース・スキーマを選択するか、「参照」をクリックしてスキーマを参照します。この例では、「参照」をクリックします。

図7-17に示すように、「キューの選択」ダイアログが表示されます。


図7-17 「キューの選択」ダイアログ

[image: 図7-17の説明が続きます]



	
必要なキューを選択して「OK」をクリックします。

この例では、「SERVICE_IN_QUEUE」を選択します。図7-18に示すように、「キュー名」フィールドにSERVICE_IN_QUEUEが移入された状態で「キュー名」ページが再表示されます。


図7-18 「アダプタ構成ウィザード - キュー名」ページ

[image: 図7-18の説明が続きます]



	
「Next」をクリックします。

図7-19に示すように、アダプタ構成ウィザードの「キュー・パラメータ」ページが表示されます。


図7-19 「アダプタ構成ウィザード - キュー・パラメータ」ページ

[image: 図7-19の説明が続きます]



	
パラメータ値を入力して「次へ」をクリックします。

	
相関ID: 1文字から30文字までの長さでオプションの相関IDを入力します。これは、同じ相関IDを使用したデキュー・アクティビティによって後から取得されるメッセージの識別に使用されます。

入力する値は、非同期通信のためにエンキューの送信元とデキューの受信先で同意されています。相関IDはAQヘッダー・プロパティにマップされます。インバウンド方向の相関IDにより、デキューするメッセージの選択が可能になります。このフィールドはオプションです。値を入力しない場合は、キューにあるすべてのメッセージが処理されます。

アウトバウンド方向の相関IDの値を入力した場合、適切なIDを持つすべてのアウトバウンド・メッセージが入力した値に設定されます。この値はアウトバウンド・ヘッダーの相関フィールドで、メッセージごとにオーバーライドできます。


	
デキュー条件: 「操作」ページでデキューを選択した場合にのみ表示されます。

SQL問合せのWHERE句に似たブール式を入力します。このブール式には、メッセージ・プロパティ、ユーザー・データ・プロパティ(オブジェクト・ペイロードのみ)およびPL/SQLまたはSQL関数に関する条件を含めることができます。複数のメッセージがデキュー条件を満たす場合、デキュー順序は不定になり、キューのソート順は考慮されません。

このフィールドは、インバウンド・シングル・コンシューマおよびマルチ・コンシューマ・キューに対して表示されます。





	
「Next」をクリックします。

図7-20に示すように、アダプタ構成ウィザードの「オブジェクト・ペイロード」ページが表示されます。


図7-20 「アダプタ構成ウィザード - オブジェクト・ペイロード」ページ

[image: 図7-20の説明が続きます]



	
「ビジネス・ペイロード」で、「オブジェクト内のフィールド」を選択します。


	
「ペイロード・フィールド・オプション」セクションで「参照」をクリックし、ビジネス・ペイロードが含まれるフィールドを選択します。

図7-21に示すように、「ペイロード・フィールドの選択」ダイアログが表示されます。


図7-21 「ペイロード・フィールドの選択」ダイアログ

[image: 図7-21の説明が続きます]






	
フィールドを選択して「OK」をクリックします。

この例では、「PAYLOAD (CLOB)」を選択します。

図7-22に示すように、すべてのペイロード詳細が入力された状態で「オブジェクト・ペイロード」フィールドが表示されます。


図7-22 「アダプタ構成ウィザード - オブジェクト・ペイロード」ページ

[image: 図7-22の説明が続きます]



	
「ペイロード以外のフィールドへのアクセスも必要」を選択して「次へ」をクリックします。

「メッセージ」ページが表示されます。

「メッセージ」ページには、次のオプションが表示されます。

	
ネイティブ・フォーマット変換は不要(スキーマを不透明(Opaque)にする): スキーマを指定しない場合は、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、「メッセージ・スキーマ」の他のフィールドがすべて無効化されます。


	
ネイティブ・フォーマットのスキーマの定義: ネイティブ・フォーマットの定義プロセスを支援するネイティブ・フォーマット・ビルダー・ウィザードを起動するには、これをクリックします。


	
URL: スキーマ・ファイルURLのパスを入力するか、「参照」をクリックしてパスを参照できます。


	
スキーマ要素: スキーマ要素名。





	
この例では、「スキーマ・ファイルを参照」をクリックしてスキーマ・ファイルURLを参照します。

図7-23に示すように、「タイプ・チューザ」ダイアログが表示されます。


図7-23 「タイプ・チューザ」ダイアログ

[image: 図7-23の説明が続きます]



	
図7-23に示すように、リストから「SERVICE」を選択して「OK」をクリックします。

図7-24に示すように、「スキーマの場所」および「スキーマ要素」のフィールドに移入済の「メッセージ」ページが表示されます。


図7-24 「アダプタ構成ウィザード - メッセージ」ページ

[image: 図7-24の説明が続きます]



	
「Next」をクリックします。

「終了」画面が表示されます。このページには、ウィザードにより作成されるアダプタ・ファイルのパスと名前が表示されます。


	
「終了」をクリックします。

デキュー操作を持つAQアダプタ・サービスの作成を完了しました。


	
「OK」をクリックします。












7.4.1.1.4 生成されたWSDLおよびJCAファイル


アダプタ・サービスにより、定義済のアダプタ・インタフェースとして機能するWSDLおよびJCAファイルが生成されます。

デキュー操作用に生成されたWSDLファイルを次に示します。


<definitions name="Inbound" targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/" xmlns:tns="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns:plt="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2003/05/partner-link/" xmlns:obj1="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT" xmlns:imp1="http://www.oracle.com/service/contract">
    <types>
    <schema attributeFormDefault="qualified" elementFormDefault="qualified" targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:tns="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns:hdr="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/inbound/" xmlns:obj1="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT">
       <import namespace="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT" schemaLocation="xsd/SCOTT_SERVICE_TYPE.xsd"/>
        <import namespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/inbound/" schemaLocation="xsd/aqAdapterInboundHeader.xsd"/>
            <complexType name="HeaderCType">
                <sequence>
                    <element name="QueueHeader" type="hdr:HeaderType"/>
                    <element name="PayloadHeader" type="obj1:SERVICE_TYPE"/>
                </sequence>
            </complexType>
            <element name="Header" type="tns:HeaderCType"/>
        </schema>
        <schema xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
            <import namespace="http://www.oracle.com/service/contract" schemaLocation="xsd/service.xsd"/>
        </schema>
    </types>
    <message name="SERVICE_msg">
        <part name="SERVICE" element="imp1:SERVICE"/>
    </message>
    <message name="Header_msg">
        <part name="Header" element="tns:Header"/>
    </message>
    <portType name="Dequeue_ptt">
        <operation name="Dequeue">
            <input message="tns:SERVICE_msg"/>
        </operation>
    </portType>
    <plt:partnerLinkType name="Dequeue_plt">
        <plt:role name="Dequeue_role">
            <plt:portType name="tns:Dequeue_ptt"/>
        </plt:role>
    </plt:partnerLinkType>
</definitions>









7.4.1.2 オブジェクトとADTペイロードのデキューおよびエンキュー


デキューとエンキューについては、「ADTキュー」を参照してください。

オブジェクト全体をペイロードとしてエンキューまたはデキューするには、次の手順を実行します。

	
ステップ10で「エンキュー」または「デキュー」を選択します。


	
「オブジェクトCUSTOMER_TYPE全体」を選択し、ステップ16に進みます。




ADTペイロードの使用例の実例を参照するには、次のサンプルのいずれかを参照してください。

	
adapters-aq-102-adt


	
adapters-aq-110-supportedadttypes




これらのサンプルを入手するには、Oracle SOA Sample Codeサイトにアクセスします。


注意:

ALTER OBJECTなどの展開コマンドを使用してADTタイプを修正した場合は、AQアダプタによりORA-25215 SQL例外がスローされます。

この例外の回避するには、CREATE OBJECTのみを使用して(ALTER OBJECTなどの展開コマンドを発行することなく)ADT TYPESに属性を追加します。









7.4.1.3 オブジェクト・ペイロードの1つの列のデキュー



概要では、オブジェクト・ペイロード内の単一のフィールドまたは列をデキューする例を示しました。

オブジェクト内の1つのフィールドをデキューするOracle AQアダプタを作成するには、「アダプタ構成ウィザード - オブジェクト・ペイロード」ページで次の手順を実行する必要があります。




	「オブジェクト内のフィールド」を選択します。
	「フィールド名」フィールドの端にある「参照」をクリックします。

「ペイロード・フィールドの選択」ダイアログが表示されます。




	ビジネス・ペイロードを格納するフィールドを選択して「OK」をクリックします。

図7-25に示すように、「フィールド名」フィールドに選択したフィールドが移入された状態でアダプタ構成ウィザードの「オブジェクト・ペイロード」ページが表示されます。


図7-25 「アダプタ構成ウィザード - オブジェクト・ペイロード」ページ

[image: 図7-25の説明が続きます]





	「ペイロード以外のフィールドへのアクセスも必要」を選択して「次へ」をクリックします。



生成されたJCAファイルの次のセグメントには、ペイロード・ヘッダー・フィールド以外に、1つのフィールド(この場合はPAYLOADという名前のフィールド)がデキューされることが指定されています。


<adapter-config name="Inbound" adapter="AQ Adapter" xmlns="http://platform.integration.oracle/blocks
    /adapter/fw/metadata">
    <connection-factory location="eis/AQ/aqSample" 
       UIConnectionName="Connection1" adapterRef=""/>
  <endpoint-activation portType="Dequeue_ptt" operation="Dequeue">
    <activation-spec    className="oracle.tip.adapter.aq.inbound.AQDequeueActivationSpec">
      <property name="QueueName" value="SERVICE_IN_QUEUE"/>
      <property name="ObjectFieldName" value="PAYLOAD"/>
      <property name="PayloadHeaderRequired" value="true"/>
      <property name="SchemaValidation" value="false"/>
    </activation-spec>
  </endpoint-activation>
</adapter-config>


オブジェクト・ペイロード内の1つのフィールドまたは列がデキューされるADT CLOBの使用例の実例を参照するには、次のサンプルを参照してください。

	
adapters-aq-103-adtclobpayload


	
adapters-aq-105-adtclobopaquepayload




これらのサンプルを入手するには、Oracle SOA Sample Codeサイトにアクセスします。









7.4.1.4 エンキュー/デキュー操作タイプの構成


この使用例では、Oracle AQアダプタが発信メッセージをキューに蓄積し、別のキュー上のレスポンス・メッセージを待機する、Oracle AQアダプタのエンキュー/デキュー操作タイプを構成する手順について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
前提条件の確認


	
アプリケーションおよびSOAプロジェクトの作成


	
サービスの定義


	
サービスとアクティビティのワイヤリング


	
デプロイ


	
監視


	
生成されたWSDLおよびJCAファイル








7.4.1.4.1 前提条件の確認


この使用例を実行するには、SCOTTスキーマを持つデータベースへのアクセス権限が必要です。また、adapters-aq-104-requestreplyサンプルに含まれているartifacts.zipファイルの次のファイルも必要となります。

	
create_queues.sql


	
drop_queues.sql


	
enqueue.sql


	
SendReply.sql


	
setup_user.sql




adapters-aq-104-requestreplyサンプル・コードを入手するには、Oracle SOA Sample Codeサイトにアクセスします。







7.4.1.4.2 アプリケーションおよびSOAプロジェクトの作成


SOAコンポジットを含んだJDeveloperアプリケーションを作成する必要があります。「アプリケーションおよびSOAプロジェクトの作成」に記載された手順に従って、アプリケーションおよびSOAプロジェクトを作成します。







7.4.1.4.3 Oracle AQアダプタ・サービスの定義



発信メッセージをキューに蓄積し、キューのレスポンス・メッセージを待機するOracle AQアダプタ・サービスを作成する手順は、次のとおりです。

	
「コンポーネント」ウィンドウで、「SOA」を選択します。


	
「サービス・アダプタ」リストから「AQアダプタ」を「composite.xml」ページの「公開されたサービス」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。

アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。


	
「Next」をクリックします。

図7-12に示すように、アダプタ構成ウィザードの「サービス名」ページが表示されます。


	
サービス名を指定して「次へ」をクリックします。

アダプタ構成ウィザードの「サービス接続」ページが表示されます。


	
プラス・アイコンをクリックしてデータベース接続を作成します。

「データベース接続の作成」ページが表示されます。


注意:

Oracle Applicationsを実行中のデータベースに接続する必要があります。




	
次の情報を入力します。

	
「接続の作成場所」で、「アプリケーション・リソース」を選択します。


	
「接続名」フィールドで、データベース接続に使用する一意の名前を指定します。


	
「接続タイプ」ボックスから「Oracle (JDBC)」を選択します。


	
「ユーザー名」フィールドで、データベースへのアクセスが認証されているユーザー名を指定します。

この例では、scottと入力します。


	
「ロール」フィールドで、必要に応じてロールを入力します。

これは、データベースに指定されているSYSDBAなどの特定のデータベース・ロールである必要があります。このフィールドはオプションです。この例では、「ロール」フィールドは空白にしておきます。


	
「パスワード」フィールドで、指定されたユーザー名に関連付けるパスワードを指定します。

この例では、tigerと入力します。


	
「パスワードの保存」と「パスワードのデプロイ」を順番に選択します。


	
「ドライバ」リストから「thin」を選択します。


	
「ホスト名」フィールドで、Oracleサーバーを実行するシステムを識別する値を入力します。

TCP/IPで解決できるIPアドレスまたはホスト名(myserverなど)を使用します。デフォルト値はlocalhostです。


	
「JDBCポート」フィールドで、TCP/IPポートを識別する値を入力します。デフォルトは1521です。


	
「SID」フィールドで、Oracleデータベース・インスタンスの一意のシステム識別子(SID)の値を入力します。

デフォルトはXEです。


	
「接続のテスト」をクリックし、指定した情報によりデータベースとの接続が確立されるかどうかを確認します。

成功メッセージが表示されます。


	
「OK」をクリックします。

作成した接続が「サービス接続」ページの「接続」フィールドに表示されます。

また、データベース接続を作成した後、「JNDI名」フィールドに移入が行われます。

アダプタが管理モードで確実に実行されるように、JNDI名で指定した値がOracle AQアダプタのweblogic-ra.xmlファイルに存在する必要があります。デフォルトの接続インスタンスeis/AQ/aqSampleが用意されており、このフィールドのデフォルト値として使用できます。この接続インスタンスを使用するには、JNDI名jdbc/aqSampleを使用してデータソースを作成する必要もあります。





	
「Next」をクリックします。

アダプタ構成ウィザードの「アダプタ・インタフェース」ページが表示されます。


	
「アダプタ・インタフェース」ページで、「操作およびスキーマから定義(後で指定)」を選択します。


	
「Next」をクリックします。

「操作」ページが表示されます。


	
図7-15に示すように「エンキュー/デキュー」を選択します。


図7-26 「アダプタ構成ウィザード - 操作」ページ

[image: 図7-26の説明が続きます]



	
「Next」をクリックします。

図7-16に示すように、アダプタ構成ウィザードの「キュー名」ページが表示されます。


図7-27 「アダプタ構成ウィザード - キュー名」ページ

[image: 図7-27の説明が続きます]



	
リクエスト・キューを参照するには、「参照」をクリックします。

図7-28に示すように、「キューの選択」ダイアログが表示されます。


図7-28 「キューの選択」ダイアログ

[image: 図7-28の説明が続きます]



	
必要なキューを選択して「OK」をクリックします。

この例では、「CORRELATION_REQUEST」を選択します。図7-29に示すように、「キュー名」フィールドにCORRELATION_REQUESTが移入された状態で「キュー名」ページが表示されます。


	
ステップ12と13を繰り返して、キュー情報をエンキューします。

図7-29に示すように、「キュー名」ページが表示されます。


図7-29 「アダプタ構成ウィザード - キュー名」ページ

[image: 図7-29の説明が続きます]



	
「Next」をクリックします。

図7-30に示すように、アダプタ構成ウィザードの「キュー・パラメータ」ページが表示されます。


図7-30 「アダプタ構成ウィザード - キュー・パラメータ」ページ

[image: 図7-30の説明が続きます]



	
「Next」をクリックします。

図7-31に示すように、アダプタ構成ウィザードの「オブジェクト・ペイロード」ページが表示されます。


図7-31 「アダプタ構成ウィザード - オブジェクト・ペイロード」ページ

[image: 図7-31の説明が続きます]



	
「ビジネス・ペイロード」オプション、「オブジェクトCORRELATIONREQUEST_TYPE全体」および「オブジェクトCORRELATIONREPLY_TYPE全体」を選択します。


	
「Next」をクリックします。

「終了」画面が表示されます。このページには、ウィザードにより作成されるアダプタ・ファイルのパスと名前が表示されます。


	
「終了」をクリックします。

同期エンキュー/デキュー操作に対して、AQアダプタ・サービスの作成を完了しました。


	
「OK」をクリックします。












7.4.1.4.4 サービスとアクティビティのワイヤリング



BPELプロセスおよびアウトバウンド・アダプタ参照をアセンブルまたは接続する必要があります。コンポーネントを接続する手順は、次のとおりです。

	
「コンポーネント」領域にあるBPELプロセス内の小さい三角形を、「外部参照」領域のRequestReply内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。

JDeveloperのcomposite.xmlが図7-32のように表示されます。


図7-32 JDeveloper - composite.xml

[image: 図7-32の説明が続きます]



	
「ファイル」、「すべて保存」を順番にクリックします。




invokeアクティビティの追加

	
「BPELProcess1」をダブルクリックします。「BPELProcess1.bpel」ページが表示されます。


	
「コンポーネント」ウィンドウから設計領域にinvokeアクティビティをドラッグ・アンド・ドロップします。


	
invokeアクティビティをダブルクリックします。「Invoke」ダイアログが表示されます。


	
「名前」フィールドにinvokeアクティビティの名前を入力します。


	
「パートナ・リンク」フィールドの端にある「パートナ・リンクの参照」をクリックします。図7-33に示すように、「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログが表示されます。


図7-33 「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログ

[image: 図7-33の説明が続きます]



	
「RequestReply」を選択して「OK」をクリックします。


	
図7-34に示すように、「Invoke」ダイアログで、「入力変数」フィールドの右にある「入力変数の自動作成」アイコンをクリックします。「変数の作成」ダイアログが表示されます。


図7-34 「Invoke」ダイアログ

[image: 図7-34の説明が続きます]



	
デフォルトの変数名を選択し、「OK」をクリックします。「変数」フィールドにデフォルトの変数名が移入されます。


	
「OK」をクリックします。図7-35に示すように、JDeveloperの「BPELProcess1.bpel」ページが表示されます。


図7-35 JDeveloper - 「BPELProcess1.bpel」ページ

[image: 図7-35の説明が続きます]





assignアクティビティの追加

	
「コンポーネント」ウィンドウから設計領域にassignアクティビティをドラッグ・アンド・ドロップします。


	
assignアクティビティをダブルクリックします。「Assign」ダイアログが表示されます。


	
「名前」フィールドにassignアクティビティの名前を入力します。


	
「コピー操作」タブをクリックします。


	
「コピー操作」を選択します。「コピー操作の作成」ダイアログが表示されます。


	
図7-36に示すように、inputVariableからoutputVariableへのコピー操作を作成します。


図7-36 「コピー操作の作成」ダイアログ

[image: 図7-36の説明が続きます]



	
「コピー操作の作成」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
図7-37に示すように、inputVariableからInvoke_1_Enqueue_InputVariableへの別のコピー操作を作成します。


図7-37 「コピー操作の作成」ダイアログ

[image: 図7-37の説明が続きます]



	
「コピー操作の作成」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
図7-38に示すように、「OK」をクリックしてJDeveloperの「BPELProcess1.bpel」ページに戻ります。


図7-38 JDeveloper - BPELProcess1.bpel

[image: 図7-38の説明が続きます]



	
「ファイル」、「すべて保存」を順番にクリックします。




receiveアクティビティの追加




	「コンポーネント」ウィンドウから設計領域にreceiveアクティビティをドラッグ・アンド・ドロップします。
	receiveアクティビティをダブルクリックします。「Receive」ダイアログが表示されます。
	「名前」フィールドにreceiveアクティビティの名前を入力します。
	「パートナ・リンク」フィールドの端にある「パートナ・リンクの参照」をクリックします。「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログが表示されます。
	「RequestReply」を選択して「OK」をクリックします。
	「Receive」ダイアログで、「変数」フィールドの右にある「変数の自動作成」アイコンをクリックします。「変数の作成」ダイアログが表示されます。
	デフォルトの変数名を選択し、「OK」をクリックします。デフォルトの変数名が「変数」フィールドに移入されます。
	「インスタンスの作成」を選択して、「OK」をクリックします。図7-39に示すように、JDeveloperの「BPELProcess1.bpel」ページが表示されます。


図7-39 JDeveloper - BPELProcess1.bpel

[image: 図7-39の説明が続きます]













7.4.1.4.5 JDeveloperを使用したデプロイ



前述の手順で作成したSOAプロジェクトおよびアプリケーションについて、アプリケーション・プロファイルをデプロイする必要があります。

JDeveloperを使用してアプリケーション・プロファイルをデプロイする手順は、次のとおりです。




	「Oracle JCAアダプタ用のアプリケーション・サーバー接続の作成」に示す手順を使用して、アプリケーション・サーバー接続を作成します。
	JDeveloperからのOracle JCAアダプタ・アプリケーションのデプロイで説明されている手順を使用して、アプリケーションをデプロイします。








7.4.1.4.6 Fusion Middleware Controlコンソールを使用した監視



Fusion Middleware Controlコンソールを使用して、デプロイ済のコンポジットを監視できます。次の手順を実行します。




	http://servername:portnumber/emにナビゲートします。デプロイしたコンポジットがアプリケーション・ナビゲータに表示されます。
	インスタンスをクリックします。「フローのトレース」ページが表示されます。
	「BPEL」コンポーネント・インスタンスをクリックします。「監査」ページが表示されます。
	「フロー - デバッグ」タブをクリックしてインスタンスをデバッグします。








7.4.1.4.7 生成されたWSDLおよびJCAファイル


エンキュー/デキュー操作用に生成されたWSDLファイルを次に示します。


<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?>
<?binding.jca Inbound_aq.jca?>
<definitions name="Inbound" targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/" xmlns:tns="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns:plt="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2003/05/partner-link/" xmlns:obj1="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT" xmlns:imp1="http://www.oracle.com/ipdemo">
    <types>
        <schema attributeFormDefault="qualified" elementFormDefault="qualified" targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:tns="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/" xmlns:hdr="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/inbound/" xmlns:obj1="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT">
            <import namespace="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT" schemaLocation="xsd/SCOTT_MAGAZINE_TYPE.xsd"/>
            <import namespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/inbound/" schemaLocation="xsd/aqAdapterInboundHeader.xsd"/>
            <complexType name="HeaderCType">
                <sequence>
                    <element name="QueueHeader" type="hdr:HeaderType"/>
                    <element name="PayloadHeader" type="obj1:MAGAZINE_TYPE"/>
                </sequence>
            </complexType>
            <element name="Header" type="tns:HeaderCType"/>
        </schema>
        <schema xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
            <import namespace="http://www.oracle.com/ipdemo"         schemaLocation="xsd/simpleMagazine.xsd"/>
        </schema>
<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?>
   <?binding.jca Inbound_aq.jca?>
    <definitions name="Inbound"
    targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/
     xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/"
      xmlns:tns="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/"
      xmlns:plt="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2003/05/partner-link/"
      xmlns:obj1="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT"
     xmlns:imp1="http://www.oracle.com/ipdemo">
     <types>
 <schema attributeFormDefault="qualified" elementFormDefault="qualified"
    targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/"
    xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
    xmlns:tns="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/Inbound/"
xmlns:hdr="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/inbound/"

xmlns:obj1="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT">
<import namespace="http://xmlns.oracle.com/xdb/SCOTT"
schemaLocation="xsd/SCOTT_MAGAZINE_TYPE.xsd"/>
<import namespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/aq/inbound/"

     schemaLocation="xsd/aqAdapterInboundHeader.xsd"/>
<complexType name="HeaderCType">
 <sequence>
<element name="QueueHeader" type="hdr:HeaderType"/>
<element name="PayloadHeader" type="obj1:MAGAZINE_TYPE"/>
 </sequence>
</complexType>

   <element name="Header" type="tns:HeaderCType"/>
</schema>

        <schema xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
       <import namespace="http://www.oracle.com/ipdemo"
        schemaLocation="xsd/simpleMagazine.xsd"/>
</schema>
</types>
<message name="simpleMagazine_msg">

   <part name="simpleMagazine" element="imp1:simpleMagazine"/>
</message>
     <message name="Header_msg">
     <part name="Header" element="tns:Header"/>
</message>
<portType name="Dequeue_ptt">
    <operation name="Dequeue">
       <input message="tns:simpleMagazine_msg"/>
    </operation>
</portType>
    <plt:partnerLinkType name="Dequeue_plt">
        <plt:role name="Dequeue_role">
            <plt:portType name="tns:Dequeue_ptt"/>
        </plt:role>
   </plt:partnerLinkType>
</definitions>
             


エンキュー/デキュー操作用に生成されたJCAファイルを次に示します。


<adapter-config name="RequestReply" adapter="AQ Adapter" wsdlLocation="RequestReply.wsdl" xmlns="http://platform.integration.oracle/blocks/adapter/fw/metadata">
  
  <connection-factory location="eis/AQ/aqSample" UIConnectionName="aqSample" adapterRef=""/>
  <endpoint-activation portType="Dequeue_ptt" operation="Dequeue" UITransmissionPrimitive="Request-response">
    <activation-spec className="oracle.tip.adapter.aq.inbound.AQDequeueActivationSpec">
      <property name="QueueName" value="CORRELATION_REPLY"/>
    </activation-spec>
  </endpoint-activation>
 
  <endpoint-interaction portType="Enqueue_ptt" operation="Enqueue" UITransmissionPrimitive="Request-response">
    <interaction-spec className="oracle.tip.adapter.aq.outbound.AQEnqueueInteractionSpec">
      <property name="QueueName" value="CORRELATION_REQUEST"/>
    </interaction-spec>
  </endpoint-interaction>
 
</adapter-config>









7.4.1.5 デキュー中のメッセージのフィルタ処理に対する相関IDの使用



特定の相関IDのメッセージのみをデキューするアダプタを設定するには、次の手順を実行します。





	
ステップ10で「デキュー」操作を選択します。


	
ステップ15で相関IDを入力します。




アダプタにより、それと同様の相関IDでエンキューされたメッセージのみがデキューされます。

この使用例(Oracle AQアダプタにより、それと同様の相関IDでエンキューされたメッセージがデキューされる例)の実例を参照するには、次のサンプルを参照してください。

	
adapters-aq-106-messagerejection


	
adapters-aq-109-nativecorrelation


	
adapters-aq-112-prioritymessageselector


	
adapters-aq-113-payloadbasedmessageselector




これらのサンプルを入手するには、Oracle SOA Sample Codeサイトにアクセスします。









7.4.1.6 マルチ・サブスクライバ・キューからのエンキューおよびデキュー


マルチ・サブスクライバ・キューには、複数のユーザーがアクセスできます。また、それらのユーザーがキュー内の特定のタイプのメッセージのみを対象とする場合もあります。たとえば、$100,000を超えるローンには監督者の承認が必要であるのに対して、$100,000未満のローンは通常のローン承認スタッフが承認できるローン・アプリケーションがあり、そのアプリケーションにマルチ・ユーザー・キューがあるとします。この場合、BPELプロセスでは、1つのアダプタが監督者用の巨額ローンのローン・アプリケーションのエンキューに使用され、もう1つのアダプタが同じマルチ・サブスクライバ・キューにある一般スタッフ用の小額ローンのローン・アプリケーションのエンキューに使用されます。

マルチ・サブスクライバ・キューにエンキューするアダプタを指定し、「受信者」フィールドでキュー・パラメータを指定します。

ステップ15で、「受信者」フィールドにBobを指定します。

次に、受信者リストBobを使用してエンキューするOracle AQアダプタを定義して生成されたJCAファイルのコードを示します。


<adapter-config name="Inbound" adapter="AQ Adapter" xmlns="http://platform.integration.oracle/blocks/adapter/fw/metadata">
    <connection-factory location="eis/AQ/aqSample" UIConnectionName="aqSample" adapterRef=""/>
  <endpoint-interaction portType="Enqueue_ptt" operation="Enqueue">
    <interaction-spec className="oracle.tip.adapter.aq.outbound.AQEnqueueInteractionSpec">
      <property name="QueueName" value="PURCHASEORDER_APPROVAL"/>
      <property name="RecipientList" value="Bob"/>
    </interaction-spec>
  </endpoint-interaction>
</adapter-config>


マルチ・サブスクライバ・キューからデキューすると、「キュー・パラメータ」ウィンドウが表示されます。

「コンシューマ」フィールドは、コンシューマ名またはキュー・サブスクライバ名を指定するフィールドです。デキューするメッセージのエンキュー・プロセスの「受信者」エントリと一致する必要があります。マルチ・コンシューマ・キューへのサブスクライブには、このフィールドが必要です。

次に、コンシューマ名を使用するOracle AQアダプタを定義して生成されるJCAファイルのコードを示します。


<adapter-config name="Dequer_Bob" adapter="AQ Adapter" xmlns="http://platform.integration.oracle/blocks/adapter/fw/metadata">
    <connection-factory location="eis/AQ/manas" UIConnectionName="aqSample" adapterRef=""/>
  <endpoint-activation portType="Dequeue_ptt" operation="Dequeue">
    <activation-spec className="oracle.tip.adapter.aq.inbound.AQDequeueActivationSpec">
      <property name="QueueName" value="PURCHASEORDER_APPROVAL"/>
      <property name="Consumer" value="Bob"/>
      <property name="SchemaValidation" value="false"/>
    </activation-spec>
  </endpoint-activation>
</adapter-config>


マルチ・サブスクライバ・キューからのエンキューとデキューを示す、この使用例の実例を参照するには、次のサンプルを参照してください。

	
adapters-aq-114-multiconsumeroutbound




これらのサンプルを入手するには、Oracle SOA Sample Codeサイトにアクセスします。









7.4.2 Oracle AQアダプタのADTキュー


このサンプルでは、ビジネス・プロセスはAQアダプタからメッセージを受信し、ペイロードをアウトバウンド・メッセージにコピーし、アウトバウンド・メッセージを使用してAQアダプタを起動します。関係するキューはADTキューです。このシナリオでは、ユーザーがADT全体をペイロードとして使用するように選択しており、AQアダプタ・ウィザードではキュー構造に従ってSCOTT_CUSTOMER_TYPE.xsdにスキーマが生成されています。実行時には、アダプタによりスキーマに一致するXMLファイルがメッセージごとに作成されます。

この項には次のトピックが含まれます:

	
前提条件の確認


	
アプリケーションおよびSOAプロジェクトの作成


	
インバウンドOracle AQアダプタの作成


	
アウトバウンドOracle AQアダプタの作成


	
サービスとアクティビティのワイヤリング


	
ルーティング・サービスの構成


	
デプロイ


	
データソースの構成








7.4.2.1 前提条件の確認



SCOTTスキーマを持つデータベースへのアクセス権限が必要です。

この使用例を実行するには、adapters-aq-102-adtサンプルに含まれているartifacts.zipファイルの次のSQLファイルが必要です。これらのファイルは、artifacts.zipファイルのartifacts/sqlサブディレクトリにあります。次に示す順序でSQLファイルを実行します。





	
setup_user.sql


	
create_type_customer.sql


	
create_queues.sql


	
enqueue_customer.sql


	
dequeue_customer.sql




adapters-aq-102-adtサンプル・コードを入手するには、Oracle SOA Sample Codeサイトにアクセスします。









7.4.2.2 アプリケーションおよびSOAプロジェクトの作成



SOAコンポジットを含んだJDeveloperアプリケーションを作成する必要があります。次の手順に従ってアプリケーションとSOAプロジェクトを作成します。




	JDeveloperの「アプリケーション・ナビゲータ」で、「新規アプリケーション」をクリックします。

「汎用アプリケーションの作成 - アプリケーションの名前付け」ページが表示されます。




	「アプリケーション名」フィールドにADTと入力して「次へ」をクリックします。

「汎用アプリケーションの作成 - プロジェクトの名前付け」ページが表示されます。




	「プロジェクト名」フィールドにADTと入力します。
	「プロジェクト・テクノロジ」タブの「選択可能」リストで「SOA」をダブルクリックし、「選択済」リストに移動します。
	「次へ」をクリックします。

「汎用アプリケーションの作成 - SOA設定の構成」ページが表示されます。




	「コンポジット・テンプレート」リストから「メディエータを使用するコンポジット」を選択して「終了」をクリックします。

新規アプリケーションおよびSOAプロジェクトが作成されました。

図7-40に示すように、「メディエータの作成」ページが表示されます。


図7-40 「メディエータの作成」ページ

[image: 図7-40の説明が続きます]





	「名前」フィールドにメディエータ・コンポーネントの名前を入力します。この例では、デフォルト名のMediator1を保持します。
	「テンプレート」リストで「インタフェースを後で定義」を選択し、「OK」をクリックします。

メディエータ・コンポーネントが作成されました。












7.4.2.3 インバウンドOracle AQアダプタの作成



次の手順に従ってインバウンドOracle AQアダプタ・サービスを作成します。

	
「コンポーネント」ウィンドウで、「SOA」を選択します。


	
「コンポーネント」ウィンドウの「サービス・アダプタ」リストから、「AQアダプタ」をcomposite.xmlページ内の「公開されたサービス」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。

「アダプタ構成ウィザード」が表示されます。


	
「Next」をクリックします。

「サービス名」ページが表示されます。


	
「サービス名」ページでサービスの名前を指定します。この例では、dequeueと入力します。


	
「Next」をクリックします。

「サービス接続」ページが表示されます。Oracle AQアダプタを構成するにはデータベース接続が必要です。新規接続を作成するか、既存のデータベース接続を選択できます。


	
「新規データベース接続を作成します。」アイコンをクリックしてデータベース接続を作成します。

「データベース接続の作成」ページが表示されます。


	
「サービスの定義」のステップ6の説明に従ってデータベース接続を作成します。


	
「OK」をクリックして新規データベース接続の作成プロセスを完了します。

「サービス接続」ページが表示され、データベース接続のサマリーが示されます。


	
「Next」をクリックします。

「アダプタ・インタフェース」ページが表示されます。


	
「アダプタ・インタフェース」ページで、「操作およびスキーマから定義(後で指定)」を選択します。


	
「Next」をクリックします。

「操作」ページが表示されます。


	
「デキュー」を選択します。


	
デフォルトの操作名を受け入れて「次へ」をクリックします。

「キュー名」ページが表示されます。


	
リストからデータベース・スキーマを選択するか、「参照」をクリックしてスキーマを参照します。この例では、「参照」をクリックします。

「キューの選択」ダイアログが表示されます。


	
「キューの選択」ダイアログで、次の手順を実行します。

	
「キュー・タイプ」で「すべてのタイプ」を選択します。


	
「データベース・スキーマ」で「Scott」を選択します。


	
他の設定はデフォルト値のままにします。


	
「キュー」で「CUSTOMER_IN_QUEUE」を選択します。




図7-41に、「キューの選択」ダイアログを示します。


図7-41 インバウンド操作用のキューの選択

[image: 図7-41の説明が続きます]



	
「OK」をクリックします。

図7-42に示すように、すべてのフィールドに移入済の「キュー名」ダイアログが表示されます。


図7-42 「キュー名」ページ

[image: 図7-42の説明が続きます]



	
「Next」をクリックします。

「キュー・パラメータ」ページが表示されます。


	
「キュー・パラメータ」ページで、各フィールドを空白にしたままで「次へ」をクリックします。

「オブジェクト・ペイロード」ページが表示されます。


	
「ビジネス・ペイロード」で、オブジェクト全体またはオブジェクト内の1つのフィールドのみのいずれかを選択します。

この例では「オブジェクトCUSTOMER_TYPE全体」を選択します。


	
「Next」をクリックします。

「終了」画面が表示されます。このページには、ウィザードにより作成されるアダプタ・ファイルのパスと名前が表示されます。


	
「終了」をクリックします。

インバウンドOracle AQアダプタの定義が完了しました












7.4.2.4 アウトバウンドOracle AQアダプタの作成



次の手順に従ってアウトバウンドOracle AQアダプタ・サービスを作成します。

	
「コンポーネント」ウィンドウで、「SOA」を選択します。


	
「コンポーネント」ウィンドウの「サービス・アダプタ」リストから、「AQアダプタ」をcomposite.xmlページ内の「公開されたサービス」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。

「アダプタ構成ウィザード」が表示されます。


	
「Next」をクリックします。

「サービス名」ページが表示されます。


	
「サービス名」フィールドにenqueueと入力し、「次へ」をクリックします。

「サービス接続」ページが表示されます。


	
「接続」で、「MyConnection」を選択して「次へ」をクリックします。

「アダプタ・インタフェース」ページが表示されます。


	
「アダプタ・インタフェース」ページで、「操作およびスキーマから定義(後で指定)」を選択し、「次へ」をクリックします。

「操作」ページが表示されます。


	
「操作」ページで、「エンキュー」を選択してデフォルトの操作名を受け入れます。


	
「Next」をクリックします。

「キュー名」ページが表示されます。


	
「キュー名」ページで、リストからデータベース・スキーマを選択するか、「参照」をクリックしてスキーマを参照します。この例では、「参照」をクリックします。

「キューの選択」ダイアログが表示されます。


	
「キューの選択」ダイアログで、次の手順を実行します。

	
「キュー・タイプ」で「すべてのタイプ」を選択します。


	
「データベース・スキーマ」で「Scott」を選択します。


	
他の設定はデフォルト値のままにします。


	
図7-43に示すように、「キュー」で「CUSTOMER_OUT_QUEUE」を選択します。





図7-43 アウトバウンド操作用のキューの選択

[image: 図7-43の説明が続きます]



	
「OK」をクリックします。

図7-44に示すように、すべてのフィールドに移入済の「キュー名」ページが表示されます。


図7-44 「キュー名」ページ

[image: 図7-44の説明が続きます]



	
「Next」をクリックします。

「キュー・パラメータ」ページが表示されます。


	
「キュー・パラメータ」ページで、各フィールドを空白にしたままで「次へ」をクリックします。

「オブジェクト・ペイロード」ページが表示されます。


	
「ビジネス・ペイロード」で、オブジェクト全体またはオブジェクト内の1つのフィールドのみのいずれかを選択します。この例では「オブジェクトCUSTOMER_TYPE全体」を選択します。


	
「Next」をクリックします。

「終了」画面が表示されます。このページには、ウィザードにより作成されるアダプタ・ファイルのパスと名前が表示されます。


	
「終了」ウィンドウで「終了」をクリックします。

アウトバウンドOracle AQアダプタの定義が完了しました。












7.4.2.5 サービスとアクティビティのワイヤリング



作成した3つのコンポーネント(インバウンド・アダプタ・サービス、メディエータ・コンポーネントおよびアウトバウンド・アダプタ参照)をアセンブルまたは接続する必要があります。コンポーネントを接続する手順は、次のとおりです。




	「公開されたサービス」領域にあるインバウンド・アダプタ内の小さい三角形を、「コンポーネント」領域のメディエータ・コンポーネント内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。
	「コンポーネント」領域にあるメディエータ・コンポーネント内の小さい三角形を、「外部参照」領域のアウトバウンド・アダプタ内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。

JDeveloperのcomposite.xmlが図7-45のように表示されます。


図7-45 JDeveloper - composite.xml

[image: 図7-45の説明が続きます]





	「ファイル」、「すべて保存」を順番にクリックします。








7.4.2.6 ルーティング・サービスの構成



次の手順に従ってルーティング・サービスを構成します。




	「Mediator1」をダブルクリックします。

「Mediator1.mplan」ウィンドウが表示されます。




	「次を使用して変換」フィールドの端に表示される「既存のマッパー・ファイルを選択するか、新規マッパー・ファイルを作成します。」アイコンをクリックします。

図7-46に示すように、「リクエスト・トランスフォーメーション・マップ」ダイアログが表示されます。


図7-46 「リクエスト・トランスフォーメーション・マップ」ダイアログ

[image: 図7-46の説明が続きます]





	「新規マッパー・ファイルの作成」を選択して「OK」をクリックします。

図7-47に示すように、「トランスフォーメーション」ウィンドウが表示されます。


図7-47 「トランスフォーメーション」ウィンドウ

[image: 図7-47の説明が続きます]





	マッパーの左側でソース・ルート要素を選択し、右側の宛先ルート要素へドラッグしてマップ・プリファレンスを設定します。

図7-48に示すように、「自動マップ・プリファレンス」ダイアログが表示されます。


図7-48 「自動マップ・プリファレンス」ダイアログ

[image: 図7-48の説明が続きます]





	「OK」をクリックします。

「アプリケーション」ウィンドウの中央ペインは、図7-49のようになります。


図7-49 マップ・プリファレンス設定後の「アプリケーション」ウィンドウ

[image: 図7-49の説明が続きます]





	マッパーの設定を保存してタブを閉じます。
	ルーティング・サービスの設定を保存してタブを閉じます。








7.4.2.7 Oracle WebLogic Server管理コンソールでのデータソースの構成


	http://servername:portnumber/consoleにナビゲートします。
	必要な資格証明を使用して、Oracle WebLogic Server管理コンソールのホーム・ページを開きます。

図7-50に示すように、Oracle WebLogic Server管理コンソールのホーム・ページが表示されます。


図7-50 Oracle WebLogic Server管理コンソールのホーム・ページ

[image: 図7-50の説明が続きます]





	「ドメイン構造」で、「サービス」、「JDBC」を選択し、「データ・ソース」をクリックします。

図7-51に示すように、「JDBCデータ・ソースの概要」ページが表示されます。


図7-51 「JDBCデータ・ソースの概要」ページ

[image: 図7-51の説明が続きます]





	「新規」をクリックします。「新しいJDBCデータ・ソースの作成」ページが表示されます。
	図7-52に示すように、新しいJDBCデータソースの識別に使用するプロパティの値を入力します。


図7-52 「新しいJDBCデータ・ソースの作成」ページ

[image: 図7-52の説明が続きます]





	「次」を選択します。図7-53に示すように、「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - トランザクション・オプション」ページが表示されます。


図7-53 「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - トランザクション・オプション」ページ

[image: 図7-53の説明が続きます]





	「次」を選択します。図7-54に示すように、「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - 接続プロパティ」ページが表示されます。


図7-54 「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - 接続プロパティ」ページ

[image: 図7-54の説明が続きます]





	「接続プロパティ」ページで接続プロパティを入力します。
	「次」を選択します。図7-55に示すように、「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - データベース接続のテスト」ページが表示されます。


図7-55 「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - データベース接続のテスト」ページ

[image: 図7-55の説明が続きます]





	「構成のテスト」をクリックし、データベースの可用性および指定した接続プロパティをテストします。「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - データベース接続のテスト」ページの上部に接続テストに成功したことを示すメッセージが表示されます。
	「次」を選択します。図7-56に示すように、「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - ターゲットの選択」ページ」ページが表示されます。


図7-56 「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - ターゲットの選択」ページ

[image: 図7-56の説明が続きます]





	ターゲットを選択して「終了」をクリックします。

図7-57に示すように、「JDBCデータ・ソースの概要」ページが表示されます。このページは、このドメインで作成されたJDBCデータ・ソース・オブジェクトについて要約しています。このリストには、作成したデータソースが表示されます。


図7-57 「JDBCデータ・ソースの概要」ページ

[image: 図7-57の説明が続きます]





	Oracle WebLogic Server管理コンソールを閉じます。








7.4.2.8 JDeveloperを使用したデプロイ



前述の手順で作成したSOAプロジェクトおよびアプリケーションについて、アプリケーション・プロファイルをデプロイする必要があります。

JDeveloperを使用してアプリケーション・プロファイルをデプロイする手順は、次のとおりです。




	「Oracle JCAアダプタ用のアプリケーション・サーバー接続の作成」に示す手順を使用して、アプリケーション・サーバー接続を作成します。
	JDeveloperからのOracle JCAアダプタ・アプリケーションのデプロイで説明されている手順を使用して、アプリケーションをデプロイします。








7.4.2.9 Fusion Middleware Control Consoleコンソールを使用した監視



Fusion Middleware Controlコンソールを使用して、デプロイ済のコンポジットを監視できます。次の手順を実行します。




	http://servername:portnumber/emにナビゲートします。デプロイしたコンポジットがアプリケーション・ナビゲータに表示されます。
	「最後の5つのインスタンス」ペインに、新規インスタンスのエントリがあります。この新規インスタンスは、メッセージをエンキューするときにトリガーされたインスタンスです。
	インスタンスをクリックします。「フローのトレース」ページが表示されます。
	「Mediator1」コンポーネント・インスタンスをクリックします。「監査」ページが表示されます。
	「フロー - デバッグ」タブをクリックしてインスタンスをデバッグします。










7.4.3 Oracle AQアダプタのRAWキュー


この使用例では、Oracle AQアダプタを使用してAQ RAWキューとの間のデキューとエンキューを実行する方法について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
前提条件


	
アプリケーションおよびSOAプロジェクトの作成


	
インバウンド・アダプタ・サービスの作成


	
アウトバウンド・アダプタ・サービスの作成


	
サービスとアクティビティのワイヤリング


	
JDeveloperを使用したデプロイ


	
Oracle WebLogic Server管理コンソールでのデータソースの構成


	
Fusion Middleware Controlコンソールを使用した監視








7.4.3.1 前提条件



SCOTTスキーマを持つデータベースへのアクセス権限が必要です。

この使用例を実行するには、adapters-aq-101-rawサンプルに含まれているartifacts.zipファイルの次のSQLファイルが必要です。これらのファイルは、artifacts.zipファイルのartifacts/sqlサブディレクトリにあります。次に示す順序でSQLファイルを実行します。





	
setup_user.sql


	
create_queues.sql


	
enqueue_raw.sql


	
dequeue_raw.sql


	
artifacts/schemas/emp.xsd




adapters-aq-101-rawサンプル・コードに含まれているartifacts.zipを入手するには、Oracle SOA Sample Codeサイトにアクセスします。

adapters-aq-101-rawサンプル・コードを入手するには、Oracle SOA Sample Codeサイトにアクセスします。









7.4.3.2 アプリケーションおよびSOAプロジェクトの作成



SOAコンポジットを含んだJDeveloperアプリケーションを作成する必要があります。アプリケーションとSOAプロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。




	JDeveloperを開きます。
	「アプリケーション・ナビゲータ」で、「新規アプリケーション」をクリックします。

「汎用アプリケーションの作成 - アプリケーションの名前付け」ページが表示されます。




	「アプリケーション名」フィールドにRawqueueと入力します。
	「アプリケーション・テンプレート」リストで、「汎用アプリケーション」を選択します。
	「次へ」をクリックします。

「汎用アプリケーションの作成 - プロジェクトの名前付け」ページが表示されます。




	「プロジェクト名」フィールドにわかりやすい名前(Rawなど)を入力します。
	「プロジェクト・テクノロジ」タブの「選択可能」リストで「SOA」をダブルクリックし、「選択済」リストに移動します。
	「次へ」をクリックします。

「汎用アプリケーションの作成 - SOA設定の構成」ページが表示されます。




	「コンポジット・テンプレート」リストから「BPELを使用するコンポジット」を選択して、「終了」をクリックします。

新規アプリケーションおよびSOAプロジェクトが作成されました。これにより、SOAコンポジットが自動的に作成されます。

「BPELプロセスの作成」ページが表示されます。




	「名前」フィールドにBPELプロセスの名前を入力します。たとえば、BPELRawqueueのように指定します。
	「テンプレート」リストで「サービスを後で定義」を選択し、「OK」をクリックします。

RawqueueアプリケーションとRawプロジェクトが設計領域に表示されます。




	emp.xsdファイルをプロジェクトのXSDフォルダにコピーします(このファイルの場所の詳細は、「前提条件」を参照)。








7.4.3.3 インバウンド・アダプタ・サービスの作成



次の手順を実行し、メッセージをキューにデキューするインバウンドOracle AQアダプタ・サービスを作成します。




	「コンポーネント」ウィンドウで、「SOA」を選択します。
	「コンポーネント」ウィンドウの「サービス・アダプタ」リストから、「AQアダプタ」をcomposite.xmlページ内の「公開されたサービス」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。

「アダプタ構成ウィザード」が表示されます。




	「次へ」をクリックします。

「サービス名」ページが表示されます。




	「サービス名」フィールドにRaw-Dequeuerと入力し、「次へ」をクリックします。

「サービス接続」ページが表示されます。




	「サービスの定義」のステップ6の説明に従ってデータベース接続を作成します。
	「次へ」をクリックします。

「アダプタ・インタフェース」ページが表示されます。




	「アダプタ・インタフェース」ページで、「操作およびスキーマから定義(後で指定)」を選択し、「次へ」をクリックします。

「操作」ページが表示されます。




	図7-58に示すように、「操作」ページで「デキュー」を選択します。
	デフォルトの操作名を受け入れて「次へ」をクリックします。

「キュー名」ページが表示されます。


図7-58 「アダプタ構成ウィザード - 操作」ページ

[image: 図7-58の説明が続きます]





	図7-59に示すように、データベース・スキーマとしてSCOTTを選択し、キュー名としてRAW_IN_QUEUEを選択します。


図7-59 「アダプタ構成ウィザード - キュー名」ページ

[image: 図7-59の説明が続きます]





	「次へ」をクリックします。

「キュー・パラメータ」ページが表示されます。




	相関IDとデキュー条件を入力し、「次へ」をクリックします。

「メッセージ」ページが表示されます。




	「URL」フィールドの端にある「参照」をクリックします。

「タイプ・チューザ」ダイアログが表示されます。




	図7-60に示すように、「プロジェクトのスキーマ・ファイル」、「emp.xsd」および「AQRaw_End2End」を順番に選択します。


図7-60 「タイプ・チューザ」ダイアログ

[image: 図7-60の説明が続きます]





	「OK」をクリックします。

図7-61に示すように、「メッセージ」ダイアログの「URL」フィールドにemp.xsdスキーマ・ファイルが表示されます。


図7-61 「アダプタ構成ウィザード - メッセージ」ページ

[image: 図7-61の説明が続きます]





	「次」を選択します。「終了」ページが表示されます。
	「終了」をクリックします。Oracle AQアダプタ・サービスの構成が完了し、図7-62に示すように「composite.xml」ページが表示されます。


図7-62 JDeveloperウィンドウ: 「composite.xml」ページ

[image: 図7-62の説明が続きます]













7.4.3.4 アウトバウンド・アダプタ・サービスの作成



リクエスト・メッセージをエンキューし、対応するレスポンス・メッセージ(レポート)をキューからデキューするアダプタ・サービスを作成する手順は、次のとおりです。




	「コンポーネント」ウィンドウの「サービス・アダプタ」リストから、「AQアダプタ」をcomposite.xmlページ内の「公開されたサービス」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。

アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。




	「次」を選択します。「サービス名」ページが表示されます。
	「サービス名」フィールドにRaw-Enqueuerと入力して「OK」をクリックします。

「サービス接続」ページが表示されます。




	「XAデータ・ソース」を選択して「次へ」をクリックします。

「操作」ページが表示されます。




	「エンキュー」を選択します。
	デフォルトの操作名を受け入れて「次へ」をクリックします。

「キュー名」ページが表示されます。




	図7-63に示すように、「データベース・スキーマ」としてSCOTTを選択し、「キュー名」としてRAW_OUT_QUEUEを選択します。


図7-63 「アダプタ構成ウィザード - キュー名」ページ

[image: 図7-63の説明が続きます]





	「次へ」をクリックします。

「キュー・パラメータ」ページが表示されます。




	相関IDを入力して「次へ」をクリックします。

「メッセージ」ページが表示されます。




	「URL」フィールドの端にある「スキーマ・ファイルを参照」をクリックします。

「タイプ・チューザ」ダイアログが表示されます。




	図7-60に示すように、「プロジェクトのスキーマ・ファイル」、「emp.xsd」および「AQRaw_End2End」を順番に選択します。
	「次へ」をクリックします。

図7-61に示すように、「メッセージ」ダイアログの「URL」フィールドにemp.xsdスキーマ・ファイルが表示されます。




	「次へ」をクリックします。

「終了」ページが表示されます。




	「終了」をクリックします。

Oracle AQアダプタ・サービスの構成が完了し、図7-64に示すように「composite.xml」ページが表示されます。


図7-64 JDeveloperウィンドウ: 「composite.xml」ページ

[image: 図7-64の説明が続きます]













7.4.3.5 サービスとアクティビティのワイヤリング



作成した3つのコンポーネント(インバウンド・アダプタ・サービス、BPELプロセスおよびアウトバウンド・アダプタ参照)をアセンブルまたは接続する必要があります。コンポーネントを接続する手順は、次のとおりです。




	「公開されたサービス」領域にあるRaw-Dequeuer内の小さい三角形を、「コンポーネント」領域のBPELプロセス内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。
	「コンポーネント」領域にあるBPELプロセス内の小さい三角形を、「外部参照」領域のRaw-Enqueuer内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。

同様に、「コンポーネント」領域にあるBPELプロセス内の小さい三角形を、「外部参照」領域のOutboundService内のドロップ・ゾーンにドラッグします。

JDeveloperのcomposite.xmlファイルが図7-65のように表示されます。


図7-65 JDeveloper- composite.xml

[image: 図7-65の説明が続きます]





	「ファイル」、「すべて保存」を順番にクリックします。
	「BPELRawqueue」をダブルクリックします。

「BPELRawqueue.bpel」ページが表示されます。




	「コンポーネント」ウィンドウから、receive、assignおよびinvokeアクティビティを「コンポーネント」領域にこの順序でドラッグ・アンド・ドロップします。

図7-66に示すように、JDeveloperの「BPELRawqueue.bpel」ページが表示されます。


図7-66 「BPELRawqueue.bpel」ページ

[image: 図7-66の説明が続きます]





	receiveアクティビティをダブルクリックします。

「Receive」ダイアログが表示されます。




	「パートナ・リンク」フィールドの端にある「パートナ・リンクの参照」をクリックします。

「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログが表示されます。




	「Raw-Dequeuer」を選択して「OK」をクリックします。

「パートナ・リンク」フィールドに値Raw-Dequeuerが移入された状態で「Receive」ダイアログが表示されます。




	「変数」フィールドの端に表示される「変数の自動作成」アイコンをクリックします。

「変数の作成」ダイアログが表示されます。




	デフォルト値を受け入れて「OK」をクリックします。
	図7-67 に示すように、「インスタンスの作成」ボックスを選択して「OK」をクリックします。


図7-67 「Receive」ダイアログ

[image: 図7-67の説明が続きます]





	invokeアクティビティをダブルクリックします。

「Invoke」ダイアログが表示されます。




	「パートナ・リンク」フィールドの端にある「パートナ・リンクの参照」をクリックします。

「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログが表示されます。




	「Raw-Enqueuer」を選択して「OK」をクリックします。

「パートナ・リンク」フィールドに値Raw-Enqueuerが移入された状態で「Invoke」ダイアログが表示されます。




	「入力変数」フィールドの端に表示される「入力変数の自動作成」アイコンをクリックします。
	デフォルト値を受け入れて「OK」をクリックします。

図7-68に示すように、「Invoke」ダイアログが表示されます。


図7-68 「Invoke」ダイアログ

[image: 図7-68の説明が続きます]





	「OK」をクリックします。
	assignアクティビティをダブルクリックします。

「Assign」ダイアログが表示されます。




	「+」アイコンをクリックして「コピー操作」を選択します。

「コピー操作の作成」ダイアログが表示されます。




	図7-69に示すように、変数を選択して「OK」をクリックします。


図7-69 「コピー操作の作成」ダイアログ

[image: 図7-69の説明が続きます]





	「Assign」ダイアログで「OK」をクリックします。

図7-70に示すように、JDeveloperの「BPELRawqueue.bpel」ページが表示されます。


図7-70 「BPELRawqueue.bpel」ページ

[image: 図7-70の説明が続きます]





	「ファイル」、「すべて保存」を順番にクリックします。








7.4.3.6 Oracle WebLogic Server管理コンソールでのデータソースの構成


	http://servername:portnumber/consoleにナビゲートします。
	必要な資格証明を使用して、Oracle WebLogic Server管理コンソールのホーム・ページを開きます。
	ホーム・ページの「ドメイン構造」で、「サービス」、「JDBC」を選択し、「データ・ソース」をクリックします。

「JDBCデータ・ソースのサマリー」ページが表示されます。




	「新規」をクリックします。「新しいJDBCデータ・ソースの作成」ページが表示されます。
	新しいJDBCデータ・ソースを識別するのに使用するプロパティ値を入力します。
	「次」を選択します。「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - トランザクション・オプション」ページが表示されます。
	「次」を選択します。「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - 接続プロパティ」ページが表示されます。
	「接続プロパティ」ページで接続プロパティを入力します。
	「次」を選択します。「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - データベース接続のテスト」ページが表示されます。
	「構成のテスト」をクリックし、データベースの可用性および指定した接続プロパティをテストします。「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - データベース接続のテスト」ページの上部に接続テストに成功したことを示すメッセージが表示されます。
	「次」を選択します。「新しいJDBCデータ・ソースの作成 - ターゲットの選択」ページが表示されます。
	ターゲットを選択して「終了」をクリックします。

「JDBCデータ・ソースのサマリー」ページが表示されます。このページは、このドメインで作成されたJDBCデータ・ソース・オブジェクトについて要約しています。このリストには、作成したデータソースが表示されます。




	Oracle WebLogic Server管理コンソールを閉じます。








7.4.3.7 JDeveloperを使用したデプロイ



前述の手順で作成したSOAプロジェクトおよびアプリケーションについて、アプリケーション・プロファイルをデプロイする必要があります。

JDeveloperを使用してアプリケーション・プロファイルをデプロイするには、次の手順を実行する必要があります。




	「Oracle JCAアダプタ用のアプリケーション・サーバー接続の作成」に示す手順を使用して、アプリケーション・サーバー接続を作成します。
	JDeveloperからのOracle JCAアダプタ・アプリケーションのデプロイで説明されている手順を使用して、アプリケーションをデプロイします。








7.4.3.8 Fusion Middleware Controlコンソールを使用した監視



Fusion Middleware Controlコンソールを使用して、デプロイ済のコンポジットを監視できます。次の手順を実行します。




	http://servername:portnumber/emにナビゲートします。

デプロイしたコンポジットがアプリケーション・ナビゲータに表示されます。




	「最後の5つのインスタンス」ペインに、新規インスタンスのエントリがあります。

これは、メッセージをエンキューするときにトリガーされたインスタンスです。




	インスタンスをクリックします。

「フローのトレース」ページが表示されます。




	「BPELRawqueue」コンポーネント・インスタンスをクリックします。

「監査」ページが表示されます。




	「フロー - デバッグ」タブをクリックしてインスタンスをデバッグします。















13 Oracle JCA Adapter for Microsoft Message Queueing


この章では、Oracle JCA Adapter for Microsoft MQの概念、機能、構成および使用例について説明します。

この章では、MSMQ機能へのアクセスを可能にし、Oracle BPEL Process Manager (Oracle BPEL PM)およびOracle Service Bus (OSB)と連携して動作するOracle JCA Adapter for Microsoft Message Queueingの使用方法について説明します。このアダプタは、MSMQからネイティブ・フォーマット変換フレームワーク(nXSD)まで、様々なメッセージ・フォーマットの処理もサポートしています。

この章の項目は次のとおりです。

	
Oracle JCA Adapter for MSMQの概念と機能


	
MSMQアダプタ構成ウィザードのフロー


	
MSMQの使用例








13.1 Oracle JCA Adapter for MSMQの概念と機能


Microsoftメッセージ・キュー(MSMQ)は、Microsoft Windowsオペレーティング・システム用の疎結合の分散メッセージング・アプリケーションを作成するためのメッセージ・インフラストラクチャおよび開発プラットフォームです。

メッセージ・キューイング・アプリケーションは、メッセージ・キューイングを使用して、異なるネットワーク間で、オフラインである可能性があるコンピュータと通信します。Microsoftメッセージ・キューは、保証付きメッセージ配信、ルーティング、セキュリティ、トランザクション・サポートおよび優先度ベース・ルーティングを提供します。

メッセージ・キューは、MSMQがメッセージを保存し、その後転送するために使用する論理コンテナであり、メッセージ・キューイングの疎結合的側面の基盤を提供します。キューイング・アプリケーションは、キューにメッセージを送信する際に、メッセージが処理されるタイミング、およびそのメッセージを実際に処理する受信アプリケーションについて認識する必要はありません。

MSMQを使用するアプリケーションは、キューの作成/検索、キューへの接続、キューの移動、キューに対するメッセージの送受信を行い、MSMQキュー・プロパティを使用して該当するキューの動作を定義します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
MSMQの用語


	
Windows Server 2008でのMSMQの設定


	
Oracle Weblogic Server for COMの設定


	
MSMQアダプタの機能


	
サポートされるMSMQプロパティ








13.1.1 MSMQの用語


MSMQの基本概念について理解することに加え、MSMQアダプタを使用するための背景知識としてMSMQの基本用語を理解することが重要です。MSMQの用語についてよく理解するには、関連のMicrosoftドキュメントを参照する必要がありますが、MSMQアダプタの使用を補完するレベルでMSMQ製品について理解するには、次の定義が役立ちます。

	
パブリック・キュー: すべてのメッセージ・キューイング・アプリケーションが検出できる、ディレクトリ・サービスに登録されているキュー。これにより、MSMQアプリケーションはそのドメイン内の任意の場所にあるキューを検出して開くことができます。パブリック・キューにより、メッセージがActive Directoryサービス全体にレプリケートされるマルチホップ・シナリオを実現できます。


	
プライベート・キュー: 通常は他のアプリケーションが検出できない、(ディレクトリ・サービスではなく)ローカル・コンピュータ上に登録されているキュー。


	
MSMQキュー: 条件が許せば、メッセージを確実に送受信できる一時記憶域の場所。


	
MSMQユーザー・メッセージ・キュー: プライベートまたはパブリックのいずれかであるキュー。


	
リモート・キュー: キュー・マネージャは、メッセージの配信、受信、認証、ルーティングを行い、ディレクトリ・サービス内の情報を保持するメッセージ・キューイング・サービスです。アプリケーションの場合、リモート・キューは、アプリケーションが通信するキューではなく、キュー・マネージャがホストするキューです。


	
配信リスト: 配信リストは、Active Directoryドメイン・サービス(ADDS)に保存されている宛先のパブリック・リストです。


	
ADDS: Active Directoryドメイン・サービスは、Windowsドメイン・ネットワーク用にMicrosoftにより実装されているディレクトリ・サービスです。ほとんどのWindows Serverオペレーティング・システムに含まれています。


	
トランザクション・キュー: トランザクション・メッセージを含むキュー。トランザクション・キューには、トランザクション内で送信されるメッセージであるトランザクション・メッセージのみを含めることができます。トランザクション・メッセージを使用して、メッセージの送信または受信を、別の操作のアクションと組み合せることができます。トランザクション・メッセージを使用すると、作業ユニットがアトミック操作として確実に実行されます。


	
非トランザクション・キュー: 非トランザクション・メッセージのみを含むキュー。メッセージ・キューイングでは、非トランザクション・キュー内にトランザクション・メッセージを含めることはできません。


	
外部キュー: メッセージ・キューイングを実行していないコンピュータ(外部コンピュータ)上にあるキュー。








13.1.1.1 jCOMおよびMSMQアダプタ


MSMQアダプタは、Oracle WebLogic jCOMを使用して、MSMQ v5.0との相互作用を可能にします。jCOMにより、Java-to-COMの統合がサポートされます。





13.1.1.1.1 背景


具体的には、WebLogic jCOMは、分散コンピューティング環境リモート・プロシージャ・コール上のCOM/DCOMの分散コンポーネント・インフラストラクチャと、Java Remote Method Protocol/Internet Inter-ORB Protocol上のRemote Method Invocation (RMI)の分散コンポーネント・インフラストラクチャの両方を実装するランタイム・コンポーネントを提供します。これにより、相互作用の反対側にあるオブジェクトが、各環境のネイティブ・オブジェクトであるかのように見えます。

分散コンポーネント・オブジェクト・モデル(Distributed Component Object Model: DCOM)モードは、コンポーネント・オブジェクト・モデル(Component Object Model: COM)を使用して異なるコンピュータ上のオブジェクト間の通信をサポートします。

DCOMモードで実行されているWebLogic jCOMアプリケーションでは、COMクライアントはWebLogic Server DCOMプロトコルと通信します。

ネイティブ・モードの場合、COMクライアントはWebLogic Serverにネイティブ呼出しを行い(COM-to-WLS)、WebLogic ServerはCOMアプリケーションにネイティブ呼出しを行います。

ネイティブ・モードでは、ローカルのオペレーティング・システムとCPU用に特にコンパイルおよび最適化された、ネイティブ・コードの動的にロードされるライブラリ(DLL)が使用されるため、COM-to-WLSアプリケーションとWLS-to-COMアプリケーションでは、ネイティブ・モードを使用するとパフォーマンスが向上します。







13.1.1.1.2 MSMQアダプタの影響


MSMQアダプタを使用する理由は、MSMQサーバーとSOAサーバーが同じマシン上にインストールされている場合にネイティブ・モードを使用できるためです。インストールされているSOAサーバーは、Windowsプラットフォームである必要があり、Linuxプラットフォームなど、別のプラットフォームであってはなりません。MSMQアダプタとMSMQが同じシステム上にインストールされている場合、jCOMプロトコル・レベルとMSMQアダプタ・レベルの両方でネイティブ・モードを有効にできます。ネイティブ・モードを使用している場合、MSMQアダプタは、MSMQサーバーと同じシステム上にあるためMSMQサーバーと直接通信でき、(MSMQアダプタとMSMQサーバーが2つの異なるマシン上にある場合に使用される)DCOMプロトコルを通信に使用する必要はありません。MSMQアダプタがMSMQ COMコンポーネントとの通信にDCOMプロトコルを使用しないようにすることで、パフォーマンス上の利点がもたらされます。









13.1.1.2 セキュリティ


MSMQアダプタがMSMQサーバーへのアウトバウンド接続を確立する必要がある場合は、有効なセキュリティ資格証明を使用してサインオンする必要があります。J2CA 1.5仕様に従って、WebLogic Serverではアウトバウンド接続についてコンテナ管理のサインオンとアプリケーション管理のサインオンの両方がサポートされています。MSMQアダプタは、これらの方法のいずれかを利用して、エンタープライズ情報システムにサインオンできます。





13.1.1.2.1 コンポーネント管理のサインオン


コンポーネント管理のサインオンでは、コンポーネント自体が、エンタープライズ情報システムへの接続を取得するためのコール時に、必要なセキュリティ資格証明を提供します。アプリケーション・サーバーは、nullのサブジェクト・インスタンスを渡して、ManagedConnectionFactoryのcreateManagedConnectionメソッドを起動します。







13.1.1.2.2 コンテナ管理のサインオン


コンテナ管理のサインオンでは、ユーザーはOracle WebLogic Serverにサインオンすると、リソース・アダプタを通してエンタープライズ情報システムにもアクセスでき、エンタープライズ情報システムに個別にサインインする必要がなくなります。

Oracle WebLogic ServerとMSMQは独立したセキュリティ・レルムを保守しているため、このことは資格証明マッピングを使用して実現されます。Oracle WebLogic Serverのセキュリティ・プリンシパルは、エンタープライズ情報システムへのアクセスに必要な対応する資格証明にマップされます。









13.1.1.3 ロギングおよび診断能力


MSMQアダプタは、アダプタ・フレームワーク・コンポーネントにより提供されるMSMQアダプタ・ロギング・フレームワークを使用して、ランタイム・ログを取得します。

MSMQアダプタは、次のログを生成します。

	
oracle.soa.adapter.msmq


	
oracle.soa.adapter.msmq.transaction


	
oracle.soa.adapter.msmq.connection


	
oracle.soa.adapter.msmq.inbound


	
oracle.soa.adapter.msmq.outbound




これらのログの詳細は、『Oracle® Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理』を参照してください。

各ログ出力をTRACE:32に設定して、その領域のデバッグ・ロギングを有効にしたり、oracle.soa.adapter.msmqログ出力をTRACE:32に設定して、MSMQアダプタの完全ロギングを有効にすることができます。MSMQアダプタで発生する例外には、対応するエラー・コードとエラー・メッセージがあります。







13.1.1.4 MSMQアダプタおよび高可用性


MSMQアダプタは、アクティブ/アクティブ・トポロジでデプロイ可能です。MSMQアダプタは、その実装の一部として、各ポーラー・スレッドが次に使用可能なメッセージのキューをポーリングできるようにします。各ポーラー・スレッドは受信APIを使用し、読込みが正常に終了するとメッセージがキューから削除されます。これにより、MSMQアダプタがアクティブ/アクティブ・トポロジでデプロイされた場合にメッセージの重複がなくなります。









13.1.2 Windows Server 2008でのMSMQの設定



Windows Server 2008のインストール環境でMSMQを使用するには、MSMQをインストールするWindows Serverの次の機能を有効にします。設定と構成の詳細は、関連のMicrosoftドキュメントを参照してください。

	
メッセージ・キュー・サーバー。インストールの詳細は、http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa967729.aspxにあるMicrosoftのドキュメント「Installing Message Queuing (MSMQ)」を参照してください。


	
ディレクトリ・サービス統合(パブリック・キューと配信リストの場合)。具体的な前提条件として、Windows 2008 Serverシステム上にActive Directoryドメイン・サービス(AD_DS)が構成されている必要があります。Active Directoryドメイン・サービスはMSMQパブリック・キューにアクセスする必要があり、アクセスできない場合、MSMQアダプタ使用例で使用できるのはプライベート・キューのみとなります。


	
メッセージ・キューDCOMプロキシ




インストールが正常に行われると、メッセージ・キューがMicrosoftサーバー・マネージャ・コンソール・ウィンドウの機能リンクの下に表示されます。









13.1.3 Oracle Weblogic Server for COMの設定



COMで使用するようにOracle WebLogic Serverを設定するには、次の手順を実行します。

	
SOA MSMQアダプタをデプロイするサーバーのjCOMを有効にします。jCOMの有効化の詳細は、オンライン・バージョンのヘルプ(Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプ12cリリース1 (12.1.3))を参照してください。

jCOMがSOAサーバーで有効になっている場合は、MSMQアダプタをアクティブ化するときに、そのアダプタがデプロイされるターゲットはSOAサーバー自体である必要があります。jCOMは、アダプタのターゲットとなる管理対象サーバー上で有効になっている必要があります。


	
Weblogicが、Microsoftメッセージ・キューを実行しているWindowsマシン上にインストールされている場合、次のドキュメントの説明に従って、構成オプション「ネイティブ・モードの有効化」によりネイティブ・モードを有効にできます。http://docs.oracle.com/cd/E24329_01/apirefs.1211/e24401/pagehelp/Corecoreserverserverprotocolsjcomtitle.html

jCOMのネイティブ・モードを有効化します。jCOMのネイティブ・モードの有効化の詳細は、http://docs.oracle.com/cd/E15051_01/wls/docs103/jcom/comtowls.html#wp1074435を参照してください。


	
最後に、jCOMを有効化するには、SOA MSMQアダプタをデプロイする該当サーバーの再起動、およびWebLogic Serverの再起動が必要です。










13.1.3.1 トランザクション管理およびエラー処理


アダプタに通常適用される、トランザクション管理およびエラー処理の詳細は、「アダプタ・フレームワーク」を参照してください。





13.1.3.1.1 トランザクション管理


MSMQアダプタ・トランザクション・サポートはデフォルトでLocalTransactionに設定されます。MSMQアダプタは、XAトランザクションをサポートしていません。トランザクション・キューは、ローカル・トランザクション・セマンティクスで使用される場合にサポートされます。

インバウンドとアウトバウンドの両方のエラーの場合において、MSMQアダプタは、JCA管理対象コネクション・ファクトリのTransactionModeプロパティがSingleに設定されていると、内部MSMQトランザクションを開始します。

JCA管理対象コネクション・ファクトリのTransactionModeプロパティがNoneに設定されている場合、MSMQアダプタは、MSMQ側でトランザクションを開始せず、メッセージはトランザクションではない方法で生成および消費されます。

TransactionModeプロパティ値のNoneは、非トランザクション・キューに対してメッセージを送受信する場合に必要となります。







13.1.3.1.2 フォルト処理


MSMQアダプタは、MSMQキューに対するメッセージの生成や消費の実行時に発生したフォルトを処理できます。

フォルトが発生した場合、フォルトの性質に基づいて、またエラーが再試行可能であるか再試行不可であるかに応じて、メッセージはBPELリカバリ・キューに配信されるか、再試行されます。アダプタ・フォルトの処理方法の詳細は、「エラー処理」を参照してください。

MSMQアダプタはXAトランザクションをサポートしていないため、XA再試行可能エラーはサポートされていません。

XA再試行可能エラーは、XAトランザクションのコンテキストで発生したエラーを指しています。アダプタは、PCRetriable例外またはXARetriable例外をスローできます。ただし、MSMQアダプタで使用する場合はXAがないため、MSMQアダプタではXAエラーは許可されていません。







13.1.3.1.3 アウトバウンド再試行可能エラー


MSMQアダプタは、構成されたバインディング・プロパティに応じて再試行を実行します。これらのバインディング・プロパティが指定されていない場合は、デフォルト・ポリシーがコンポジット・アプリケーションの一部として含まれていれば、デフォルト・ポリシーによって再試行が実行されます。

MSMQバインディング・プロパティの詳細は、アダプタのプロパティの章の表13-3を参照してください。







13.1.3.1.4 アウトバウンド再試行不可エラー


アウトバウンド再試行不可フォルトが発生した場合は、フォルト・ポリシーが実行されます。











13.1.4 MSMQアダプタの機能


Oracle MSMQアダプタには、次の機能があります。

	
MSMQプライベート・キューへのメッセージの送信

	
MSMQアダプタにより、ローカル・プライベート・キューにメッセージを送信できます。MSMQアダプタ構成ウィザードを使用してMSMQアダプタ参照をモデル化する場合は、MSMQキューへのメッセージの送信(またはプット)に使用されるエンキュー操作をモデル化できます。


	
MSMQアダプタにより、ローカル・トランザクション・プライベート・キューにメッセージを送信できます。MSMQアダプタ構成ウィザードを使用してMSMQアダプタ参照をモデル化する場合は、ローカル・トランザクションMSMQキューへのメッセージの送信に使用されるエンキュー操作をモデル化できます。





注意:

メッセージの送受信時に接続がトランザクションに関与するかどうかを示す、MSMQのTransactionModeプロパティの関連性を理解することが重要です。このプロパティの値は[Single|None]です。

値がSingleの場合、メッセージの送信先となるローカルおよびリモートのMSMQキューはトランザクションである必要があります。値がSingleの場合、メッセージの取得元となるローカルMSMQキューはトランザクションである必要があります。

値がNoneで、かつメッセージの送信先となるキューがトランザクションの場合は、ResourceExceptionが発生します。




	
MSMQパブリック・キューへのメッセージの送信

	
MSMQアダプタにより、ローカル・パブリック・キューにメッセージを送信できます。MSMQアダプタ構成ウィザードを使用してMSMQアダプタ参照をモデル化する場合は、エンキュー操作をモデル化できます。このエンキュー操作を使用して、パブリックMSMQキューにメッセージを送信できます。


	
MSMQアダプタにより、ローカル・トランザクション・パブリック・キューにメッセージを送信できます。MSMQアダプタ構成ウィザードを使用してMSMQアダプタ参照をモデル化する場合は、エンキュー操作をモデル化できます。このエンキュー操作を使用して、MSMQキューにメッセージを送信できます。





	
MSMQ配信リストへのメッセージの送信

	
MSMQアダプタにより、配信リストにメッセージを送信できます。MSMQアダプタ構成ウィザードを使用してMSMQアダプタ参照をモデル化する場合は、MSMQ配信リストにメッセージを送信するようにエンキュー操作を構成できます。





	
プライベートMSMQキューからのメッセージの消費または受信

	
MSMQアダプタにより、ローカル・プライベートMSMQキューからのメッセージの消費または受信が可能になります。デフォルトの動作は、消費可能なキュー上の、次に使用可能なメッセージに対して適用されます。

これを行うには、MSMQアダプタ構成ウィザードを使用して、MSMQプライベート・キューからのメッセージの消費を可能にするデキュー操作をモデル化します。MSMQアダプタは、ローカル・プライベート・トランザクションMSMQキューからのメッセージ消費を可能にし、デキューと呼ばれる操作をサポートします。

これを行うには、構成ウィザードを使用して、トランザクションMSMQキューからメッセージを消費または受信するデキューを作成します。





	
パブリックMSMQキューからのメッセージの受信

	
MSMQアダプタにより、パブリックMSMQキューからメッセージを受信できます。MSMQアダプタは、アダプタ・サービスのモデル化時に構成し、MSMQキューからのメッセージの消費または受信に使用される、デキューと呼ばれる操作をサポートします。


	
MSMQアダプタにより、パブリック・トランザクションMSMQキューからメッセージを受信できます。トランザクションMSMQキューからのメッセージの受信に使用される、デキューと呼ばれるMSMQアダプタ構成ウィザードの操作を使用できます。













13.1.5 サポートされるMSMQプロパティ



MSMQアダプタには、いくつかのJCAプロパティがあります。簡単に参照できるよう、これらをここで示し、プロパティの付録でも示します。

JCAプロパティのリストは、表13-1を参照してください。







表13-1 MSMQアダプタのJCAプロパティ

	プロパティ	説明	デフォルト値	必須
	
DestinationType

	
メッセージが、配信リスト名で識別されるパブリック・キュー、プライベート・キュー、またはキューのグループに送信されるかどうかを示します。値は次のとおりです。

PUBLIC_QUEUE

PRIVATE_QUEUE

DISTRIBUTION_LIST

	
なし

	
はい


	
DestinationName

	
MSMQキューの名前。

	
なし

	
はい(UseActiveDirectoryPathがFalseの場合)


	
DestinationPath

	
ActiveDirectoryで表されるDistributionListキューまたはPublicキューを識別する文字列。文字列の例を次に示します。

LDAP://MyLDAPServer/CN=MyQueue,CN=msmq,CN=MyComputer,CN=Computers,DC=MyDomain,DC=MyCompany,DC=COM

	
なし

	
はい(UseActiveDirectoryPathがTrueの場合)


	
UseActiveDirectoryPath

	
パブリック・キューの識別に、キュー名ではなくActive Directoryパスを使用することを許可するブール。このプロパティは、DestinationTypeがDISTRIBUTION_LISTまたはPUBLIC_QUEUEである場合に適用可能です

	
False

	
-


	
UseDirectFormatName

	
パブリックおよびプライベートのキューに直接フォーマット名を使用することを許可するブール。

	
False

	
-


	
Priority

	
優先度は7から0までの任意の整数値に設定できます(デフォルトは3)。7は高い優先度を意味します。0は最も低い優先度を意味します。最も高い優先度は、高速な処理を意味します。

	
3

	
-


	
TimeToLive

	
このプロパティは、ターゲット・キューからメッセージを取得する時間制限(秒)を指定します。値は、指定したMSMQメッセージのMaxTimeToReceiveプロパティに割り当てられます。

	
-1 (無限)

	
-


	
Delivery

	
このプロパティは、式(非永続)またはリカバリ可能なメッセージング(永続)の指定に使用します。高速メッセージングでは、スループットが高速になります。リカバリ可能メッセージングでは、メッセージがキューに到達する途中にコンピュータがクラッシュした場合でもメッセージが配信されることを保証します。値は、Persistent、Non-Persistentです。

	
Persistent

	
-


	
OperationType

	
実行する操作。サポートされるOperationTypeの値は、enqueueおよびdequeueです。

	
なし

	
はい


	
BodyType

	
値は、String (デフォルト)およびByteArrayです。不透明(スキーマ)処理オプションが選択されている場合は、ByteArrayのBodyType値を意味します。

	
文字列

	
はい


	
EnableStreaming

	
ペイロードのストリーミングを可能にするブール

	
False

	
-









MSMQアダプタに関連する正規化されたプロパティのリストについては、表13-2を参照してください。各プロパティのアダプタ処理の方向も示されています。







表13-2 MSMQアダプタの正規化されたプロパティ

	プロパティ名	説明	方向
	
jca.msmq.message.SentTime

	
このプロパティは、メッセージが送信されたときを示します。

	
インバウンド


	
jca.msmq.message.Priority

	
このプロパティは、メッセージの優先度を指定します。これにより、MSMQInteractionSpecのPriorityがオーバーライドされます。

	
インバウンド/アウトバウンド


	
jca.msmq.message.TimeToLive

	
このプロパティは、ターゲット・キューからメッセージを取得する時間制限(秒)を指定します。これにより、MSMQInteractionSpec.のTimeToLiveがオーバーライドされます。

	
インバウンド/アウトバウンド


	
jca.msmq.message.MaxTimeToReachQueue

	
このプロパティは、メッセージがキューに到達する時間制限(秒)を指定します。ここで何も指定しない場合、メッセージ・キューイングでは、キューへの到達時間間隔に企業全体の設定が使用されます。

	
インバウンド/アウトバウンド


	
jca.msmq.message.Id

	
MSMQにより生成されたメッセージ識別子を使用して、メッセージを識別します。

	
インバウンド


	
jca.msmq.message.Delivery

	
このプロパティは、メッセージ・キューイングがメッセージを配信する方法を指定します。これにより、MSMQInteractionSpecのDeliveryがオーバーライドされます。

	
インバウンド/アウトバウンド


	
jca.msmq.message.BodyLength

	
このプロパティは、メッセージ本文の長さ(バイト)を指定します。

	
インバウンド


	
jca.msmq.message.ArrivedTime

	
このプロパティは、メッセージがキューに到達したときを示します。

	
インバウンド









MSMQアダプタに適用されるバインディング・プロパティのリストについては、表13-3を参照してください。







表13-3 MSMQアダプタのバインディング・プロパティ

	プロパティ名	説明
	
adapter.msmq.receive.timeout

	
別のポーリング・サイクルを開始する前にメッセージ・キューイングがメッセージの到着を待機する時間(ミリ秒)。デフォルト値は1秒(1)です。


	
adapter.msmq.dequeue.threads

	
エンドポイントのアクティブ化が発生すると初期化されるポーラー・スレッドの数。これにより、アダプタは次のポーリング・サイクルが開始されるまでメッセージの受信を指定された時間待機することができます。指定した場合、adapter.msmq.dequeue.threadsの値は、複数のインバウンド・ポーラー・スレッドを生成するために使用されます。複数のインバウンド・スレッドは、パフォーマンスを向上させるために使用できます。デフォルト値は1です。









MSMQアダプタのコネクション・ファクトリを構成する場合は、コネクション・ファクトリ構成プロパティを使用します。表13-4を参照してください。各プロパティの処理方向も示されています。







表13-4 MSMQアダプタのコネクション・ファクトリ構成

	プロパティ名	説明	デフォルト
	
Host

	
MSMQホストのIPアドレス。

	
-


	
AccessMode

	
コネクション・ファクトリがネイティブ・アクセスを許可するかどうかを識別します。値は[Native | DCOM]です。Nativeの場合、Oracle WebLogic ServerはMSMQと同じホストにインストールされている必要があります。

	
DCOM


	
TransactionMode

	
メッセージを送信および受信する場合に接続がトランザクションに参加するかどうかを識別します。値は[Single|None]です。Singleの場合、メッセージの送信先となるローカルおよびリモートのMSMQキューはトランザクションである必要があります。Singleの場合、メッセージの取得元となるローカルMSMQキューはトランザクションである必要があります。Noneの場合に、メッセージの送信先となるキューがトランザクションであると、ResourceExceptionが発生します。

	
-


	
User

	
ユーザーを識別します。

	
-


	
Password

	
指定したユーザーのパスワードです。

	
-


	
Domain

	
MSMQホストのドメイン。

	
-















13.2 MSMQアダプタ構成ウィザードのフロー


MSMQアダプタ構成ウィザードを使用して、MSMQアダプタを作成および構成します。





13.2.1 エンキュー操作の作成



このウォークスルー例では、エンキュー操作を作成します。




	JDeveloper BPELデザイナの「コンポーネント・パレット」から「MSMQアダプタ」をドラッグ・アンド・ドロップすると、アダプタ構成ウィザードが起動して、アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。「次へ」をクリックします。
	MSMQアダプタ構成ウィザードでは、図13-1に示すように、サービス名または参照名を入力するように求められます


図13-1 MSMQ構成ウィザードの「サービス名」画面または「参照名」画面

[image: 図13-1の説明が続きます]





	次に、図13-2に示すように、MSMQサービス接続のJNDI名を指定します。


図13-2 MSMQアダプタ構成ウィザードの「MSMQ接続」画面

[image: 図13-2の説明が続きます]





	MSMQ構成ウィザードの「アダプタ・インタフェース」ページで、選択した操作を使用して新しいMSMQアダプタWSDLファイルを作成するか、操作がすでに指定された既存のWSDLをインポートすることができます。


図13-3 MSMQアダプタ構成ウィザードの「アダプタ・インタフェース」画面

[image: 図13-3の説明]





	MSMQアダプタ構成ウィザードの「操作タイプ」ページで、MSMQアダプタ構成の有効な操作を選択できます。操作を更新する場合、操作はこのページで事前選択され、操作名は事前移入されます。既存のWSDLをインポートした場合、このページの操作名は事前移入されます。


図13-4 MSMQアダプタの「操作タイプ」画面

[image: 図13-4の説明]





	次のステップでは、エンキュー操作を作成します。このページでは、エンキュー操作の構成パラメータを取得します。


図13-5 エンキュー操作

[image: 図13-5の説明]



次のように入力します。

	
「接続先タイプ」フィールドで、「パブリック・キュー」、「プライベート・キュー」または「配信リスト」を指定します。


	
Public queueまたはDistribution Listが選択された場合、「Active Directoryパスの使用」チェック・ボックスは有効となり、「プライベート・キュー」は無効になります。


	
「Active Directoryパスの使用」チェック・ボックスが選択されている場合は、キューの「接続先パス」を指定でき、そうでない場合は、キューの「接続先名」を指定できます。


	
「メッセージ本文のタイプ」は、String (デフォルト)およびByteArrayです。


	
「優先度」の値は、0 (最も低い優先度)から7 (最も高い優先度)です。デフォルトの優先度は3です。


	
「永続性」の値は、Yes (デフォルト)またはNoです。


	
「有効期限」の単位は、秒、分、時間および日です。MSMQアダプタ構成ウィザードは、TimeToLive相互作用の仕様プロパティ値の値の設定中に、秒以外の単位を秒に変換します。







	DequeueまたはGet Message操作を選択した場合、「デキュー・メッセージ」が表示されます。この画面で、メッセージをデキューするためのパラメータを入力できます。

直接フォーマット名用のチェック・ボックスがあります。直接フォーマット名を使用すると、ディレクトリ・サービスにアクセスすることなく、パブリック・キューまたはプライベート・キューを参照できます。直接フォーマット名は、メッセージをコンピュータに直接送信する場合、インターネットを介してコンピュータに送信する場合、ドメイン、ワークグループまたはオフライン・モードでの操作中に任意のキューにメッセージを送信する場合、ドメイン、ワークグループまたはオフライン・モードでの操作中にメッセージを読み取る場合、またはフォレスト境界を越えてメッセージを送信する場合に使用されます。


図13-6 デキュー操作(「MSMQからメッセージを取得」)画面

[image: 図13-6の説明が続きます]



この画面で、次を指定できます。

	
「接続先タイプ」(「パブリック・キュー」または「プライベート・キュー」)を指定します。


	
キューの「接続先名」を指定します。


	
「メッセージ本文のタイプ」としてString (デフォルト)またはByteArrayを選択します。


	
「ストリーミングの有効化」チェック・ボックスを選択して、ストリーミングを有効化します。この機能を有効化すると、ペイロードはメモリーDOM内のSOAランタイムで操作されるかわりにデータベースにストリーミングされます。この機能は、大きなペイロードの処理中に使用します。「ストリーミングの有効化」チェック・ボックスを選択すると、対応するブール・プロパティStreamPayloadがそれぞれの.jcaファイルに定義されているアクティブ化仕様プロパティに追加されます。







	アダプタ構成ウィザードに、「スキーマ」ページが表示されます。特定のスキーマを使用してメッセージ・ペイロードを変換する必要がある場合は、着信通知本文のコンテンツを定義するスキーマ詳細を入力します。ネイティブ・フォーマット・ビルダーを使用して、ネイティブ・フォーマットのスキーマを定義します。メッセージ・ペイロードが不透明である場合は、スキーマを不透明(Opaque)にするオプションを選択できます。


図13-7 MSMQアダプタ構成ウィザードの「メッセージ」画面

[image: 図13-7の説明が続きます]





	「次」を選択します。MSMQアダプタの「終了」ページが表示されます。「終了」をクリックして、指定したファイルをプロジェクト・ディレクトリに作成します。


図13-8 MSMQアダプタ構成ウィザードの「終了」ページ

[image: 図13-8の説明が続きます]













13.2.2 サンプルのMSMQアダプタ・コネクション・ファクトリ・プロパティ



Fusion Middleware Control内のサンプルのMSMQアダプタ・コネクション・ファクトリ・プロパティを次に示しますが、これらを確認するには、「ホーム」→「デプロイメントのサマリー」→「MSMQAdapter」→「構成」→「アウトバウンド接続プール」に進みます。「新規」オプションを選択し、eis/MSMQ/MSMQAdapter_NonTrans1などの名前をJNDIに指定します。

プロパティは次のとおりです。


MSMQ_AccessMode=DCOM
MSMQ_Domain=adapter.test.msmq
MSMQ_Host=slc04lya.us.mydomain.com 
MSMQ_Password=Welcome12
MSMQ_TransactionMode= NONE
MSMQ_User=Administrator 









13.2.3 MSMQアダプタ設計時アーティファクト



アダプタ構成ウィザードでは、相互作用およびメッセージ定義に基づいて、JCA、WSDLおよびXMLスキーマのアーティファクトを生成します。







13.2.3.1 MSMQエンキュー操作のサンプルJCAファイル



次に、MSMQエンキュー操作のWSDLを指定する、サンプルJCAファイルを示します。

例 - MSMQエンキュー操作のサンプルJCAファイル


<adapter-config name="enqueueOp" adapter="msmq" wsdlLocation="../WSDLs/enqueueOp.wsdl" 
                xmlns="http://platform.integration.oracle/
                      blocks/adapter/fw/metadata">
  <connection-factory location="eis/MSMQ/MSMQAdapter"/>
  <endpoint-interaction portType="EnqueueOperation_ptt" operation="EnqueueOperation">
    <interaction-spec 
                className="oracle.tip.adapter.msmq.v2.jca.
                           MSMQInteractionSpec">
      <property name="BodyType" value="ByteArray"/>
      <property name="DestinationPath" value="dest"/>
      <property name="TimeToLive" value="-1"/>
      <property name="Delivery" value="Persistent"/>
      <property name="DestinationType" value="PUBLIC_QUEUE"/>
      <property name="UseDirectFormatName" value="true"/>
      <property name="OperationType" value="Enqueue"/>
      <property name="Priority" value="5"/>
      <property name="UseActiveDirectoryPath" value="true"/>
    </interaction-spec>
  </endpoint-interaction>
</adapter-config>









13.2.3.2 MSMQデキュー操作のサンプルJCA



次のサンプルJCAでは、デキュー操作用のWSDLを指定します。

例 - MSMQデキュー操作のサンプルJCA


<adapter-config name="dequeueOp" adapter="msmq" 
   wsdlLocation="../WSDLs/dequeueOp.wsdl" 
  xmlns="http://platform.integration.oracle/blocks/adapter/
    fw/metadata">
  <connection-factory location="eis/MSMQ/MSMQAdapter"/>
  <endpoint-activation portType="DequeueOperation_ptt"
    operation="DequeueOperation">
    <activation-spec
      className="oracle.tip.adapter.msmq.v2.
                   jca.MSMQActivationSpec">
      <property name="BodyType" value="String"/>
      <property name="DestinationType" 
                   value="PUBLIC_QUEUE"/>
      <property name="UseDirectFormatName" value="false"/>
      <property name="DestinationName" value="dest"/>
      <property name="OperationType" value="Dequeue"/>
      <property name="EnableStreaming" value="false"/>
    </activation-spec>
  </endpoint-activation>
</adapter-config>









13.2.3.3 設計時WSDLアーティファクト



WSDLファイルは、MSMQアダプタ構成ウィザードで「終了」をクリックすると生成されます。「スキーマ」ページで指定したスキーマは、生成されたWSDLにインポートされます。







13.2.3.3.1 MSMQエンキュー操作のWSDL


Base64Binaryエンキュー操作用に生成されたWSDLを次に示します。

例 - エンキュー操作のMSMQアダプタWSDL


<wsdl:definitions
     name="msmqService"      targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/
                           pcbpel/adapter/msmq/         MSMQAdapterUseCases/Project1/msmqReference"
     xmlns:jca="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/wsdl/jca/"
     xmlns:wsdl="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/"
     xmlns:tns="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/          msmq/MSMQAdapterUseCases/Project1/msmqReference"
     xmlns:opaque="http://xmlns.oracle.com/
                    pcbpel/adapter/opaque/"
     xmlns:plt="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2003/05/
                              partner-link/">
  <plt:partnerLinkType name="Enqueue_plt" >
    <plt:role name="Enqueue_role" >
      <plt:portType name="tns:Enqueue_ptt" />
    </plt:role>
  </plt:partnerLinkType>
    <wsdl:types>
      <schema targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/
                              pcbpel/adapter/opaque/"
            xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" >
        <element name="opaqueElement" 
                        type="base64Binary" />
      </schema>
    </wsdl:types>
    <wsdl:message name="Enqueue_msg">
        <wsdl:part name="opaque" element=
                        "opaque:opaqueElement"/>
    </wsdl:message>
    <wsdl:portType name="Enqueue_ptt">
        <wsdl:operation name="Enqueue">
            <wsdl:input message="tns:Enqueue_msg"/>
        </wsdl:operation>
   </wsdl:portType>
</wsdl:definitions>







13.2.3.3.2 MSMQアダプタのデキュー操作のWSDL


次の例は、MSMQアダプタのデキュー操作用のWSDLを示しています。

MSMQアダプタのデキュー操作のWSDL


<wsdl:definitions
     name="mqService"
targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter
     /msmq/MSMQAdapterUseCases/Project1/msmqService"
     xmlns:jca="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/wsdl/jca/"
     xmlns:wsdl="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/"
     xmlns:tns="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter           /msmq/MSMQAdapterUseCases/
                   Project1/msmqService"
     xmlns:pc="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/"
     xmlns:imp1="http://platform.integration.oracle/
                   blocks/adapter/fw/metadata/
                       msmqSchema"
     xmlns:plt="http://schemas.xmlsoap.org/ws/
                       2003/05/partner-link/">
       <plt:partnerLinkType name="Dequeue_plt" >
         <plt:role name="Dequeue_role" >
         <plt:portType name="tns:Dequeue_ptt" />
         </plt:role>
  </plt:partnerLinkType>
    <wsdl:types>
      <schema xmlns="http://www.w3.org/
                          2001/XMLSchema" >
        <import namespace="http://platform.integration.oracle/
                                      blocks/adapter             /fw/metadata/msmqSchema" 
                   schemaLocation="../Schemas/msmqSchema.xsd" />
      </schema>
    </wsdl:types>
    <wsdl:message name="Dequeue_msg">
        <wsdl:part name="body" element="imp1:message"/>
    </wsdl:message>
    <wsdl:portType name="Dequeue_ptt">
        <wsdl:operation name="Dequeue">
            <wsdl:input message="tns:Dequeue_msg"/>
        </wsdl:operation>
    </wsdl:portType>
</wsdl:definitions>













13.3 MSMQの使用例


次の使用例は、MSMQアダプタの様々な用途の説明およびウォークスルーを示しています。次のような使用例があります。

	
パブリック・キューでのメッセージのエンキュー/デキュー


	
プライベート・キューでのメッセージのエンキュー/デキュー


	
配信リストへのメッセージのエンキュー








13.3.1 パブリック・キューでのメッセージのエンキュー/デキュー


この使用例は、次の手順で構成されています。

	
SOAコンポジットの設計


	
インバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスの作成


	
アウトバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスの作成


	
サービスとアクティビティのワイヤリング


	
receiveアクティビティの追加


	
invokeアクティビティの追加


	
assignアクティビティの追加








13.3.1.1 SOAコンポジットの設計



SOAコンポジットを含んだJDeveloperアプリケーションを作成する必要があります。使用例のアプリケーションとプロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。




	JDeveloperの「アプリケーション・ナビゲータ」で、「新規アプリケーション」をクリックします。「SOAアプリケーション - アプリケーションの名前付け」選択ページが表示されます。
	「アプリケーション名」フィールドにEnq_Deq_PublicAppと入力して、「次へ」をクリックします。 「プロジェクトの名前付け」ページが表示されます。
	「プロジェクト名」フィールドにEnq_Deq_Publicと入力し、「次へ」をクリックします。
	「コンポジット・テンプレート」ボックスで「BPELを使用するコンポジット」を選択して「終了」をクリックします。MSMQアダプタ構成ウィザードに、「BPELプロセスの作成 - BPELプロセス」ページが表示されます。
	「名前」フィールドにBPELPublicと入力し、「テンプレート」リストから「サービスを後で定義」を選択します。
	「OK」をクリックします。Enq_Deq_PublicAppアプリケーションとEnq_Deq_Publicプロジェクトが設計領域に表示されます。








13.3.1.2 インバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスの作成



インバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスを作成し、Microsoftメッセージング・キューからメッセージをデキューするには、次の手順を実行します。




	「コンポーネント」から、「MSMQアダプタ」を「公開されたサービス」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。
	「サービス名」フィールドにPublicInと入力します。
	「次」を選択します。「アダプタ接続」ページが表示されます。
	MSMQサーバーのJNDI接続名を指定します。トランザクション・キューまたは非トランザクション・キューへの接続に使用できます。たとえば、この使用例では、非トランザクション・キューに使用されるJNDIはeis/MSMQ/MSMQAdapter_NonTransです。
	「次」を選択します。MSMQアダプタ構成ウィザードに、「アダプタ・インタフェース」ページが表示されます。
	「次」を選択します。アダプタ操作タイプ・ページが表示されます。
	「操作タイプ」として「MSMQからメッセージを取得」を、「操作名」として「デキュー」を選択します。
	「次」を選択します。MSMQアダプタ構成ウィザードの「MSMQからメッセージを取得」ページが表示されます。
	「接続先タイプ」として「パブリック・キュー」を選択します。「接続先名」フィールドにPublic_Queue_Deqと入力します。
	「次」を選択します。ウィザードに、「メッセージ」ページが表示されます。
	「ネイティブ・フォーマット変換は不要(スキーマを不透明(Opaque)にする)」チェック・ボックスを選択します。注意: スキーマがある場合は、変換用のスキーマを指定できます。
	「次」を選択します。ウィザードに、「終了」ページが表示されます。
	「終了」をクリックします。インバウンドOracle MSMQアダプタの構成が完了し、図13-9に示すように、composite.xmlが表示されます。


図13-9 パブリック・キュー使用例でのエンキュー/デキューのcomposite.xml

[image: 図13-9の説明が続きます]













13.3.1.3 アウトバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスの作成



アウトバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスを作成し、あるMicrosoftメッセージング・キューから他のMicrosoftメッセージング・キューにメッセージをエンキューするには、次の手順を実行します。




	「コンポーネント」から、「MSMQアダプタ」を「外部参照」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。
	「参照名」フィールドに、PublicOutと入力します。
	「次」を選択します。MSMQアダプタ構成ウィザードに「接続」と示されます。
	MSMQサーバーのJNDI接続名を指定します。トランザクション・キューまたは非トランザクション・キューへの接続に使用できます。たとえば、この使用例では、非トランザクション・キューに使用されるJNDIはeis/MSMQ/MSMQAdapter_NonTransです。
	「次」を選択します。「アダプタ・インタフェース」ページが表示されます。
	「次」を選択します。アダプタ操作タイプ・ページが表示されます。
	「操作タイプ」に「MSMQにメッセージを格納」を、「操作名」に「エンキュー」を選択します。
	「次へ」をクリックします。アダプタの「MSMQにメッセージを格納」ページが表示されます。
	「接続先タイプ」として「パブリック・キュー」を選択します。「接続先名」フィールドにPublic_Queue_Enqと入力します。


注意:

キューのActive Directoryパスがある場合は、「Active Directoryパスの使用」チェック・ボックスを選択し、適切な値を指定します。また、キューの直接フォーマット名がある場合は、「直接フォーマット名の使用」チェック・ボックスを選択して、キューの直接フォーマット名を指定する必要があります。






	「次」を選択します。MSMQアダプタの「メッセージ」ページが表示されます。
	「ネイティブ・フォーマット変換は不要(スキーマを不透明(Opaque)にする)」チェック・ボックスを選択します。スキーマがある場合は、変換のスキーマを指定できることに注意してください。
	「次」を選択します。アダプタ構成ウィザードに、「終了」ページが表示されます。
	「終了」をクリックします。ここで、アウトバウンドのOracle MSMQアダプタが構成され、composite.xmlが表示されます。








13.3.1.4 サービスとアクティビティのワイヤリング



作成した3つのコンポーネント(インバウンド・アダプタ・サービス、BPELプロセス、アウトバウンド・アダプタ参照)をアセンブルまたは接続する必要があります。コンポーネントをワイヤリングするには、次の手順を実行します。




	「公開されたサービス」領域にあるPublicIn内の小さい三角形を、「コンポーネント」領域のBPELプロセス内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。
	配信タイプとして「async.persist」を選択します。
	「コンポーネント」領域にあるBPELプロセス内の小さい三角形を、「外部参照」領域のPublicOut内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。JDeveloperのcomposite.xmlが図13-10のように表示されます。


図13-10 composite.xmlのワイヤリング

[image: 図13-10の説明が続きます]





	「ファイル」、「すべて保存」を順番にクリックします。








13.3.1.5 receiveアクティビティの追加



次の手順に従ってreceiveアクティビティを追加します。




	BPELPublicをダブルクリックします。「BPELPublic.bpel」ページが表示されます。
	「コンポーネント」領域から設計領域にreceiveアクティビティをドラッグ・アンド・ドロップします。
	receiveアクティビティをダブルクリックします。「Receive」ダイアログが表示されます。
	「名前」フィールドにReceiveInputと入力します。
	「パートナ・リンク」フィールドの端にある「パートナ・リンクの参照」をクリックします。「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログが表示されます。
	図13-11に示すように、PublicInを選択して「OK」をクリックします。


図13-11 「パートナ・リンク・チューザ」での「PublicIn」の選択

[image: 図13-11の説明が続きます]





	図13-12に示すように、「Receive」ダイアログで「変数」フィールドの右にある「変数の自動作成」アイコンをクリックします。「変数の作成」ダイアログが表示されます。


図13-12 「Receive」ダイアログの「変数の自動作成」アイコンのクリック

[image: 図13-12の説明が続きます]





	デフォルトの変数名を選択し、「OK」をクリックします。デフォルトの変数名が「変数」フィールドに移入されます。
	「インスタンスの作成」を選択して、「OK」をクリックします。JDeveloperの「BPELPublic.bpel」ページが図13-13のように表示されます。


図13-13 JDeveloperの「BPELPublic.bpel」ページ

[image: 図13-13の説明が続きます]













13.3.1.6 invokeアクティビティの追加



次のステップでは、invokeアクティビティを追加します。




	「コンポーネント」領域から設計領域にinvokeアクティビティをドラッグ・アンド・ドロップします。
	invokeアクティビティをダブルクリックします。Invokeダイアログが表示されます。
	「名前」フィールドにEnqueue_Messageと入力します。
	「パートナ・リンク」フィールドの端にある「パートナ・リンクの参照」をクリックします。「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログが表示されます。
	図13-14に示すように、PublicOutを選択して「OK」をクリックします。


図13-14 「PublicOut」が選択された「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログ

[image: 図13-14の説明が続きます]





	「Invoke」ダイアログで、「入力変数」フィールドの右にある「入力変数の自動作成」アイコンをクリックします。「変数の作成」ダイアログが表示されます。
	デフォルトの変数名を選択し、「OK」をクリックします。デフォルトの変数名が「変数」フィールドに移入されます。図13-15に示すように、Invokeダイアログが表示されます。


図13-15 メッセージのエンキューの「Invoke」ダイアログ

[image: 図13-15の説明が続きます]





	「OK」をクリックします。JDeveloperの「BPELPublic.bpel」ページが表示されます。詳細は、図13-16を参照してください。


図13-16 invokeが追加された後の「BPELPublic.bpel」ページ

[image: 図13-16の説明が続きます]













13.3.1.7 assignアクティビティの追加



次に、assignアクティビティを追加します。これを行うには、次の手順を実行します。




	「コンポーネント」領域から、assignアクティビティを設計領域のreceiveアクティビティとinvokeアクティビティの間にドラッグ・アンド・ドロップします。
	assignアクティビティをダブルクリックします。Assignダイアログが表示されます。
	「一般」タブをクリックして、「名前」フィールドにAssignReferenceと入力します。
	「コピー・ルール」タブをクリックします。
	図13-17に示すように、変数ReceiveInput_Dequeue_InputVariableの不透明要素と、変数Enqueue_Message_Enqueue_InputVariableの不透明要素との間をワイヤリングします。


図13-17 「Assign」ダイアログを使用した要素のワイヤリング

[image: 図13-17の説明が続きます]





	「OK」をクリックします。図13-18に示すように、JDeveloperの「BPELPublic.bpel」ページが表示されます。


図13-18 ワイヤリングされた要素が「Assign」ダイアログに追加された後の「BPELPublic.bpel」ページ

[image: 図13-18の説明が続きます]















13.3.2 プライベート・キューでのメッセージのエンキュー/デキュー


この使用例では、MSMQプライベート・キューに対してメッセージをエンキューおよびデキューするアプリケーションを作成します。

	
SOAコンポジットの設計


	
インバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスの作成


	
アウトバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスの作成


	
サービスとアクティビティのワイヤリング


	
receiveアクティビティの追加


	
invokeアクティビティの追加


	
assignアクティビティの追加








13.3.2.1 SOAコンポジットの設計



SOAコンポジットを含んだJDeveloperアプリケーションを作成する必要があります。使用例のアプリケーションとプロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。




	JDeveloperの「アプリケーション・ナビゲータ」で、「新規アプリケーション」をクリックします。次に、「SOAアプリケーション」を選択します。「アプリケーションの名前付け」ページが表示されます。「アプリケーション名」フィールドにEnq_Deq_PrivateAppと入力して、「次へ」をクリックします。
	「プロジェクトの名前付け」ページが表示されます。「プロジェクト名」フィールドにEnq_Deq_Privateと入力して、「次へ」をクリックします。
	「コンポジット・テンプレート」ボックスで「BPELを使用するコンポジット」を選択して「終了」をクリックします。「BPELプロセスの作成 - BPELプロセス」ページが表示されます。
	「名前」フィールドにBPELPrivateと入力し、「テンプレート」リストから「サービスを後で定義」を選択します。
	「OK」をクリックします。図13-19に示すように、Enq_Deq_PrivateAppアプリケーションとEnq_Deq_Privateプロジェクトが設計領域に表示されます。


図13-19 設計領域のEnq_Deq_PrivateAppおよびEnq_Deq_Privateプロジェクト

[image: 図13-19の説明が続きます]













13.3.2.2 インバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスの作成



インバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスを作成し、Microsoftメッセージング・キューからメッセージをデキューするには、次の手順を実行します。




	「コンポーネント」領域から、「MSMQアダプタ」を「公開されたサービス」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。
	「サービス名」フィールドにPrivateInと入力します。
	「次」を選択します。「アダプタ接続」ページが表示されます。
	MSMQサーバーのJNDI接続名を指定します。トランザクション・キューまたは非トランザクション・キューへの接続の場合があります。この使用例では、非トランザクション・キューに使用されるJNDIはeis/MSMQ/MSMQAdapter_NonTransです。
	「次」を選択します。「アダプタ・インタフェース」ページが表示されます。
	「次」を選択します。アダプタ操作タイプ・ページが表示されます
	「操作タイプ」として「MSMQからメッセージを取得」を、「操作名」として「デキュー」を選択します。参照してください
	「次」を選択します。アダプタの「MSMQからメッセージを取得」ページが表示されます。


図13-20 MSMQアダプタ構成ウィザードのメッセージを取得画面

[image: 図13-20の説明が続きます]





	「接続先タイプ」として「プライベート・キュー」を選択します。「接続先名」フィールドにPrivate_Queue_Deqと入力します。(MSMQアダプタがプライベート・キューへのアクセスに直接フォーマット名を使用するように指定している場合があります。)このオプションを優先する場合は、「直接フォーマット名の使用」チェック・ボックスを選択する必要があります。
	「次」を選択します。アダプタ構成ウィザードに、「メッセージ」ページが表示されます。
	「ネイティブ・フォーマット変換は不要(スキーマを不透明(Opaque)にする)」チェック・ボックスを選択します。注意: スキーマがある場合は、変換用のスキーマを指定できます。
	「次」を選択します。MSMQアダプタ構成ウィザードに、「終了」ページが表示されます。
	「終了」をクリックします。インバウンドOracle MSMQアダプタの構成が完了し、図13-21に示すように、composite.xmlが表示されます


図13-21 composite.xmlで構成されたインバウンドMSMQアダプタ

[image: 図13-21の説明が続きます]













13.3.2.3 アウトバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスの作成



アウトバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスを作成し、あるMicrosoftメッセージング・キューから他のMicrosoftメッセージング・キューにメッセージをエンキューするには、次の手順を実行します。




	「コンポーネント」領域から、「MSMQアダプタ」を「外部参照」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。
	「参照名」フィールドに、PrivateOutと入力します。
	「次へ」をクリックします。「アダプタ接続」ページが表示されます。
	MSMQサーバーのJNDI接続名を指定します。トランザクション・キューまたは非トランザクション・キューへの接続の場合があります。たとえば、この使用例では、非トランザクション・キューに使用されるJNDIはeis/MSMQ/MSMQAdapter_NonTransです。
	「次」を選択します。「インタフェース」ページが表示されます。
	「次」を選択します。「操作タイプ」ページが表示されます。
	「操作タイプ」として「MSMQにメッセージを格納」を、「操作名」として「エンキュー」を選択します。
	「次」を選択します。アダプタの「MSMQにメッセージを格納」ページが表示されます。
	「接続先タイプ」として「プライベート・キュー」を選択します。「接続先名」にPrivate_Queue_Enqと入力します。注意: キューの直接フォーマット名がある場合は、「直接フォーマット名の使用」チェック・ボックスを選択して、キューの直接フォーマット名を指定します。


図13-22 MSMQアダプタ構成ウィザードの「MSMQにメッセージを格納」画面

[image: 図13-22の説明が続きます]





	「次」を選択します。「メッセージ」ページが表示されます。
	「ネイティブ・フォーマット変換は不要(スキーマを不透明(Opaque)にする)」チェック・ボックスを選択します。注意: スキーマがある場合は、変換用のスキーマを指定できます。
	「次」を選択します。MSMQアダプタ構成ウィザードに、「終了」ページが表示されます。
	「終了」をクリックします。図13-23に示すように、アウトバウンドのOracle MSMQアダプタが構成され、composite.xmlが表示されます。


図13-23 PrivateOut外部参照で構成されたMSMQアウトバウンド・アダプタ

[image: 図13-23の説明が続きます]













13.3.2.4 サービスとアクティビティのワイヤリング



作成した3つのコンポーネント(インバウンド・アダプタ・サービス、BPELプロセスおよびアウトバウンド・アダプタ参照)をアセンブルまたはワイヤリングする必要があります。コンポーネントをワイヤリングするには、次の手順を実行します。




	「公開されたサービス」領域にあるPrivateIn内の小さい三角形を、「コンポーネント」領域のBPELプロセス内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。
	「配信タイプ」に「async.persist」を選択します。
	「コンポーネント」領域にあるBPELプロセス内の小さい三角形を、「外部参照」領域のPrivateOut内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。JDeveloperのcomposite.xmlが図13-24のように表示されます。


図13-24 ワイヤリングされたMSMQアダプタJDeveloperのcomposite.xml

[image: 図13-24の説明が続きます]





	「ファイル」、「すべて保存」を順番にクリックします。








13.3.2.5 receiveアクティビティの追加



次のステップでは、receiveアクティビティをコンポジット・アプリケーションに追加します。




	「BPELPrivate」をダブルクリックします。「BPELPrivate.bpel」ページが表示されます。
	「コンポーネント」領域から設計領域にreceiveアクティビティをドラッグ・アンド・ドロップします。
	receiveアクティビティをダブルクリックします。「Receive」ダイアログが表示されます。
	「名前」フィールドにReceiveInputと入力します。
	「パートナ・リンク」フィールドの端にある「パートナ・リンクの参照」をクリックします。構成ウィザードに、「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログが表示されます。
	図13-25に示すように、PrivateInを選択して「OK」をクリックします。


図13-25 「パートナ・リンク」としてPrivateInが選択された「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログ

[image: 図13-25の説明が続きます]





	図13-26に示すように、「Receive」ダイアログで「変数」フィールドの右にある「変数の自動作成」アイコンをクリックします。アダプタ構成ウィザードに、「変数の作成」ダイアログが表示されます。


図13-26 「Receiveの編集」の「変数の作成」ダイアログ

[image: 図13-26の説明が続きます]





	デフォルトの変数名を選択し、「OK」をクリックします。デフォルトの変数名が「変数」フィールドに移入されます。
	「インスタンスの作成」を選択して、「OK」をクリックします。JDeveloperの「BPELPrivate.bpel」ページが図13-27のように表示されます。


図13-27 receiveアクティビティにワイヤリングされたPrivateInパートナ・リンクを示す、「BPELPrivate.bpel」ページ

[image: 図13-27の説明が続きます]













13.3.2.6 invokeアクティビティの追加



次のステップでは、invokeアクティビティを追加します。




	「コンポーネント」領域から設計領域にinvokeアクティビティをドラッグ・アンド・ドロップします。
	invokeアクティビティをダブルクリックします。Invokeダイアログが表示されます。
	「名前」フィールドにEnqueue_Messageと入力します。
	「パートナ・リンク」フィールドの端にある「パートナ・リンクの参照」をクリックします。「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログが表示されます
	図13-28に示すように、PrivateOutを選択して「OK」をクリックします。


図13-28 PrivateOutが選択された「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログ

[image: 図13-28の説明が続きます]





	Invokeダイアログで、「入力変数」フィールドの右にある「入力変数の自動作成」アイコンをクリックします。「変数の作成」ダイアログが表示されます。
	デフォルトの変数名を選択し、「OK」をクリックします。デフォルトの変数名が「変数」フィールドに移入されます。図13-29に示すように、Invokeダイアログが表示されます。


図13-29 「Invokeの編集」ダイアログ

[image: 図13-29の説明が続きます]





	「OK」をクリックします。JDeveloperの「BPELPrivate.bpel」ページが図13-30のように表示されます。


図13-30 invokeアクティビティが追加された後の「BPELPrivate.bpel」ページ

[image: 図13-30の説明が続きます]













13.3.2.7 assignアクティビティの追加



最後のステップでは、assignアクティビティを追加します。




	「コンポーネント」領域から、assignアクティビティを設計領域のreceiveアクティビティとinvokeアクティビティの間にドラッグ・アンド・ドロップします。
	assignアクティビティをダブルクリックします。Assignダイアログが表示されます。
	「一般」タブをクリックして、「名前」フィールドにAssignReferenceと入力します。
	「コピー・ルール」タブをクリックします。
	図13-31に示すように、変数ReceiveInput_Dequeue_InputVariableの不透明要素と、変数Enqueue_Message_Enqueue_InputVariableの不透明要素との間をワイヤリングします。


図13-31 変数をワイヤリングするようにassignアクティビティを編集

[image: 図13-31の説明が続きます]





	「OK」をクリックすると、JDeveloperの「BPELPrivate.bpel」ページが表示されます。


図13-32 変数が割り当てられた後の「BPELPrivate.bpel」ページ

[image: 図13-32の説明が続きます]





	「ファイル」、「すべて保存」を順番にクリックします。










13.3.3 配信リストへのメッセージのエンキュー


次の手順に従って、配信リストへのMSMQメッセージのエンキューを含む使用例を設計します。

	
SOAコンポジットの設計


	
インバウンドOracleファイル・アダプタ・サービスの作成


	
アウトバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスの作成


	
サービスとアクティビティのワイヤリング


	
receiveアクティビティの追加


	
invokeアクティビティの追加


	
assignアクティビティの追加








13.3.3.1 SOAコンポジットの設計



SOAコンポジットを含んだJDeveloperアプリケーションを作成する必要があります。使用例のアプリケーションとプロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。




	JDeveloperの「アプリケーション・ナビゲータ」で、「新規アプリケーション」をクリックします。次に、「SOAアプリケーション」を選択します。アダプタ構成ウィザードに、「アプリケーションの名前付け」ページが表示されます。
	「アプリケーション名」フィールドにEnq_DistListAppと入力して「次へ」をクリックします。アダプタ構成ウィザードに、「プロジェクトの名前付け」ページが表示されます。
	「プロジェクト名」フィールドにEnq_DistListと入力して「次へ」をクリックします。
	「コンポジット・テンプレート」ボックスで「BPELを使用するコンポジット」を選択して「終了」をクリックします。「BPELプロセスの作成 - BPELプロセス」ページが表示されます。
	「名前」フィールドにBPELDistListと入力し、「テンプレート」リストから「サービスを後で定義」を選択します。
	「OK」をクリックします。図13-33に示すように、Enq_DistListAppアプリケーションとEnq_DistListプロジェクトが設計領域に表示されます。


図13-33 設計領域のEnq_DistListAppアプリケーションとEnq_DistListプロジェクト

[image: 図13-33の説明が続きます]













13.3.3.2 インバウンドOracleファイル・アダプタ・サービスの作成



ローカル・ディレクトリからファイルを読み取るインバウンドOracleファイル・アダプタ・サービスを作成するには、次の手順を実行します。




	「コンポーネント」領域から、「ファイル・アダプタ」を「公開されたサービス」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。
	「サービス名」フィールドにFileInと入力します。
	「次」を選択します。ファイル・アダプタ構成ウィザードに、「ファイル・サーバーの接続」ページが表示されます。
	「次」を選択します。ファイル・アダプタ構成ウィザードに、「操作」ページが表示されます。
	「操作タイプ」として「Read File」を選択します。
	「次」を選択します。「ファイル・ディレクトリ」ページが表示されます。
	図13-34に示すように、入力ディレクトリの物理パスを入力します。


図13-34 ファイル・アダプタ構成ウィザードの「ファイル・ディレクトリ」ページ

[image: 図13-34の説明が続きます]





	「次」を選択します。ファイル・アダプタ構成ウィザードに、「ファイルのフィルタ処理」ページが表示されます。
	「インクルード・ファイルの名前パターン」フィールドに*.txtと入力します。
	「次」を選択します。ファイル・アダプタ構成ウィザードに、「ファイル・ポーリング」ページが表示されます。
	「次」を選択します。ファイル・アダプタ構成ウィザードに、「メッセージ」ページが表示されます。
	「ネイティブ・フォーマット変換は不要(スキーマを不透明(Opaque)にする)」チェック・ボックスを選択します。
	「次」を選択します。ファイル・アダプタ構成ウィザードに、「終了」ページが表示されます。
	「終了」をクリックします。図13-35に示すように、インバウンドOracleファイル・アダプタが構成され、composite.xmlが表示されます。


図13-35 composite.xmlで構成されたインバウンド・ファイル・アダプタ

[image: 図13-35の説明が続きます]













13.3.3.3 アウトバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスの作成



ローカル・ディレクトリから配信リストにメッセージをエンキューするアウトバウンドOracle MSMQアダプタ・サービスを作成するには、次の手順を実行します。




	「コンポーネント」領域から、「MSMQアダプタ」を「外部参照」スイムレーンにドラッグ・アンド・ドロップします。アダプタ構成ウィザードに、「ようこそ」ページが表示されます。
	「参照名」フィールドに、DistListOutと入力します。
	「次」を選択します。アダプタ構成ウィザードに、「接続」ページが表示されます。
	MSMQサーバーのJNDI接続名を指定します。この名前を使用して、トランザクション・キューまたは非トランザクション・キューに接続できます。この使用例では、非トランザクション・キューに使用されるJNDIはeis/forMSMQ/MSMQAdapter_NonTransです。
	「次」を選択します。アダプタ構成ウィザードに、「インタフェース」ページが表示されます。
	「次」を選択します。アダプタ構成ウィザードに、「操作タイプ」ページが表示されます。
	「操作タイプ」として「MSMQにメッセージを格納」を、「操作名」として「エンキュー」を選択します。
	「次」を選択します。アダプタ構成ウィザードに、「MSMQにメッセージを格納」ページが表示されます。
	「接続先タイプ」として「配信リスト」を選択します。「接続先名」にDistList_Enqと入力します。


注意:

配信リストのActive Directoryパスがある場合は、「Active Directoryパスの使用」チェック・ボックスを選択し、値を指定する必要があります。また、配信リストの直接フォーマット名がある場合は、「直接フォーマット名の使用」チェック・ボックスを選択して、キューの直接フォーマット名を指定できます。






	「次」を選択します。アダプタ構成ウィザードに、「メッセージ」ページが表示されます。
	「ネイティブ・フォーマット変換は不要(スキーマを不透明(Opaque)にする)」チェック・ボックスを選択します。注意: スキーマがある場合は、変換用のスキーマを指定できます。
	「次」を選択します。アダプタ構成ウィザードに、「終了」ページが表示されます。
	「終了」をクリックします。アウトバウンドOracle MSMQアダプタの構成が完了し、図13-36に示すように、composite.xmlが表示されます。


図13-36 composite.xmlで構成されたアウトバウンド・ファイル・アダプタ

[image: 図13-36の説明が続きます]













13.3.3.4 サービスとアクティビティのワイヤリング



作成した3つのコンポーネント(インバウンド・アダプタ・サービス、BPELプロセスおよびアウトバウンド・アダプタ参照)をアセンブルまたはワイヤリングする必要があります。コンポーネントを接続する手順は、次のとおりです。




	「公開されたサービス」領域にあるFileIn内の小さい三角形を、「コンポーネント」領域のBPELプロセス内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。
	配信タイプとして「async.persist」を選択します。
	「コンポーネント」領域にあるBPELプロセス内の小さい三角形を、「外部参照」領域のDistListOut内に緑の三角形として表示されるドロップ・ゾーンにドラッグします。JDeveloperのcomposite.xmlが図13-37のように表示されます。


図13-37 ワイヤリング後の配信リスト使用例のcomposite.xml

[image: 図13-37の説明が続きます]





	「ファイル」、「すべて保存」を順番にクリックします。








13.3.3.5 receiveアクティビティの追加



次の手順に従ってreceiveアクティビティを追加します。




	「BPELDistList」をダブルクリックします。「BPELDistList.bpel」ページが表示されます。
	「コンポーネント」領域から設計領域にreceiveアクティビティをドラッグ・アンド・ドロップします。
	receiveアクティビティをダブルクリックします。MSMQアダプタ構成ウィザードに、「Receive」ダイアログが表示されます。
	「名前」フィールドにReceiveInputと入力します。
	「パートナ・リンク」フィールドの端にある「パートナ・リンクの参照」をクリックします。「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログが表示されます。
	図13-38に示すように、FileInを選択して「OK」をクリックします。


図13-38 インバウンド・ファイル・アダプタが選択された「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログ

[image: 図13-38の説明が続きます]





	図13-39に示すように、「Receive」ダイアログで「変数」フィールドの右にある「変数の自動作成」アイコンを選択します。「変数の作成」ダイアログが表示されます。


図13-39 「Receive」ダイアログ

[image: 図13-39の説明が続きます]





	デフォルトの変数名を選択し、「OK」をクリックします。デフォルトの変数名が「変数」フィールドに移入されます。
	「インスタンスの作成」を選択して、「OK」をクリックします。JDeveloperの「BPELDistList.bpel」ページが図13-40のように表示されます。


図13-40 ReceiveInput作成後の「BPELDistList.bpel」ページ

[image: 図13-40の説明が続きます]













13.3.3.6 invokeアクティビティの追加



次の手順に従ってinvokeアクティビティを追加します。




	「コンポーネント」領域から設計領域にinvokeアクティビティをドラッグ・アンド・ドロップします。
	invokeアクティビティをダブルクリックします。Invokeダイアログが表示されます。
	「名前」フィールドにEnqueue_Messageと入力します。
	「パートナ・リンク」フィールドの端にある「パートナ・リンクの参照」をクリックします。「パートナ・リンク・チューザ」ダイアログが表示されます。
	図13-41に示すように、DistListOutを選択して「OK」をクリックします。


図13-41 DistListOutが選択された「パートナ・リンク・チューザ」

[image: 図13-41の説明が続きます]





	「Invoke」ダイアログで、「入力変数」フィールドの右にある「入力変数の自動作成」アイコンを選択します。「変数の作成」ダイアログが表示されます。
	デフォルトの変数名を選択し、「OK」をクリックします。デフォルトの変数名が「変数」フィールドに移入されます。JDeveloperのInvokeダイアログが図13-42のように表示されます


図13-42 Enqueue_Message_Enqueue_inputVariableが指定されたJDeveloperの「Invoke」ダイアログ

[image: 図13-42の説明が続きます]





	「OK」をクリックします。JDeveloperの「BPELDistList.bpel」ページが図13-45のように表示されます。


図13-43 invokeアクティビティが作成された後の「BPELDistList.bpel」ページ

[image: 図13-43の説明が続きます]













13.3.3.7 assignアクティビティの追加



次の手順に従ってassignアクティビティを追加します。




	「コンポーネント」領域から、assignアクティビティをJDeveloper設計領域のreceiveアクティビティとinvokeアクティビティの間にドラッグ・アンド・ドロップします。
	assignアクティビティをダブルクリックします。Assignダイアログが表示されます。
	「一般」タブをクリックして、「名前」フィールドにAssignReferenceと入力します。
	「コピー・ルール」タブをクリックします。
	図12に示すように、変数ReceiveInput_Dequeue_InputVariableの不透明要素と、変数Enqueue_Message_Enqueue_InputVariableの不透明要素との間をワイヤリングします。


図13-44 ReceiveInput_Dequeue_InputVariableをEnqueue_Message_Enqueue_InputVariableにワイヤリングした、Jdeveloperの「assignの編集」ダイアログ

[image: 図13-44の説明が続きます]





	「OK」をクリックすると、図13に示すように、JDeveloperの「BPELDistList.bpel」ページが表示されます


図13-45 完了した「BPELDistList.bpel」ページ

[image: 図13-45の説明が続きます]





	「ファイル」、「すべて保存」を順番にクリックします。

















14 Oracle JCA Adapter for Coherence


この章では、Oracle JCA Adapter for Coherenceの使用方法について説明します。アダプタの使用の基本的原理、概念およびコヒーレンス・アダプタ構成ウィザード・フローについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle CoherenceおよびOracle JCA Coherenceアダプタの概念


	
Oracle Coherenceアダプタの機能


	
コヒーレンス・アダプタの構成


	
Coherenceキャッシュ内のアイテムの問合せ


	
「XML」が選択されている場合のPut操作、Get操作および問合せ操作のメッセージの定義


	
「POJO」が選択されている場合のPut操作、Get操作および問合せ操作のメッセージの定義


	
コヒーレンス・アダプタのファイルおよびアーティファクト








14.1 Oracle CoherenceおよびOracle JCA Coherenceアダプタの概念


Coherenceは、信頼のおけるスケーラビリティの高いピア・ツー・ピアのクラスタリング・プロトコル上で、複製および配布した(パーティション化した)データの管理とキャッシュ・サービスを行います。





14.1.1 Coherenceキャッシュ


Coherenceキャッシュは、データベースとクライアント・アプリケーション間の仲介として機能するデータ・オブジェクトのコレクションです。データベース・データをキャッシュにロードして、異なるアプリケーションで使用できます。このようにしてCoherenceキャッシュはデータベースに対する負荷を軽減し、データベース・データへのアクセスを高速化します。キャッシュのオブジェクトはXMLまたはPOJO (Plain Old Java Object)型にできます。


注意:

POJO Javaクラスは、コヒーレンス・アダプタとともに使用するためにシリアライズされている必要があります。つまり、コヒーレンス・アダプタとともに使用するJavaクラスは、java.io.Serializableまたはcom.tangosol.io.pof.PortableObjectを実装する必要があります。



Coherenceの詳細は、Oracle Coherenceライブラリを参照してください。Coherenceのセキュリティ関連の情報は、Oracle Coherenceセキュリティ・ガイドを参照してください。







14.1.2 コヒーレンス・アダプタ


コヒーレンス・アダプタは、Oracle CoherenceのJCA 1.5準拠のリソース・アダプタです。SOA環境にデプロイする場合、コヒーレンス・アダプタは、SOAコンポジット・アプリケーションがOracle Coherenceと統合されている場合、SOAコンポジット・アプリケーションによる統合手段として使用されます。

コヒーレンス・アダプタにより、Coherenceキャッシュへのアイテムの追加、Coherenceキャッシュからのアイテムの取得、Coherenceキャッシュに対するアイテムの削除や問合せなど、有用なCoherence操作を実行できます。







14.1.3 互換性


コヒーレンス・アダプタを12.1.3で使用する場合、バージョン12.1.3以外、または新しいバージョンのリモートCoherenceクラスタと相互作用することはできません。

これは、Coherence Extendクライアントを古いバージョンの拡張プロキシと使用する場合の、Coherence製品の制限によるものです。

具体的には、CoherenceサーバーとExtendクライアント間の互換性に関して、Extendクライアントからクラスタ・プロキシ・サーバーへの上位互換のみが維持されます。つまり、Extendクライアントは、同じバージョン番号以上のクラスタ・サーバーと接続可能ですが、低いバージョン番号のクラスタ・サーバーとは接続できません。

Coherence製品での制限については、次のリンクを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24290_01/coh.371/e22839/gs_install.htm#CBHJGGBG







14.1.4 Oracle Coherenceアダプタの機能


Oracle Coherenceアダプタを使用して、Oracle Coherenceに関連付けられている次のアクティビティを実行できます。

	
キャッシュ・エントリの追加: 新しいエントリをCoherenceキャッシュに作成します。


	
キャッシュ・エントリの削除: キャッシュから削除するアイテムを特定すると、システムによりそのエントリがキャッシュから削除されます。キャッシュ内の複数のレコードに一致するフィルタや条件を指定して、複数のエントリをキャッシュから削除することもできます。


	
キャッシュ・エントリ値の取得: 関連付けられた値を取得するエントリを指定すると、システムによりそのエントリの値が返されます。


	
問合せキャッシュ: キャッシュを特定し、検索条件を指定すると、システムにより検索条件に一致するエントリが返されます。








14.1.4.1 基本的な使用例


コヒーレンス・アダプタには、2つの基本的な使用例があります。

	
ローカル・クラスタに接続するコヒーレンス・アダプタ。この構成では、トランザクション・キャッシュがサポートされます。


	
スタンドアロンCoherenceクラスタまたはWebLogic Serverに接続するコヒーレンス・アダプタ。この構成では、トランザクション・キャッシュはサポートされません。

この章で説明しているローカル・コヒーレンス・アダプタの操作は、リモート・キャッシュに関して類似しており、前述の制限を持つことに注意してください。主な違いは、リモート・キャッシュに対して操作を行うときに指定するキャッシュの名前が、ローカル・クラスタに関連する名前ではなく、リモート・キャッシュの名前であることです。

コヒーレンス・アダプタは、Coherence Extendクライアントを使用して、リモート・クラスタに接続します。コヒーレンス・アダプタを使用してアクセスできるリモート・キャッシュの構成を説明している次の項を参照してください。








14.1.4.1.1 リモート・クラスタへのコヒーレンス・アダプタ接続の構成


SOAコヒーレンス・アダプタを使用して、リモート・キャッシュにアクセスできます。

リモート・キャッシュの名前は、次の例の構成ファイルに記録され、このファイルはextend-config.xmlファイルと呼ばれます。この構成ファイルの場所は、プロパティCacheConfigLocationの値として指定する必要があります。キャッシュ名を含めることに加えて、構成ファイルには、リモートCoherenceクラスタに接続するための情報も必要です。

ここでのManagedConnectionFactoryの例では、PojoJarFileの場所も指していることに注意してください。

詳細は、Coherence Extendの構成および使用に関するホワイトペーパーを参照してください。

また、第3章「Coherence*Extendの設定」も参照してください。

例 - リモート・クラスタのManagedConnectionFactory


<connection-instance>
<jndi-name>eis/Coherence/Remote</jndi-name>
  <connection-properties>
   <properties>
     <property>
       <name>CacheConfigLocation</name>
        <value>/scratch/amahajan/Temp/coherence/dhqa/extend-config.xml</value>
     </property>
   <property>
     <name>ClassLoaderMode</name>
     <value>CUSTOM</value>
   </property>
   <property>
     <name>PojoJarFile</name>
     <value>/scratch/amahajan/Temp/coherence/dhqa/book.jar</value>
 </property>
 <property>
   <name>WLSExtendProxy</name>
   <value>false</value>
</property>
</properties>
</connection-properties>
</connection-instance>


例 - リモート・キャッシュを定義するためのサンプルextend-config

この例では、拡張構成によって、アダプタはアドレス10.240.82.123で実行され、ポート14777上でリスニングする拡張プロキシに接続できます。


 
<?xml version="1.0"?>
 
<!DOCTYPE cache-config SYSTEM "cache-config.dtd">
 
<cache-config>
   <caching-scheme-mapping>
      <cache-mapping>
         <cache-name>samples-cache</cache-name>
         <scheme-name>extend-dist</scheme-name>
      </cache-mapping>
      <cache-mapping>
         <cache-name>samples-cache-binxml</cache-name>
         <scheme-name>extend-dist</scheme-name>
      </cache-mapping>
    </caching-scheme-mapping>
    <caching-schemes>
   <remote-cache-scheme>
      <scheme-name>extend-dist</scheme-name>
      <service-name>ExtendTcpCacheService</service-name>
      <initiator-config>
        <tcp-initiator>
          <remote-addresses>
            <socket-address>
              <address>10.240.82.123</address>
              <port>14777</port>
            </socket-address>
          </remote-addresses>
          <connect-timeout>10s</connect-timeout>
        </tcp-initiator>
        <outgoing-message-handler>
          <request-timeout>5s</request-timeout>
        </outgoing-message-handler>
      </initiator-config>
    </remote-cache-scheme>
   </caching-schemes>
</cache-config>







14.1.4.1.2 ローカル・クラスタへのコヒーレンス・アダプタ接続


-

コヒーレンス・アダプタはデフォルトのコネクション・ファクトリを提供して、即時利用可能なCoherenceキャッシュに接続し、adapter-localと呼ばれるキャッシュにも接続します。













14.2 コヒーレンス・アダプタの構成



コヒーレンス・アダプタ構成ウィザードを使用するには、次の手順を実行します。




	JDeveloperの「アプリケーション・ナビゲータ」で、「新規アプリケーション」を選択します。「汎用アプリケーションの作成 - アプリケーションの名前付け」ページが表示されます。
	JDeveloper BPELデザイナの「コンポーネント」ウィンドウから「コヒーレンス・アダプタ」をドラッグ・アンド・ドロップします。コヒーレンス・アダプタの「ようこそ」画面が表示されます。「次へ」をクリックします。
	「コヒーレンス接続」画面で、コヒーレンス接続のJNDI名を指定します。「次へ」を選択します。


図14-1 コヒーレンス・アダプタ構成ウィザードの「サービス名」画面

[image: 図14-1の説明が続きます]





	「操作タイプ」ページで、Coherenceキャッシュに対して実行する有効な操作を指定します。既存のWSDLをインポートした場合、操作名は事前移入されます。操作は、「Put」(「キャッシュにアイテムを格納」)、「Get」(「キャッシュからアイテムを取得」)、「削除」(「キャッシュからアイテムを削除」)または「問合せ」(「キャッシュからアイテムを問合せ」)です。下の画面例では、「Put」が選択されています。


図14-2 「Put」が選択されたコヒーレンス・アダプタ構成ウィザードの「操作タイプ」ページ

[image: 図14-2の説明が続きます]





	「Put」を選択した場合は、「Put」ページが表示されます。このページでは、Put操作の構成パラメータを取得します。この画面で、次のフィールドを指定します。

	
キャッシュ・タイプ: 値(「XML」、「POJO」)を含むドロップダウン・コンボ・ボックス。キャッシュに格納するアイテムのタイプに対応する値を使用します。


	
キャッシュ名: このテキスト・フィールドにキャッシュ名を入力します。これは、Coherenceキャッシュを一意に識別する名前です。


	
キー: テキスト・フィールドにキーを入力するか、自動生成チェック・ボックスを選択してキーが生成されるようにします。選択した場合、キーはCoherenceランタイムによって自動的に生成されます。キーの自動生成プロセスでは、「キー・タイプ」が「文字列」に設定されます。


	
キー・タイプ: 「キー・タイプ」および「キー」は、フィルタの入力を選択した場合は無効になり、キー・タイプとキーの入力を選択した場合は有効になります。ここでの「キー・タイプ」コンボ・ボックスには、Java単純型(string、integer、long、float、double)のリストが含まれています。


	
自動生成キー: コヒーレンス・アダプタ構成ウィザードでキーを生成する場合は、このボックスを選択します。


	
存続時間: 「デフォルト」、「常に」または「カスタム」を選択します。「カスタム」を選択した場合は、ミリ秒単位の値を指定できます。この値は、エントリがCoherenceキャッシュ内に残る時間を示します。デフォルトでは、メッセージは期限切れになりません。「存続時間」プロパティは、ローカル・キャッシュではなくリモート・キャッシュに適用可能です。ローカル・キャッシュの場合、エントリは、削除しないかぎり、またはSOAサーバーが終了しないかぎり、常にキャッシュに残ります。





図14-3 コヒーレンス・アダプタ構成ウィザードの「Put操作の構成」ページ

[image: 図14-3の説明が続きます]





	コヒーレンス・アダプタの「操作タイプ」ページで、「キャッシュからアイテムを取得」操作を選択した場合、「Get操作の構成」画面が表示されます。


図14-4 コヒーレンス・アダプタの「Get操作の構成」ページ

[image: 図14-4の説明が続きます]



次のフィールドに入力して、キャッシュからアイテムを取得します。

	
キャッシュ・タイプ: 値(「XML」、「POJO」)を含むドロップダウン・コンボ・ボックス。取得するエントリのタイプに対応する値を選択します。


	
キャッシュ名: アイテムの取得元となるキャッシュ名を入力します。


	
キー・タイプ: Get操作の場合、このフィールドは常に有効になっています。


	
キー: キャッシュ・エントリのキーをこのテキスト・フィールドに入力します。







	「操作タイプ」画面でキャッシュから削除オプションを選択すると、「キャッシュからアイテムを削除」画面が表示されます。


図14-5 コヒーレンス・アダプタ構成の「削除操作の構成」画面

[image: 図14-5の説明が続きます]



キャッシュからアイテムを削除するための構成パラメータを入力し、「次へ」をクリックします。

	
キャッシュ名: キャッシュ・アイテムの名前。


	
キー・タイプ: 削除操作を実行する場合に有効になります。


	
キー: キャッシュ・アイテムのキー。


	
フィルタ: キャッシュ名の文字列フィルタ。キーまたはフィルタを指定できますが、両方を指定することはできません。





注意:

削除操作でフィルタを使用する場合、コヒーレンス・アダプタは、削除操作が成功したかどうかにかかわらず、削除操作による影響を受けるエントリ数を報告しません。

特定のエントリの削除にキーを使用する場合、コヒーレンス・アダプタは数を報告しますが、Coherenceでの削除操作が成功した場合、常に1になります。














14.3 Coherenceキャッシュ内のアイテムの問合せ



Coherenceキャッシュ内のアイテムを問い合せることもできます。




	これを行うには、「操作」画面から「問合せ」を選択します。コヒーレンス・アダプタの「問合せ操作の構成」画面が表示されます。


図14-6 コヒーレンス・アダプタの「問合せ操作の構成」画面

[image: 図14-6の説明が続きます]





	「問合せ操作の構成」画面で、次を入力します。

	
キャッシュ・タイプ: ドロップダウン・リストから「XML」または「POJO」を選択します。


	
キャッシュ名: キャッシュの名前。


	
フィルタ: Coherenceの問合せ言語のフィルタ式を手動で入力できます。フィルタを指定しない場合、コヒーレンス・アダプタ構成ウィザードにより、すべてのアイテムが返されることが警告されます。


	
アイテム数: 問合せから返されるアイテム数の制限を指定する整数。


	
索引名: (オプション)キャッシュに作成される索引名。ソートされた索引を作成するには、「ソート」チェック・ボックスを選択します。


	
キーのみを返す: このボックスを選択し、返すキーのタイプを指定します。このボックスが選択されている場合、問合せから返されたエントリと値が一致するキーのみが返されます。

POJOキャッシュ・タイプの場合、索引および順序付きフィールドのキー・タイプのみが有効です。XMLキャッシュ・タイプの場合、key()トークンのみをフィルタ式で使用できます。

つまり、フィルタ式を指定する場合、キャッシュ・オブジェクト・キーを意味する特殊なトークン・キー()のみを使用できます。たとえば、次のキーのいずれかを使用できます。


key() = 1234  
key() = 5678


POJOキャッシュ・タイプを使用する場合、POJOオブジェクトからのトークンと、特殊な組込みkey()トークンの両方を使用するフィルタ式を作成できます。















14.4 「XML」が選択されている場合のPut操作、Get操作および問合せ操作のメッセージの定義



Put、Getまたは問合せのいずれかの操作でキャッシュ・タイプとして「XML」を選択した場合、「スキーマの指定」ページが表示されます。このページで、Coherenceキャッシュ・オブジェクトのスキーマを選択します。図14-7を参照してください。


図14-7 コヒーレンス・アダプタ構成ウィザードのメッセージ(「スキーマの指定」)画面

[image: 図14-7の説明が続きます]





	「URL」フィールドでスキーマ・ファイルの場所を指定して、着信ファイルの要素を定義するスキーマ要素を選択します。既存のスキーマ定義を検索するには、「参照」ボタンを使用します。
	この時点での選択に適用される考慮事項を次に示します。

	
Put操作の場合、指定した値タイプに生成されたスキーマ、または「スキーマ」ページで指定したスキーマに対応するリクエスト・メッセージが生成されます。レスポンス・メッセージには、Coherenceサーバーで作成されたキャッシュ・エントリのReturnIdentifierが含まれます。


	
Get操作の場合、リクエスト・メッセージは、値タイプのスキーマ、または「スキーマ」ページで指定したスキーマを指します。空のリクエスト・メッセージが作成されます。


	
問合せ操作の場合、フィルタ式にバインド変数がある場合、これらのバインド変数の要素が含まれたリクエスト・メッセージが生成されます。レスポンス・メッセージは、値タイプに生成されたスキーマであるか、「スキーマ」ページで指定したスキーマです。













14.4.1 「POJO」が選択されている場合のPut操作、Get操作および問合せ操作のメッセージの定義



Get操作、Put操作または問合せ操作でキャッシュ・タイプとして「POJO」を選択した場合、「値タイプ・クラスの指定」画面が表示されます。


図14-8 コヒーレンス・アダプタ構成ウィザードの値タイプ・クラス画面

[image: 図14-8の説明が続きます]



キャッシュ・タイプとして「POJO」を選択した場合のメッセージを定義するには、次の手順を実行します。




	PUT操作のPOJOキャッシュ・タイプの値タイプを「値タイプ」ボックスに入力します。ブラウザを使用して値タイプを検索できます。
	オプションで、スキーマのメタデータ・マッピング・ファイルをメタデータ・マッピング・フィールドに入力します。

メタデータ・マッピング・ファイルは、POJOからXMLへの変換、およびXMLからPOJOへの変換に役立ちます。指定したマッピング・ファイルはJDeveloperプロジェクトにコピーされます。ブラウザを使用して、メタデータ・マッピング・ファイルを検索できます。マッピング・ファイルはJDeveloperプロジェクトに格納されます。(XMLを指定すると、アダプタは、XMLをオブジェクトに変換してからキャッシュに追加します。この逆が、キャッシュ内のオブジェクトを問い合せた場合に発生します。アダプタは、キャッシュ内に格納されているオブジェクトをXMLに変換し、それを出力として渡します。)

マッピング・ファイルが指定されている場合、コヒーレンス・アダプタによりスキーマが自動的に生成されます。

メタデータ・ファイルを指定しない場合、コヒーレンス・アダプタ構成ウィザードにより、値タイプ・クラスがイントロスペクトされ、マッピング・ファイルが自動的に生成されます。


注意:

: 問合せ操作タイプでは、「キーを返す」を選択した場合、XMLまたはPOJOキャッシュ・タイプの「メッセージ」ページは表示されません。
















14.5 コヒーレンス・アダプタのファイルおよびアーティファクト



この項では、コヒーレンス・アダプタの設計時アーティファクトの例を示します。







14.5.1 JCAファイル



JCAファイルには、サポートされている各操作のJCAプロパティ値が格納されます。

例 - 作成されたJCAファイル


<adapter-config name="cohPut1" adapter="Coherence Adapter"                   wsdlLocation="../WSDLs/cohPut1.wsdl"            xmlns="http://platform.integration.oracle/blocks/adapter/fw/metadata">
      <connection-factory location="eis/coherence"/>
       <endpoint-interaction portType="Put_ptt" operation="Put">
    <interaction-spec className=      "oracle.tip.adapter.coherence.CoherenceInteractionSpec">
   <property name="CacheName" value="TestCache"/>
      <property name="Key" value="ABC12345678"/>
      <property name="KeyType" value="String"/>
      <property name="ValueType" value="com.coherence.vt.Book"/>
      <property name="TimeToLive" value="60"/>
      <property name="MappingsMetadataFile" value="book-oxm-mappings.xml"/>
    </interaction-spec>
  </endpoint-interaction>
</adapter-config>









14.5.2 Put操作のWSDL



次の例に、コヒーレンス・アダプタのPut操作のWSDLを示します

例 - コヒーレンス・アダプタのPut操作のWSDL


<wsdl:definitions name="cohPut1" targetNamespace=   "http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/coherence/Application1/Project1/cohPut1"
     xmlns:jca="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/wsdl/jca/"
     xmlns:wsdl="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/"
     xmlns:tns=http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/coherence/Application1/            Project1/cohPut1
     xmlns:imp1=" http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/coherence"
     xmlns:plt="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2003/05/partner-link/">
    <plt:partnerLinkType name="Put_plt">
        <plt:role name="Put_role">
            <plt:portType name="tns:Put_ptt"/>
        </plt:role>
    </plt:partnerLinkType>
 <wsdl:types>
        <schema targetNamespace= “http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/coherence/Application1/Project1/cohPut1"  xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
    <import namespace=" http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/coherence " schemaLocation="xsd/book_cache.xsd"/>
        </schema>
        <schema <schema targetNamespace= “http://xmlns.oracle.com/pcbpel         /adapter/coherence/Application1/Project1/cohPut1"  xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
           <element name="returnId" type="xsd:string"/>
         </schema>
    </wsdl:types>
    <wsdl:message name="Request_msg">
         <wsdl:part name="body" element="imp1:book"/>
    </wsdl:message>
    <wsdl:message name="Response_msg">
        <wsdl:part name="body" element="tns: returnId "/>
    </wsdl:message>
      <wsdl:portType name="Put_ptt">
        <wsdl:operation name="Put">
            <wsdl:input message="tns:Request_msg"/>
            <wsdl:output message="tns:Response_msg"/>
        </wsdl:operation>
    </wsdl:portType>
</wsdl:definitions>









14.5.3 バインド変数が含まれるフィルタ式による削除のWSDL



Coherenceでのフィルタ式による削除操作のWSDLを示します。

例 - Coherenceでのフィルタ式による削除操作のWSDL


<wsdl:definitions name="cohRem1"
    targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter
        /coherence/Application1/Project1/cohRem1"
     xmlns:jca="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/wsdl/jca/"
     xmlns:wsdl="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/"
 xmlns:tns=http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/coherence
/Application1/Project1/cohRem1
     xmlns:plt="http://schemas.xmlsoap.org/ws/
                2003/05/partner-link/">
    <plt:partnerLinkType name="Remove_plt">
        <plt:role name="Remove_role">
            <plt:portType name="tns:Remove_ptt"/>
        </plt:role>
    </plt:partnerLinkType>
    <wsdl:types>
          <schema targetNamespace=
             “http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter
            /coherence/Application1/Project1/cohRem1"      xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
<element name="RemoveRequest">
  <complexType>
     <element name="bind1" type="string"/>
     <element name="bind2" type="string"/>
               </complexType>
              </element>
         </schema>
<schema targetNamespace= “http://xmlns.oracle.com/
         pcbpel/adapter/coherence
       /Application1/Project1/cohRem1"
         xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">  
      <element name="ReturnCount" type="integer"/>    
        </schema>
    </wsdl:types>
    <wsdl:message name="Request_msg">
        <wsdl:part name="body" element="tns:RemoveRequest "/>
    </wsdl:message>
    <wsdl:message name="Response_msg">
        <wsdl:part name="body" element="tns: ReturnCount "/>
    </wsdl:message>
    <wsdl:portType name="Remove_ptt">
        <wsdl:operation name="Remove">
            <wsdl:input message="tns:Request_msg"/>
            <wsdl:output message="tns:Response_msg"/>
        </wsdl:operation>
    </wsdl:portType>
</wsdl:definitions>









14.5.4 Get操作のWSDL



次の例に、CoherenceでのGet操作用に生成されたWSDLを示します。

例 - Get操作のWSDL


<wsdl:definitions name="cohRem1" targetNamespace=
         "http://xmlns.oracle.com/
     pcbpel/adapter/coherence/Application1/Project1/cohGet1"
     xmlns:jca="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/wsdl/jca/"
     xmlns:wsdl="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/"
     xmlns:tns=http://xmlns.oracle.com/pcbpel/
       adapter/coherence/Application1/Project1/cohGet1
     xmlns:imp1=" http://xmlns.oracle.com/pcbpel/              adapter/coherence"
     xmlns:plt="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2003/05/partner-link/">
    <plt:partnerLinkType name="Get_plt">
        <plt:role name="Get_role">
            <plt:portType name="tns:Get_ptt"/>
        </plt:role>
    </plt:partnerLinkType>
    <wsdl:types>
        <schema targetNamespace=            “http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter
           /coherence/Application1/Project1/cohGet1"
           xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
          <element name="empty"><complexType/></element>
               </schema>
        <schema targetNamespace=
             “http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/
              coherence/Application1/Project1/cohGet1"  xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
<import namespace=
      "http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/coherence
           "schemaLocation="xsd/book_cache.xsd"/>
            </schema>
    </wsdl:types>
    <wsdl:message name="Request_msg">
        <wsdl:part name="body" element="tns:empty "/>
    </wsdl:message>
    <wsdl:message name="Response_msg">
        <wsdl:part name="body" element="imp1:book "/>
   </wsdl:message>
    <wsdl:portType name="Get_ptt">
        <wsdl:operation name="Get">
            <wsdl:input message="tns:Request_msg"/>
            <wsdl:output message="tns:Response_msg"/>
        </wsdl:operation>
    </wsdl:portType>
</wsdl:definitions>









14.5.5 バインド変数が含まれるフィルタ式による問合せのWSDL



次の例は、バインド変数が含まれるフィルタ式による問合せ操作のWSDLを示しています。

例 - バインド変数が含まれるフィルタ式による問合せのWSDL


<wsdl:definitions name="cohQuery1"         targetNamespace="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter/coherence    /Application1/Project1/cohQuery1"
     xmlns:jca="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/wsdl/jca/"
     xmlns:wsdl="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/"
     xmlns:tns=http://xmlns.oracle.com/pcbpel/adapter            /coherence/Application1/Project1/cohQuery1
     xmlns:imp1=" http://xmlns.oracle.com/pcbpel/
                  adapter/coherence"
     xmlns:plt="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2003/05/partner-link/">
    <plt:partnerLinkType name="Query_plt">
       <plt:role name="Query_role">
        <plt:portType name="tns:Query_ptt"/>
        </plt:role>
    </plt:partnerLinkType>
    <wsdl:types>
<schema targetNamespace= “http://xmlns.oracle.com/
              pcbpel/adapter/coherence
             /Application1/Project1/cohQuery1"                    xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
<element name="QueryRequest">
  <complexType>
     <element name="bind1" type="string"/>
     <element name="bind2" type="string"/>
               </complexType>
              </element>
         </schema>
<schema targetNamespace= “http://xmlns.oracle.com/
        pcbpel/adapter/coherence
       /Application1/Project1/cohQuery1"  xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
<import namespace=" http://xmlns.oracle.com/
            pcbpel/adapter/coherence" 
              schemaLocation="xsd/book_cache.xsd"/>
            </schema>
    </wsdl:types>
        <wsdl:message name="Request_msg">
        <wsdl:part name="body" element="tns:QueryRequest "/>
        </wsdl:message>
        <wsdl:message name="Response_msg">
        <wsdl:part name="body" element="imp1:book "/>
        </wsdl:message>
    <wsdl:portType name="Query_ptt">
        <wsdl:operation name="Query">
            <wsdl:input message="tns:Request_msg"/>
            <wsdl:output message="tns:Response_msg"/>
        </wsdl:operation>
    </wsdl:portType>
</wsdl:definitions>











14.6 コヒーレンス・アダプタ使用のヒント



次のエラーが表示される場合があります。


Execute of operation 'Put' failed due to: Service "TransactionalCache" has been started by a different configurable cache factory.; nested exception is:  java.lang.IllegalStateException: Service "TransactionalCache" has been started by a different configurable cache factory.


このメッセージは、サービスTransactionalCacheが複数の場所で定義されていることを意味します。このエラーが発生するのは、コヒーレンス・アダプタのPut操作のみに限定されません。この例外は、コヒーレンス・アダプタがサポートするすべての操作で発生する可能性があります。

この問題は、次のような構成ファイルがある場合に発生します。

最初の構成ファイルa-config.xmlに、次が含まれます。


<cache-config> 
 <caching-scheme-mapping> 
  <cache-mapping> 
   <cache-name>adapter-local</cache-name> 
   <scheme-name>transactional</scheme-name> 
  </cache-mapping> 
 </caching-scheme-mapping> 
  
 <caching-schemes> 
  <transactional-scheme> 
   <scheme-name>transactional</scheme-name> 
   <service-name>TransactionalCache</service-name> 
   <autostart>true</autostart> 
  </transactional-scheme> 
 </caching-schemes> 
</cache-config>


2つ目の構成ファイルb-config.xmlに、次が含まれます。


<cache-config> 
 <caching-scheme-mapping> 
  <cache-mapping> 
   <cache-name>movie-local</cache-name> 
   <scheme-name>transactional</scheme-name> 
  </cache-mapping> 
 </caching-scheme-mapping> 
  
 <caching-schemes> 
  <transactional-scheme> 
   <scheme-name>transactional</scheme-name> 
   <service-name>TransactionalCache</service-name> 
   <autostart>true</autostart> 
  </transactional-scheme> 
 </caching-schemes> 
</cache-config> 


あるjndiにa-config.xmlを、別のjndiにb-config.xmlを使用し、2つのコンポジットでこれら2つの異なるjndiを使用します。最初の構成をデプロイすると、問題なく完了しますが、2つ目のデプロイメントは、サービスTransactionalCacheが最初の構成によりすでに開始されているため、失敗します。

解決方法は、1つのconfig.xmlファイルのみを持つようにし、異なるジョブ間で同じconfig.xmlを使用することです。たとえば、次のconfig.xmlファイルを異なるjndi間で使用できます。


<cache-config> 
 <caching-scheme-mapping> 
  <cache-mapping> 
   <cache-name>adapter-local</cache-name> 
   <scheme-name>transactional</scheme-name> 
  </cache-mapping> 
  <cache-mapping> 
   <cache-name>movie-local</cache-name> 
   <scheme-name>transactional</scheme-name> 
  </cache-mapping> 
 </caching-scheme-mapping> 
 <caching-schemes> 
  <transactional-scheme> 
   <scheme-name>transactional</scheme-name> 
   <service-name>TransactionalCache</service-name> 
   <autostart>true</autostart> 
  </transactional-scheme> 
 </caching-schemes> 
</cache-config>
 












C Oracle MQ Seriesアダプタでサポートされるエンコーディング


この付録では、MQ Seriesアダプタでサポートされるエンコーディングのリストを提供します。

デフォルトでは、Oracle MQ Seriesアダプタは次のリストに示すエンコーディングをサポートしています。MQ Seriesメッセージ・エンコーディングとJavaエンコーディング、およびMQ Seriesメッセージ・エンコーディングとJavaエンコーディング間のマッピングを示します。Oracle MQ Seriesアダプタでサポートされるエンコーディングのリストは、次のとおりです。





C.1 Oracle MQ Seriesアダプタのエンコーディング



エンコーディングのリストを次に示します。

	
ibm037


	
ibm437


	
ibm500


	
ibm819


	
Unicode


	
UTF8


	
ibm273


	
ibm277


	
ibm278


	
ibm280


	
ibm284


	
ibm285


	
ibm297


	
ibm420


	
ibm424


	
ibm737


	
ibm775


	
ibm813


	
ibm838


	
ibm850


	
ibm852


	
ibm855


	
ibm856


	
ibm857


	
ibm860


	
ibm861


	
ibm862


	
ibm863


	
ibm864


	
ibm866


	
ibm868


	
ibm869


	
ibm870


	
ibm871


	
ibm874


	
ibm875


	
ibm912


	
ibm913


	
ibm914


	
ibm915


	
ibm916


	
ibm918


	
ibm920


	
ibm921


	
ibm922


	
ibm930


	
SJIS


	
ibm933


	
ibm935


	
ibm937


	
ibm939


	
ibm942


	
ibm948


	
ibm949


	
ibm950


	
EUCJIS


	
ibm964


	
ibm970


	
ibm1006


	
ibm1025


	
ibm1026


	
ibm1089


	
ibm1097


	
ibm1098


	
ibm1112


	
ibm1122


	
ibm1123


	
ibm1124


	
Cp1250


	
Cp1251


	
Cp1252


	
Cp1253


	
Cp1254


	
Cp1255


	
Cp1256


	
Cp1257


	
Cp1258


	
ibm1381


	
ibm1383


	
JIS


	
KSC5601


	
ibm33722813


	
GB18030




.







C.1.1 その他の標準Javaエンコーディングのサポートの追加


このリストに示されていないその他の標準Javaエンコーディングのサポートは、次の方法で追加できます。

	
MQSeriesAdapter.rarファイルからMQSeriesAdapter.jarファイルを抽出します。


	
MQSeriesAdapter.jarファイルからmq.propertiesファイルを抽出します。


	
mq.propertiesファイルにエントリを追加します。新しいエンコーディングごとに、mq.propertiesファイルに2つの行(プロパティ)を追加する必要があります。1行はMQ Seriesエンコーディングとそれに対応するJavaエンコーディング、もう1行はJavaエンコーディングとそれに対応するMQ Seriesエンコーディングです。

たとえば、次のibm037 Javaエンコーディング(ibm037 (Javaエンコーディング)<->37 (MQ Seriesメッセージ・エンコーディング))のサポートを追加するには、mq.propertiesファイルに次の2行を追加する必要があります。

oracle.tip.adapter.mq.encoding.37=ibm037

oracle.tip.adapter.mq.encoding.ibm037=37
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& Adapter Configuration Wizard - Step 5 of 7.

Specify Stored Procedure

Enter astored procedure, or a functon. The procedure's package name can be incuded, for exarmple,

EMPLOYEE. GET_NAME, where the package name is EMPLOYEE and the pracedure i GET_NAME. IF the procedure
does not belong in  package, enter the pracedure’s name. You can ala browse and search for a pracedure, The term
“procedure' s used to mean both stored procedures s well s functions.

Procedure [ PACKAGE OVERLOAD

arguments

ame Type Postion
x NUMBER 1
v VARCHARZ 2
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Object Payload

The queu, SCOTT SERVICE _IN_QUELE, cortains a structured abject payload (ADT) named SCOTT,SERVICE_TYPE,
The business payload may be based on the whole sbiect or a sinle field inthe object. I the payload is the whole
object, then the message scherna wil be automaticall generated. In the case of singl fied, you must specy the
field that contains the payload and subsequently aso provide the messags schems defition

Business Payload: () hole Obect SERVICE_TYPE

(5 el within the bt
Paylad Fed Options

Field Name: [pavL0AD

7] cces o mon-pyiod ks s needd

[[] valdate Payioad
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<connection-tactory [Locarion="eis/MAFilendapter”|
<endpoint-interaction operavion="Write'>
<interaction-spec classlame='oracle tip.adapter.file outbound FileTnteractionspec’>
<property ‘Physicalbirectory” valus="/tmp/filefout” />
<property name="FileNamingConvention" values'address-data WSEQ%. txt"/>
<propercy name="Fppend” value="false"/>
<propercy names"Nurberliessages” valus
<property nane='OpaqueSchema’ valus
</interaction-spec>
</endpoinc-interaction
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FILE Adapter Configuration Wizard - Step 7 of 8

Messages

Define the message for the Chunked Read File operation. Speciy the Schema File Location and select the
Schema Element that defines the messages in the incoming files. Use the Browse button to find an existing
schema definition. If you check ‘Schema is Opaque’, then you do not need to specify a Schema.

Message Schema

[ Native format transiation is not required (Schema is Opaque)
R [

Schema Element [

Help <gack Hext Enish
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& Adapter Configuration Wizard - Step 6 of 10

Operation

The 145 Adspter supports thres operation types. There is @ Consure Message operation that polsfor ncoring
messages from a JMS destination,  Procuce Message operation that puts outgoing messages to a M5 destination,
‘and  Request/Reply operation tha requests for incoming messages from a JMS destination and repies by putting
messages to a IMS destination sither synchvonously o asynchronously. Specy the Operation type and Operation
Neme. Orly one operation per Adapter Service may be defined using this wizard,

Operation Type: - () Consume Message.
O produce Message
[ RemuestReply |

Operstion Narte:

|® Asynchronous
Synchvonous

Req Operation Name Request

Rep Operation Name[Reply
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© MQ Series Adapter Configuration Wizard - Step 5 of 7 - =
Get Message from MQ

Enter information for getting  normal message from MQ Series.

Queve Name  [queued]

Message Selector:

‘example : "jca.ma.MQMD. Priority = 1 AND jca.ma.MQMD. Persistence in (1, 2)"
[] Use Large Message Support

Read Message As Attachment

Character Set:|

Content Type:

< Back
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UMS Adapter Configuration Wizard - Step 5 of 9

Inbound Notification Details -{S‘,

Type of notifcation
O gmail
@l

© nstant bessage (M)

SMS Endpoint Configuration:

To receive incoming messages sent to any recipient addresses, specify one or more addresses separated
by comma.

Help <Back Enish Cancel
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& Adapter Configuration Wizard - Step 6 of 8

ICA Properties

‘Specy the Name and Value of all JCA Adapter Propertes.

Properties * R
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JMS Adapter Configuration Wizard - Step 5 of 8

Operation -‘5

“The JM Adapter supports four operation types. There is a Consume Message operation that polls for.
incoming messages from a M destination, a Produce Message operation that puts outgaing messages to
aJ1S destination, a Request/Reply operation that requests for incoming messages from aJMS destination
and replies by putting messages to a JMS destination either synchronously or asynchronously, and a
Synchronous Consume Message operation that synchronously consumes a message from aJlS
destination without waiting. Specify the Operation type and Operation Name. Orly one operation per
Adapter Service may be defined using this wizard.

Operation Type: () Consume Message

O Produce Message

O Request/Reply

@ Bynchronaus Consume Message

Operation Name: [Sync_Consume_Message

Help <Back

Enish Cancel
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Create Application Server Conne: tep 3 of 5

Configuration

R WebLogic Server connections use a host name and port o establsh a connection. The
A Neme and Ty Do ofthe target il be verfied
Authertication

Weblogic Hostname (Adrinistration Server);

© Configuration

locahost
e port: 5L part
S Frh o0t 7oz

] sy use 5t
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Logical Delete

Specify the field that should be updated to logcally delets the row, and the value to nsertinthe el to ndicate that

the row has been read. You can aso optionally speciy values that indicate I 2 row s Unread or Reserved,

Logical Delete Fel:
Read Value;
Unread Vale:

Reserved Valus:

EMPNO

PROCESSED

UNPROCESSED

Locxeo]
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Messages

Define the message for the Read Fl operation. Specfy the Schema Flle Location and selectthe Schema Element
that defines the messages nthe incoring fls. Use the Bromse button tofind an existing schema defintion. If you
check Schems s Opaque, then you do not need to specy a Scherma.

Message Schema
L] Netive Formttranslation is ot required (Schemais Opague)

Define Schema for Native Format

e sdfasdrosscov it Q

Schema Element [addressBook b/
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Operation

The FTP Adapter supports four operations. There is  Get File operation that polk or ncorming fils at the ftp server,
 put Fils operation that creates outgoing il @ Synchronous Get File operation that reads the current contents of a
il and a List Fles operatian that st Fle names in specfied ftp locations. SpecFy the Flle Type, Operation type, and
Operation Name. Ol one operation per Adapter Service may be defined using tis wizard

File Type: © ascl

O tinary

OperationTypes O GetFile

O
O Synchranous Get File
O Lit Files

Operation Name: [put
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Create Generic Application - Step 3 of 3

Configure SOA settings
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Project Name
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After Read

Choose an peration to perform after the data s read from the database,
Updated automatically.

() Delete the Row(s) that were Read
O Updete a Field inthe [EHP] Tabl (Logica Delete)

© Update a sequencing Table

() Updete an External Sequencing Table on a dfferent Database:
O Updete a Sequencing e

The WHERE cause for your query willbe

Enish
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| @ Adapter Configuration

Messages

that defines the messages n the incoring fles. Use the Browss b

Message Schema

Define the message for the Read Fl operation. Specfy the Schema Flle Location and selectthe Schema Element

check Schems is Opaque, then you do not need to specy a Scherma.

utton to find an existing schema defintion. 1 you

L] Netive Formt translation s ot required (Schemais Opague)
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[#] Adapter Configuration Wizard - Step 7 of 8

Protocol

Specify the way you want to define the handshake(sacket communication) steps.

© Use XSLT o define the handshake

sl

Rt |

@ Use Custom Java Code to define the handshake

JavaClass:  [com oracle sacke fds custom Aiine3Custon]

O No Handshake

~ Encoding/ByteOrder

Specify the Encoding and Byte Order values. Only applicable I you are using translation.

[ specity Encoding/ByteOrder:

Dtncosing: 5T
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Messages

is Opaque’, then you do not need to speciy a Scherma.

Specify the schema that defines the message payload. Speciy the Schem Fil location and select the Schera
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‘Settings for JDEWorldAdapter
Overview | Deployment Pian | Configuration | Security | Targets | Control | Testng | Monitoring | Notes

save

On this page, you can select the independent servers, clusters, or irtua hosts on which you wouldlike to deploy this resource a
without restarting your server(s),cick the Control tab.
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,Synchronous Consume Parameters

JMS Adapter Configuration Wizard - Step 6 of 8

Enter the parameters for the Synchronous Consume Message operation

Destination Name (Queue)
Message Body Type:

Message Selector:

ims testik TestFukQueue

TextMessage

UK

example 1:"country in (US', UK'Y', example 2: "origin

Specify the JNDI name for the JIS Connection. The deployment descriptor for the deployed instance of the JMS Adapter must
associate this JNDI name with a set of configuration properties needed by the JMS Adapter to access the JMS destination at

runtime

INDI Name:

Help

eis s /Queue

Y

<Back

Enish

Cancel






OEBPS/img/GUID-02056E22-D216-4FBB-A813-0E1ACFB631CC-default.gif
Oracle JDE World Adapter Configuration Wizard - Step 4 of 11

2

Service Connection

Please select the root database table for this service's query. You can import tables by clicking the ‘Import Tables... button
(@his operation may take some time depending on network speec),

Remove Tables

<Back Next > Enish Cancel
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Select Table

Select the Operation Type and click Next to continue defining the operation.

Operation Type: (&) Z-Table Insert

O setect
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<7binding. jca FlatStructureIn file.jca?>
<wsdl:definitions name='FlatStructureIn’
cargecliansspace="http: /fumlns oracle.com/ >
<plt:parcnerlinkType nane="Read plt">
<plt:role name='Read role'>
<pLt:porcType name="tns:Read ptt'/>
</pleiroler
</ple:parcnerlinkTyper
<vsal:cypess
<schena xuln:

Netp: /fmmr. w3 _org/2001/0M Schema >

<import namespace="http://xnlns oracle com/pcbpel /denoSchena/csv’
schenalocarion="xsd/address-cov. xsd" />

</schena>

<vsal:eypes>
<vsdl:nessage nane
<vsdl:pare name

“imp1:Toot-Flement"/>
</vsal:nessage>
<wsdl:portType naue

<vsal:operacion e

<vsdl:inpuc messages"tns:Read meg"/>
</usal:operavion>

</vsal:poreTyper
</wsdl: definivions>

‘Bead_meg">

One way WSDL
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UMS Adapter Connection

UMS Adapter Configuration Wizard - Step 2 of 6

L

Specify JNDI name for the UM Adapter.

‘Connection JNDI Name: [Sendemail

Help

Enish Cancel
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